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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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中秋の月が輝かがやく夜。

尤ゆう国こくの宮きゆう廷ていに赴おもむいた茗めい聖せいに、国王は言った。




「そなたの茶で、余に月を見せることができたなら、

その月に免めんじて血を流すことなく、この国を龍りゆう国こくの州とする」




翌晩の茶ちや宴えんにて、茗聖は国王に一いつ煎せんを差し出した。

月光のごとく澄すんだ器うつわに、黄金の茶。それを見た国王は、高らかに笑った。




「──嗚呼ああ。いま余の手にあるは、真まことに月なり」











『龍国史記』より
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　それは、水すい色しよくが橙だいだいの茶だった。

　茶ちや杯はいは、いっさいの無む駄だをはぶいた白磁。その中でたゆたう青せい茶ちやの香かおりに、四十代と思われる壮そう年ねんの男は、強ごう欲よくさを滲にじませた鋭するどい眼光を珍めずらしく和やわらげた。

「なんとよい香りだ。真に素す晴ばらしい」

「ありがとうございます。斐ひ丞じよう相しよう閣下」

　そう答えたのは、赤あか墨ずみ色いろの僧そう衣いを身にまとい、炉ろ壇だんが配された板いた床どこに正座する青年だ。年の頃ころは二十代前半。黒い瞳ひとみは秋風のように涼すずしげで、すっきりとした剃てい髪はつがよく似合う。天てん女によと見まがうほどの、中性的な美び貌ぼうの僧である。

　龍国の皇こう都と、紅こうの東に位置している隆りゆう縁えん寺じは、いくつもの殿でんからなる荘そう厳ごんな伽が藍らんだ。

　月が輝く夜。静せい謐ひつな気配が漂ただよう客間に座した斐周しゆうは、茶杯を両手に持つと口に寄せた。

「立派になったな。このときを待ち望んでいたぞ」

　茶を飲んだ瞬しゆん間かん、斐周ははっとしたように目を見張った。

「なんと！　この旨うまさはどうしたことだ──孤こ空くう！」

　孤空と呼ばれた青年僧は、ゆるやかに微笑ほほえんだ。

「私は水にこだわっております。閣下が好まれているこの銘めい柄がらには、同じ土地に湧わく名水、玉ぎよく凰おう泉せん水すいがよく合います。硬かたい口当たりの水ですが、茶葉の香りと深みが増すのと同時に、この銘柄独特の渋しぶさをまろやかな甘みに変えてくれるのです」

　さらりとした孤空の返答に、斐周は驚きよう嘆たんの息をついた。

「ほうぼう旅をして得たことか。苦労したのだな」

「一族の汚お名めい返上のため、できることをしてきただけです。閣下のおかげでさまざまな寺院にお世話になることができましたし、苦労だとは思っておりません」

　ゆっくりと茶を味わった斐周は、茶杯を床ゆかに置くと孤空を見すえた。

「ここの老師が貴殿のことを、〝茗聖の生まれ変わり〟であると言っている。貴殿が身を寄せてきた寺院の老師たちも、口々に誉ほめ称たたえていた。半信半疑であったが、いま貴殿の茶を飲んで確信した」

　和らいでいた眼光を鋭くさせて、斐周は続ける。

「やってもらいたいことがある。だから貴殿を、蒼そう河が州しゆうの寺院より呼び寄せたのだ」

「一族の後ろ盾だてである閣下の頼たのみごとを、無下にするわけには参りません。そのようなことをすれば、私は蒼河州しゆう侯こうである兄に破門されてしまうでしょう」

　たおやかな笑えみで、孤空はさりげなく冗じよう談だんめかした。小さく笑んだ斐周は、しかし、すぐにそれを消し去った。

「書にしたとおり、主上が茶師を召めし抱かかえている。だが、正式な宮廷茶師──茶聖ではない。〝アレ〟を宮廷に上げるわけにはいかぬ。なんとしてでも貴殿が先に、茗聖の席に着くのだ」

「もちろんです。そのために、私は今日まで生きてきたのですから」

「だが、けっして〝アレ〟をあなどるな。〝アレ〟は、娘むすめの皮をかぶった──」

　言いよどむと、形相が嫌けん悪おに歪ゆがんだ。

「──茗聖だ」

　孤空は眉まゆ根ねを寄せた。

「まさか、茗聖様の生まれ変わりだとおっしゃるのですか」

「そうではない、たんなるたとえだ。とはいえ、宴うたげのときのあの声こわ音ね、あの面つら構がまえ、まるで別人。まるで、なにかに取り憑つかれたかのようであった。末すえ恐おそろしいからこそ、一刻も早く宮廷から遠ざけねばならぬ」

「珍しいですね。閣下がそんなにまで誰だれかのことを恐れるとは」

　ふたたび孤空は、静かに笑む。

「茗聖様の生まれ変わりは、私です。それを知らしめれば、主上陛下がどのような茶師を召し抱えようとも、その者が宮廷に上がる日は来ないでしょう。とはいえ……」

　言葉をきった瞬間、孤空は斐周でさえ身み震ぶるいするほどの鋭えい利りさを瞳に宿した。

「……閣下にそうまで言わしめる茶師に、興味が湧いてきました。茗聖様の生まれ変わりであると自負している者としては、ぜひとも挑いどまなくては」

「挑み、叩たたきのめし、退けるのだ。やってくれるか」

「私自身の目的を叶かなえるためにも、そうせざるを得ないでしょう。ですから、閣下。無む闇やみな手出しは不要です。そのようなことをせずとも、私を超こえる茶師など存在いたしません。私は唯ゆい一いつ無二の茶師。私のような茶はけっして誰にも淹いれられないと、いまここで断言いたします」

　自信と余よ裕ゆうを見せる孤空に、斐周は満足げに口の端はしを持ち上げた。

「獅し国こくに伝を放ってずいぶん経たつ。そろそろあちらの使者が、主上のもとにあらわれる頃であろう。その機に乗じて、貴殿を宮廷に招く。ぬかるなよ」

　視線を落とした孤空は、斐周が空にした茶杯を手に取りながら答えた。

「──承知いたしました」
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　赤い瓦かわら屋根のひしめく皇都に、初秋の風が流れていく。

　中秋節を数週間後に控ひかえた都には露ろ店てんが建ち並び、いつもは静かで雅みやびな通りも、このときばかりは雑多な賑にぎやかさに包まれる。遠くに望める山さん峰ぽうは紅こう葉ようしはじめ、龍国の紅玉と謳うたわれる都の美しさを、いっそう際きわ立だたせてくれる季節が訪おとずれていた。

　そんな都の中心にあるのが、皇こう帝ていの住まう麗れい龍りゆう城じようだ。

　午ひるを過ぎた快晴の空の下。第十一代龍国皇帝──熙き龍りゆう帝ていは、黒こく檀たん色の袍ほうに身を包んだ獅国からの三人の使者を、外朝の西せい英えい殿でんに通していた。

　年若い二人を背後に従えているのは、あごに鬚ひげをたくわえた男である。年ねん齢れいは右丞相である奨しよう文ぶんと変わらないだろう。男の顔を見つめた熙龍帝は、獅国との宴を思い返していた。しかし、その男に見覚えはなかった。

　他国の皇帝を前にしても怖おじ気づくことなく、使者の男は堂々とした声音を放った。

「友好を確固たるものとするために、我らが参りましてございます。主上陛下」

　使者はおもむろに、板床に荷を置いた。それを解ほどくと、細長い木箱があらわれる。開けた箱から取り出したのは、龍りゆうが刻まれた緋ひ色いろに輝かがやく豪ごう奢しやな花か瓶びんだ。龍の大きな眼まなこには、紅玉そのものがはめ込まれていた。

　熙龍帝の代わりに受け取った奨文は、涼やかな瞳を見開いて感かん嘆たんの息をもらした。

「……なんと精せい巧こうな」

　一方の熙龍帝は、使者の真意を推おし測っていた。なぜ、いま、獅国の使者が献けん上じよう品を持ってあらわれたのか。むしろ祝いの品を贈おくらねばならないのは、こちらである。獅国王太子である豪ごう粋すいが即そく位いした一報が、すでに届いていたからだ。

　──ああ、なるほど。これはきっと。

「王太子殿下の即位、真にめでたきことである。贈るべき祝いの品について思案していたところであったが、〝花瓶と同等のものを〟という思いやりの意味に、余は受け取った。いかがか」

　使者が小さく笑んだ。

「我が国は鉱山の国。龍の眼の紅玉は、我が国の職人が磨みがき上げたもっとも大きなものでございます。これだけで一人の人間が飢うえることなく、生しよう涯がいを終えられましょう」

　奨文が花瓶を熙龍帝に渡わたした。受け取った熙龍帝は、しかしすぐに床に置く。使者の言葉の意味を、瞬時に嚙かみ砕くだいたからである。

　使者を見すえた熙龍帝は、苦く笑しよう交じりに探さぐった。

「貴殿の言葉、〝人を贈れ〟と言っているように、余には聞こえたぞ」

　奨文がはっと息をのむ。使者は笑みを顔に張り付かせて答えた。

「まさか、めっそうもございません。我が国王陛下は即位の祝いとして、龍国の茶師をお招きしたいとの仰おおせでございます」

　困こん惑わくする奨文と視線を交わした熙龍帝は、戸と惑まどいながら問いかけた。

「茶師を招きたい？　その茶師とは、誰のことだ」

「先の宴にて、擂れい茶ちやを振ふる舞まった茶師にございます」

　熙龍帝は耳を疑い、使者を凝ぎよう視しした。

「我が国王陛下はその招きをもって、贈りものとさせていただく所存にございます。無論、茶を振る舞っていただいたあかつきには、時機を見てすみやかにお戻もどしいたしますゆえ」

　使者の含ふくみ笑いを、熙龍帝は見み逃のがさなかった。返答を誤れば、大切な茶師を手放すことになりかねない。そんな予感に襲おそわれながらも、混乱する思考を冷静に整理した。

　招くだけだと使者は言う。しかし、本当にそうなのか。

　宴のとき、豪粋は茶師が気に入ったと言っていた。さして気にも留めなかったが、もしも本気で楓ふう花かを欲ほつしているのであれば、招くと称しようして獅国に留め置き、いつまでも帰さない腹づもりなのではないか。

　なんにせよ、疑念が湧く以上は──了りよう承しようできない。

「我が国にとって必要な、唯一無二の宮きゆう廷てい茶師である。いつなんどき、頼たよる事態が訪れるか知れないのだ。獅国王の招きは光栄であるが、断る以外の返答はできない」

「さようでございますか」

　使者は余裕ありげに微び笑しようした。

「宮廷茶師であると、主上陛下はおっしゃる。しかし、いまだこの宮廷に上がってはいない、市し井せいの茶さ房ぼうに暮らす平民の茶師であることは調べがついております。ということは先の宴では茶師と結けつ託たくし、我が国の次期国王陛下を前にして、噓うそをおっしゃったのではありますまいか」

　思わず立ち上がった熙龍帝の背筋に、悪お寒かんが走った。直後、脳のう裏りを過よぎったのは敵対する叔父おじ、左さ丞じよう相しようの地位に就ついている斐周である。

　宴以来、斐周の姿を見かけてもいやにおとなしかった。さらにここ数日ほどは、宮廷に姿を見せていない。嵐あらしの前の静けさかと危あやぶんでいた予感が、当たってしまった。

　熙龍帝に味方する楓花を宮廷から遠ざけるために、斐周はおそらく真実を書にしたためて、画策したのだ。そのいまいましさに、熙龍帝の声は怒いかりで震えた。

「噓ではない。余が召し抱えている、大切な茶師である」

　ことを荒あら立だてれば、斐周の思おも惑わくを許すことになる。冷静さを取り戻すべく、深く息を吐はいた熙龍帝は、焦しよう燥そう感かんを両手に込めて強く握にぎった。

「その招き、余が茶師に代わってここで断る」

「では、我らがこちらに向かっている間に、正式な宮廷茶師になられたのでございますな？」

　そう問われた瞬しゆん間かん、悔くやしさが熙龍帝の脳天を貫つらぬいた。鋭するどく目を眇すがめると、やっとの思いで喉のどの奥から声を振り絞しぼった。

「まだ、正式ではない。だが、いずれそうなる」

「いずれとおっしゃるのであれば、現状では違ちがうのでございますな。主上陛下が召めし抱かかえているとはいえ、市井に暮らす一いつ介かいの茶師にすぎぬのであれば、その身は自由。主上陛下自らが、代わりに断る身分でもありますまい」

　目を見張った熙龍帝は、ぐっと押し黙だまった。使者は容よう赦しやなく続ける。

「茶師の招きをもって、噓の罪は無きこととし、友好はそのままとさせていただきましょう。中秋節を迎むかえる頃ころ、ふたたびお迎えに上がりますゆえ、旅立ちの準備を進められますよう、茶師にお伝え願います」

　使者は床ゆかに座したまま、慇いん懃ぎんな態度で熙龍帝に拝礼した。断りを聞き入れないその態度を戒いましめるべく、熙龍帝はとっさに花瓶を摑つかみ上げて、使者の目前に突つきつけた。

「──いらぬ。持って帰るのだ」

　使者は座したまま後ろへ下がり、腰こしを上げる。再度うやうやしく拝礼した。

「差し上げました品でございます。飾かざるも捨てるもご自由に。では、我らはこれにて」

　花瓶を握り締しめる熙龍帝に背を向けると、使者は二人の供を連れて出て行った。

　困惑を隠かくせないまま、熙龍帝は深く嘆たん息そくした。
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「……なんということだ」

　まさに、青天の霹へき靂れきである。近づいた奨文が口を開いた。

「先ほどの使者は、おそらく斐周と繫つながっております」

「……だろうな。だが、王太子……いや、獅国王は叔父を嫌きらっているはずだ」

　会談の場で、なぜ斬きらないのかと豪粋に問われたことを思い返し、熙龍帝は眉まゆ根ねを寄せた。

　そうしたい、そうできたらいい。けれどまだ、斐周の権力が強すぎる。皇こう帝ていとは名ばかりで弱い立場にある己おのれが、いま斐周を断罪すれば、奨文や冬とう輝きの一族までもが巻き込まれ、宮廷はふたたび血の海と化してしまうだろう。

　それは内乱を招く。内乱は、他国に隙すきを与あたえることになりかねない。

　思いあぐねた様子で息をつく熙龍帝に、奨文は言った。

「獅国王が嫌っていたとしても、側近は違うかもしれません。とにかく、楓花についての事情をあちらに伝えたのは、斐周だと考えて間違いないでしょう」

　硬こう質しつな花瓶が、熙龍帝の掌てのひらをじわりと冷やしていく。なんと重い花瓶だろう。そう感じた瞬間、あどけなく笑う楓花の姿が脳裏に浮うかんだ。

　少女らしい優やさしさの奥に、凜りんとした強さも秘ひめた、希け有うな茶師。

　国を守るために、仕えている者を支えるために、命を賭かけて茶を淹いれる茶師はそういない。豪粋が気に入り、招きたいと熱望するのもわかる。

　わかるからこそ──焦あせるのだ。

「噓の罪うんぬんは、楓花を招くための使者の方便だろう。獅国王はおそらく、気にはしていないはずだ。そこまで器うつわの小さな男ではない」

「私もそう考えます」

「……が、慮おもんぱかってはいるな」

「と、おっしゃいますと？」

「いつまでも叔父をのさばらせている俺に、なにをしているのだと問いかけているようにも思える。さっさと退治せぬから、こんなことになるのだと叱しつ咤たされた気分だ。このままでいるつもりなら、大事な茶師をもらうぞ……とな」

「さすがにそこまでは。深読みのしすぎではありませんか、陛下」

　困惑する奨文に、熙龍帝は笑えみを作って見せた。

「かもな」

　思い直して、息をつく。なんにせよ、豪粋が楓花を気に入っているのはたしかなのだ。

「宮廷茶師として、獅国へ渡わたるのは構わない。他国との架かけ橋になることは、重要な仕事の一つだ。なによりも、この国と俺がその身を守っている身分だからだ。だが、いまのままで招きを受ければ、獅国王は自由に楓花を留め置ける」

　いま、行かせるわけにはいかない。なんとしてでも、断らなければ。

　その断りを了りよう承しようさせるには、楓花を正式に、国を背負う身分にまで引き上げるしか術すべはない。しかしそうするためには、一刻も早く斐周を失しつ脚きやくさせなければならない。

　だが、獅国との宴うたげ以来味方が増えているとはいえ、せいぜいがあの場に居合わせていた数人の者たちにすぎないのだ。

　もっと大きな、偉い大だいなる勢力を、明確に背後に従える必要がある。

　そう考えた熙龍帝の脳裏に、一人の男の姿がとっさに過った。

「……中秋節には、毎年茶ちや宴えんを開いていたな」

「はい。昨年は先帝陛下が病に倒たおれた頃でしたから、開いてはおりませんが」

「ならばなおさら、今年は開くぞ。奨文、遊ゆう江こう州しゆう侯こうを招いてくれ」

　奨文は驚おどろき、熙龍帝をまじまじと見つめた。熙龍帝はその目を見返した。

「遊江州侯は、国の危機には多くの軍勢を動かしてくれるが、叔父を遠ざけ、俺にも会おうとしない中ちゆう庸ようの将軍だ。人望厚き遊江州侯を味方にすれば、他州の州侯も続くだろう」

「しかし、蒼河州侯は斐周の側におります。ほかにも二州の州侯が」

「龍国八州のうちの残り五州。中庸の州侯たちは、遊江州侯に絶大な信しん頼らいを置いている。その州侯に必ず続くはずだ。そうなれば、叔父の側にいる州侯も必ず翻ひるがえる。もっと早く……動くべきだった」

　その勇気と自信が、いまのいままでなかったとは。

　皮肉なものだと熙龍帝は思い、小さく笑んだ。奨文はそれを見て戸と惑まどった。

「どうされたのですか」

「ことが起きてから焦る性しよう分ぶんを、いつも兄に笑われていたことを思い出したのだ。俺は昔から、まるで変わっていないのだな」

　熙龍帝を励はげますように、奨文はきっぱりと言い放つ。

「いえ。陛下は充じゆう分ぶん変わっておられます。その証しよう拠こに、仮面を外された」

　己を守るために着けていた兄の仮面。それを外す背中を押してくれたのも、豪粋が招きたいと望んでいる茶師だ。

　──なんとしてでも、楓花を守らなければ。

　熙龍帝は花か瓶びんを奨文に預けると、廊ろう下かに向かって歩き出した。

「奨文、花瓶はあなたの好きにしろ」

「どちらへ行かれるのですか」

　振ふり返った熙龍帝は、皮肉げに笑んだ。

「楓花に会う。追いかけて来るなよ」
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　空が藍あい色いろに染まりはじめた頃ころ。

　夕ゆう餉げの買い出しを終えた楓花は、手て提さげ袋ぶくろを揺ゆらしながら、提ちよう灯ちんに照らされた露ろ店てんの連なる通りを歩いていた。

　鳥ちよう獣じゆうや花木の絵え柄がらの提灯売りに、灯とう籠ろう売り、赤いろうそく売り、菓か子しに粽ちまき、雑貨売りなどなど、見ているだけでも心が浮き立つ光景だ。

　菓子を手にしながら駆かけて行く子ども、家に飾かざる提灯を選ぶ人々、煙管キセルを吹ふかす露店の店主たちを眺ながめながら、楓花は星の河のように輝かがやく通りをのんびりと過ぎて行く。

「今年の提灯も、茶ちや壺つぼの絵柄にするのかな」

　中秋節には、提灯を飾るのが習わしだ。茶さ房ぼうの柱に飾る提灯を思い浮かべて微笑ほほえんだとき、茶葉を売っている露店が視界に飛び込んだ。

（わっ、お茶売りだわ！　どんな茶葉を売ってるんだろう！）

　甘い芳ほう香こうに吸い寄せられるように駆け出した。売り台に並べられた大皿にある茶葉は、すべて黒みがかった深緑色──青茶だ。しかも産地は、遊江州。どうやら店主は、遊江州から来たらしい。

　知っている銘めい柄がらばかりだと思われた直後、茶房でもめったに入にゆう荷かしない珍めずらしい茶葉が一種類、楓花の目に留まった。

（──あっ、仙せん凰おう単たん[image: ]そうがある！）

　興奮した楓花が、その茶葉を指でしめそうとしたときだ。

「仙凰単[image: ]を」

　横から声がした。見れば、立っていたのは赤あか墨ずみ色いろの僧そう衣いをまとった、端たん整せいな顔立ちの青年僧そうである。

　都には大小の伽が藍らんがいくつも建っている。老師のもとで修しゆ業ぎようをする僧が、市し井せいに使いに出されることは珍しいことではない。けれど、手頃な値段の誰だれもが知っている青茶ではなく、高価で珍しい銘柄をさらりと選んだことに、楓花は驚きを隠かくせなかった。

「老師様が飲まれるんですか？」

　思わず訊たずねた楓花に、すらりとした姿体の僧は柔やわらかく微笑んだ。

「いえ。私の客人がこれ以外の茶を飲まれないのです。手に入りづらい茶葉ですから、見かけたら購こう入にゆうする癖くせがついております」

　伽藍を訪おとずれる貴族にでも淹れるのだろう。癖のある仙凰単[image: ]のみを好むとは、かなりのこだわりを持った人物だろうと楓花は思った。それを代弁したのは、老ろう齢れいの店主だ。

「遊江州の東、仙凰山でしか作られない茶葉だ。一本一本の茶ちやの樹きごとに製茶する、手間も暇ひまもかかった職人の青茶を好むとは、さてはお坊ぼうさんの客人は自尊心の高い貴人かな？」

　冗じよう談だんめかした店主は、茶葉をおさめた小さな麻あさ袋ぶくろを僧に渡した。支し払はらいを済ませた僧は、口の端はしを上げただけでなにも言わずに去って行った。

「さて。おまえさんも仙凰単[image: ]かね？」

　値段は張るが、翠すい明めいはきっと喜ぶ。楓花は大きくうなずいた。

「はい！　とっても珍しいもの。いま買わなくちゃ、いつ手に入るかわからないわ！」

　顔をくしゃりとさせて笑った店主は、茶さじで茶葉をすくい、麻袋に入れて楓花に渡した。

「よければ隣となりもご覧なさい。わしの息子むすこがやっとる古物だ。娘むすめさんの喜びそうなものがたいそうあるよ」

　財さい布ふの紐ひもが緩ゆるみそうな、魅み惑わく的な誘さそい文句である。

「うう……店主さん、なかなかの商売人ですね」

　呻うめくように楓花が言うと、店主は声を上げて笑った。

　買うつもりはないが、見るだけであればかまわないだろう。楓花は隣の露店をのぞいた。

　愛らしい琥こ珀はくの髪かみ飾かざり、雀すずめや桃ももの花が刺し繡しゆうされた色いろ鮮あざやかな小物入れ、金魚の置物。どれも華はなやかで目を奪うばわれるが、楓花が釘くぎ付づけになったのはそれらではなく、売り台の端に素っ気なく置かれた陶とう磁じ器きの茶ちや杯はいだった。

　酒杯のような珍しい形で、両手を合わせてもはみ出す大きさの、平べったい白磁茶ぢや碗わん。蓮はすの花の透すかし模様が精せい巧こうかつ繊せん細さいに刻まれているため、ガラスのような質感を醸かもしていた。古物であるから色に濁にごりがあるが、よくよく見ればその美しさが際きわ立だちはじめてくる。

「……わあ……きれい……！」

　うっとりとつぶやく楓花に、煙管を吹かしている壮そう年ねんの店主は苦く笑しようした。

「そいつに目をつけるとは、変わってるねえ」

「そうですか？　ちょっと濁ってはいるけど、それでも一番目立ってきれいです。これがすぐに目に入ったもの」

「ハハッ！　あんたにはそう見えるのか。その昔、尤国の職人が作ったものらしいが、白磁はいまどき珍しいわけじゃないし、でかくて使い勝手が悪そうだってんで、そいつはいっつも売れ残りだよ。有名どころの窯かまってわけでもないし作り手が名もなき職人じゃ、飾るにしても自じ慢まんできる代しろ物ものじゃないからね」

　尤国とは、現在の遊江州のことである。値を見ようとするも、なにも記されていない。店主と客の間で交こう渉しようしながら、値を定める品だ。そうとなれば、値段は訊きけない。この国の露店でそれをすることは、買う意思を伝えることになるからだ。

（……やっぱりすごく高そう。とてもじゃないけど買えないわ。もう少しだけ見て帰ろう）

「触さわってもいいですか？」

「もちろんだ」

　手提げ袋を腕うでにかけて、楓花は茶碗を手に取った。ひやりとしたなめらかな手触り。掲かかげてみると、露店を照らす提灯の灯あかりが、透かし模様を浮うき上がらせて輝かせる。

　──闇やみを照らす、絹糸を編んだかのような、蓮の花。

（これにお茶を注いだら、すごく映はえそう。欲しいなあ……！）

「安くしとくよ。どうだい、値を教えようか。値切ってくれてもかまわねえんだよ？」

　店主がにんまりと笑えむ。うっ、と楓花は息を詰つめ、ぶんぶんと首を左右に振った。

「ほ、欲しいけど……でも駄だ目めです！　買えないから言わないでください！」

　慌あわてて売り台に戻もどした、その直後。

「いくらだ」

　突とつ然ぜん、後ろから声がかかった。聞き覚えのある声こわ音ねに鼓こ動どうが大きく跳はねて、楓花はびくりと肩かたを上下させた。

（……えっ！　うそ……まさか!?）

　おそるおそる振り返った楓花は、後ろに立つ人物をみとめて、呆あつ気けにとられた。

　凜り々りしい眉まゆ、すらりとした美しい鼻筋、輝く黒くろ水ずい晶しようのような瞳ひとみの持ち主は、藍色の袍ほうに同色の褙はい子しを羽織り、下級文官に変装している。その正体は、市井の露店に存在しているはずのない龍国皇こう帝てい、熙龍帝──朱しゆ煌こう慶けいだった。

　過去数回、煌慶は市井の様子を見る目的で茶房を訪れていたのだが、近ちか頃ごろはぱたりと来なくなっていた。宮きゆう廷ていに呼ばれることもなくなって、ずいぶんと煌慶に会っていなかったからこそ、楓花の胸はありえないほど高鳴りはじめた。

「どっ、どど、どうしてここにっ！」

「茶房へ行ったら、買い出しのついでに露店をのぞいているだろうと、あなたの師に教えられてな。捜さがしたぞ」

　小さく笑む。片目を細めて右の口角を上げる微笑み方は、楓花の好きな表情だ。会いたかった。こんなにも会いたいと思っていたのかと、自分でも驚おどろくほどに。嬉うれしさで飛び上がりそうになったものの、そんな場合ではない。

　店主が口を開いて、いましも値を告げようとしているからだ。

「店主さん、駄目です！　言わないでくださいっ！」

「なぜだ」

　煌慶が問う。天上人のこの方は、露店での値の記されていない品の買い方を、間ま違ちがいなく知らないのだ。

「値段のないもののそれを訊いたら、買わなくちゃいけないからです！」

　煌慶は眉根を寄せながら楓花を見た。

「そうなのか？」

「そうだぞ。それがここでの礼れい儀ぎだ」

　煌慶の後ろから、護衛で付いて来たらしい冬輝が顔を出して、粽を口に放ほうりながら笑う。煌慶は不服そうに顔をしかめた。

「変わった礼儀だな。値を訊かなければ交渉ができないではないか」

「文官の旦だん那なは、露ろ店てんで買い物したことのない坊ぼつちゃんか。値を伝えたら交渉がはじまんだろ？　そういうのはな、こっちも買ってもらうのが前提でやるもんなんだよ。そこの娘さんはずいぶんその茶杯にご執しゆう心しんだ。どうだい？　負けてやるから、旦那の可愛かわいい婚こん約やく者に買ってやんなさいよ」

「……婚、約、者？」

　誰のこと？　楓花が首を傾かしげると、店主はあっけらかんと言ってのける。

「あんただよ。仲良さそうな若い男女はそうと相場が決まってる。違うのかい？」

　ボッと楓花の頰ほおと耳に熱が走った。

「ちっ、違っ──」

「店主、値を言ってくれ」

　否定しようとする楓花を、煌慶が遮さえぎった。

（どうして否定しないの？　ううん、それよりも買おうとしてるわ、大変！）

「わーっ！　駄目です、いらないわ。だから言わないでください！　か、帰りますっ！」

　楓花は急いできびすを返した。クスクスと笑う店主の声が、後ろで聞こえた。

「気が変わったらいつでもおいで！」

　誘ゆう惑わくを振ふり切るように、ずんずんと歩く楓花の横に、煌慶が並んだ。

「なぜ帰るのだ。欲しいのだろ」

「欲しいですけど、きっと高いし、そんなお買い物を煌慶様にしてもらうわけには参りません！」

「強ごう情じようだな」

　煌慶がクッと笑う。楓花は負けじと胸を張る。

「強情にもなります。無む駄だ遣づかいはいけません！」

「無駄遣いではない」

「えっ」

　思わず足を止める。煌慶と、その後ろを歩く冬輝も立ち止まった。

「陶磁器と茶には密接な関係があるだろう。あれを見たあなたは、たぶん即そく座ざに茶のことを考えたはずだ。だから欲しくなった。そして俺は、あなたを召めし抱かかえている身の上だ。茶のためにあなたの欲しがる物を俺が買うことは、けっして無駄遣いではないと思うがな。違うか？」

　理にかなっているうえに、欲ほつする理由まで見み抜ぬかれていた。楓花はびっくりして目を丸くした。

「どうして、わかるんですか？」

　煌慶がいたずらっぽく笑んだ。

「さあ、どうしてだろうな」

「婚約者、だからだろうな」

　冬輝がからかい気味に突つっ込む。楓花はふたたび顔を真っ赤にした。

「そ、そうだわ！　婚約者じゃないって、店主さんに言わなかったのはなぜですか!?」

「否定するのは面めん倒どうだ。べつに困ることでもないだろう」

　いぶかしむように、煌慶はきゅっと片眉を上げた。

「それともあなたには、なにか困ることでもあるのか」

「えっ！　い、いえ……ないです……けれども！」

「けれども、なんだ？」

「うっ。いえ……ないです。まるでなにもございません」

　勝ち誇ほこったように、煌慶は笑った。

「ならば、文句を言われる筋合いはないな」

　煌慶が歩きはじめる。いちいち否定するのが面倒だから、というだけの理由らしい。深い意味はないようだ。

　煌慶の言動に、楓花はいつも一いつ喜き一いち憂ゆうしてしまう。それが悔くやしいし、切なくなるときもあるのに、同時に嬉しく感じるのはなぜなのだろう。

（だって、ここのところ会えなかったから……って、そうだわ！）

「……あの！　どうして突然、市し井せいにいらしたんですか」

　前を歩く煌慶に向かって楓花が訊たずねる。立ち止まった煌慶は、楓花に向きなおって笑みを消した。眼まな差ざしが険しくなる。楓花に緊きん張ちようが走った。

「あなたに直接、伝えたいことがある。だから来たのだ」

（もしかして、宮廷でなにかあったのかもしれない）

　ただごとではないと楓花は察した。ずいぶん道草をしてしまったから、翠明も首を長くして待っているだろう。

「わかりました。とにかく、茶さ房ぼうへ戻りましょう」

　焦あせった楓花は煌慶たちを伴ともなって、急ぎ足で茶房を目指した。
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　茶房に戻ると、茶葉の整理をしていた翠明が迎むかえてくれた。

「おや！　会えたんだね、よかったよかった」

「翠明さん、遅おそくなってごめんなさい。夕ゆう餉げの材料と……それと、これ！　露店に仙凰単[image: ]があったんです！」

　手て提さげ袋ぶくろから茶葉の入った麻あさ袋ぶくろを出して見せると、翠明は飛び上がるほど喜んだ。

「でかしたよ！　いやあ、今年は入にゆう荷かできなかったからねえ！」

「珍めずらしい茶なのか？」

　煌慶が訊ねると、売り台に立つ翠明がうなずいた。

「なかなか手に入らないんですよ。普ふ通つうの茶葉はいろんな茶ちやの樹きの葉から製茶するんですが、この茶葉は一本一本の茶樹から製茶して、ほかにはなんにも混ぜない。だから、茶樹ごとに製茶の方法も違うんですよ」

「同じ銘めい柄がらでも、それぞれの茶樹によって香かおりも深みも違う茶葉なんです」

　翠明の言葉を楓花が引き取ると、冬輝は野性味溢あふれる瞳ひとみを輝かがやかせた。

「そいつはすごいな。職人のこだわりってやつか」

「飲んでみますか？」

　楓花が訊きくと、煌慶と冬輝が同時に微笑ほほえんだ。すると、食材の入った袋を抱えた翠明は、「夕餉の準備をするよ」と言って売り台を離はなれ、奥の扉とびらに向かって行く。外へ出たところに、小さな中庭に面して連なる平屋があり、そのうちの一いつ軒けんが楓花と翠明の自宅だ。帰るつもりなのだと慌あわてた楓花は、茶房を出ようとする翠明に駆かけ寄った。

「えっ！　翠明さんも一いつ緒しよに飲みましょう？」

　ニッと笑った翠明は、煌慶たちに聞こえないよう楓花に耳打ちした。

「あの文官様が来るの、久しぶりじゃないか。野や暮ぼなことはしないから、好きなだけおしゃべりしておいで」

　ときおり茶房に現れる文官が、龍国の皇こう帝ていであることを知らない翠明は、楓花にとってこのうえない恋こいの相手だと考えていた。それが手に取るようにわかるから、こうして気を利きかせられると、楓花は照れくさくてたまらなくなる。
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　実際は身分が違ちがいすぎて、そんな相手になるはずもないからだ。

　真実を伝えたいけれど、そうできない。煌慶と出会ったことで、翠明に内ない緒しよにしなければいけないことがどんどんと増えていく。心苦しさを感じた楓花は、顔を赤くしながらうつむいた。

「ひ……久しぶりだけれど、でも、せっかく仙凰単[image: ]が手に入ったので……」

「夕餉の後のお楽しみにしておくよ。いいから、早く淹いれてやんな。ほら、あんたを気にしてこっちを見てるよ」

　うっ、と言葉に詰つまりながら振ふり返ると、卓たくを前にして並んで座る二人が、けげんそうにこちらを見ていた。

　クスクスと笑った翠明は、扉を開けてあっさりと去ってしまった。

（……翠明さん、本当のことを言えなくて、ごめんなさい。いつかちゃんと、話せるときが来たら伝えます）

　扉に向かって小さく頭を下げた楓花は、しかし頰ほおの火ほ照てりを隠かくすことができず、ぎこちない足取りでおずおずと、小窓に沿って配された作業台に向かった。檜ひのきの茶ちや盤ばんに、紫し砂さの小ぶりの茶ちや杯はいを三個置く。

　茶葉を茶ちや壺つぼに入れ替かえてから、風ふ炉ろで湯気を立てる釜かまの湯を柄ひ杓しやくですくい、茶杯に注いだ。茶杯を温めている間、急きゆう須すに何度も湯をかける。急須が温まってから、細長く揉じゆう捻ねんされた茶葉をそっと落とし入れた。

　湯を注いだ瞬しゆん間かん、重じゆう厚こうかつ濃のう厚こうな渋しぶみが、かすかな花か香こうとともに茶葉から立ち上り、店内に漂ただよった。

「うおっ。いい香り……だけど、なんかすんごいな」

　冬輝の言葉に、楓花は思わず笑ってしまった。

「茶樹の個性が強いお茶なんです。ほとんどは甘く仕上がるんですが、これは渋みのあるものみたい。ちょっと癖くせがあるかもしれません」

　茶杯の湯を捨てて、茶を注ぐ。その水すい色しよくは、青茶たらしめる橙だいだい色いろだ。盆ぼんにのせて運び、楓花は二人に差し出した。

「どうぞ」

　自分の分も卓に置き、椅い子すに座る。三人同時に茶杯を持ち、口に寄せた。

　──すっ。

（わっ、すっごく強い渋み！　でも、その奥にまろやかな甘みがちゃんとあるわ。なんて奥深い味なんだろ。おいしい……！）

「……旨うまいな。渋みが強いが、鼻から抜ぬける甘みに花香を感じる」

　息をついた煌慶が、嬉うれしそうに笑えんだ。その表情が見られただけで、お茶のおいしさが何倍にもなったように感じられるのは、どうしてだろう。

「あなたの淹れた茶を飲めて至福だ」

　その言葉を耳にしたとたん、胸が喜びに満たされて、楓花の頰は自然にゆるんでいく。

　そんな二人とは対照的に、眉まゆも口元も八の字にさせた冬輝は、早々に茶杯を置いた。

「うー……すまない、楓花。きみの淹れる茶はなんでも旨いと感じる俺だけど、こいつはちょっとばかし苦手だ。なんつーか〝俺を飲める人間だけが飲めばいい〟って言ってるみたいな渋さっつーか……」

　冬輝らしい表現に、楓花はまたもや笑ってしまう。

「謝らないでください。お茶には好みがありますからいいんです。それにたしかにこのお茶には、ちょっとだけそういうところがあるように、わたしも思います」

「直感的なあなたらしいな、冬輝。だが、残り香がには深みがあるぞ」

　煌慶が笑みをかみ殺すと、冬輝は肩かたをすくめた。

「そんな深みを探さぐれるほど、俺の舌は育ってないんだよ。残念なことにな。……さて、と」

　おもむろに立ち上がった冬輝が、「見張りをする」と告げて茶房の外へ出た。はっとした楓花は、茶杯を見下ろしている煌慶の顔を見つめた。

　煌慶たちはお茶を飲むために、自分の前にあらわれたわけではないのだ。

「あの……煌慶様。わたしに伝えたいことってなんですか」

　茶杯を置いた煌慶の顔から、笑みが消えた。そうして語られたいきさつに、楓花は驚おどろきのあまり、一瞬息を止めてしまった。

「し、獅国王陛下がわたしを招きたいだなんて……そんな、どうしてですか？」

　眉根を寄せた煌慶は、憂ゆう慮りよするように目を伏ふせて息をつく。

「あなたを気に入ったのだ。あなたの茶師としての腕うでと、度胸のよさを」

　光栄だが、複雑だ。できることなら、どこへも行きたくはない。少しでも煌慶のそばにいたい。不安に襲おそわれながら、楓花はおずおずと訊たずねた。

「わたしは……この国を離れたくありません。それでも、獅国へ行かなくてはいけないんでしょうか」

　顔を上げた煌慶は、不安げな楓花の瞳をまっすぐに見返した。

「断った」

「えっ」

「──が、向こうは了りよう承しようしていない。断りを了承させるためには、あなたを正式な宮きゆう廷てい茶師にするしかない」

　煌慶は楓花を見すえながら、苦しげに嘆たん息そくした。

「それに、宮廷茶師であれば国と俺が守れる身分だ。その身分で他国へ渡わたることは、むしろ歓かん迎げいすべき仕事でもある。だが、いまのあなたのままで獅国へ行けば、獅国王はいつまでもあなたを留め置くことができる。最悪の場合、後宮に押し込めてしまうこともな」

　平民の茶師のままで獅国へ行ったが最後、獅国王が自分の身の上を預かることになると知らされて、楓花の背筋はゾクリと冷えた。

（この国に、戻もどれなくなるかもしれない……？）

　険しい表情で、煌慶は続けた。

「あなたの身を守るために、俺は一刻も早く、あなたを宮廷に上げたい」

　宮廷茶師──茶聖にすると、煌慶の瞳ひとみは告げていた。

「俺はあなたを渡すつもりはない。相手が誰だれであってもだ」

　強く、たしかに、自分を守ろうとしてくれている。その意志をはっきりと言葉にされて、不安な思いは吹ふき飛んだ。同時に、熱いものが楓花の胸に込み上がってきた。

（そう──わたしは、この方を支える茶師なんだもの。その思いに、応こたえたい）

「わたしは、煌慶様に仕えている茶師です」

　それに、前に煌慶と約束したのだ。生しよう涯がいを共にする、茶聖になると。

　卓の上で拳こぶしを握にぎった楓花は、煌慶を見つめ返した。

「煌慶様にとって……この国にとって必要な茶師になると決めています。その夢を、絶対に叶かなえたいんです。そのためなら、どんなことでも乗り越こえます。だから、わたしにできることがあれば、なんでもおっしゃってください！」

　身を乗り出して、煌慶に詰め寄った。煌慶はしばらく微び動どうだにせず、楓花の顔を愛めでるように見つめていた。と、覚かく悟ごを決めたかのように眼光を強くし、椅子を引きながら腰こしを上げた。

「中秋節に、茶ちや宴えんを開く。そこに、なんとしてでも味方にしたい州しゆう侯こうを呼ぶ」

「どちらの州侯様ですか？」

「遊江州だ。誰よりも茶に精通している将軍でもある」

　温暖な気候に恵めぐまれた〝茶州〟の異名で親しまれている遊江州は、龍国八州の中でもっとも栄えい華がを誇ほこっている。それをもたらしているのは、異名のとおりに茶であった。出まわっている銘めい茶ちやには、遊江州原産のものが多い。茶に精通しているのも納なつ得とくの相手である。

「ここ数年、登城するのは名代ばかりだったが、極ごく上じようの茶を出すと言えば必ず姿を見せる。だから、あなたに──」

　意図を察した楓花も椅子から立ち上がり、前のめりになって煌慶に近づいた。

「──やります！　ぜひ、わたしにお茶を淹れさせてください！」

　興奮のあまり煌慶の間近に迫せまった楓花は、鼻先が触ふれそうな距きよ離りにおののいて、とっさに一歩退いた。

「……って、申し訳ありません！　思わず興奮してしまって」

　そんな楓花の手首を、煌慶が摑つかんだ。

「下がるな」

　手首を引かれて、距離が縮んだ。楓花の鼓こ動どうが大きく跳はねる。

「下がらなくていい」

　手首にまわされた指先に、力が込められていく。

「獅国の使者も茶宴に招く。その場で州侯を味方にし、あなたを正式に茶聖とする腹づもりだ。そうなれば、獅国の使者も納得して帰るだろう。ふたたび招かれるにせよ、時機をあらためた形になる。そのときは宮廷茶師として、了承するも断るも、俺とともに決めることができる。誰であろうと、それを咎とがめることはできない」

　煌慶の体温が、指先を通じて伝わってくる。間近の瞳に射い貫ぬかれて、楓花の胸は激しく脈打ちはじめた。その鼓動の高鳴りが、いまにも煌慶に聞こえてしまいそうだ。楓花は目をそらせないまま、やっとの思いで声にした。

「わかりました。必ず、やりとげます。極上のお茶を、遊江州侯様に飲んでいただきます」

　──煌慶のそばにいるために。自分の願いを叶えるために。

　力強い楓花の言葉に、煌慶は満面の笑みでうなずいた。

「淹いれる茶については、時機が来た頃ころに相談する」

「はい！」

　愛いとおしげに、ゆっくりと楓花の手首を放した煌慶は、その手のやり場に迷ったかのように両りよう袖そでの中へ差し入れた。

「俺は未来永えい劫ごう、あなたを手放すつもりはない。あなたが嫌いやだと言ってもな」

「嫌だなんて言いません。そんなふうに思ったこともないです。どうしてそんなことをおっしゃるんですか」

　煌慶はどこか気まずげな様子で、視線を落とした。

「正直なところ、あなたを獅国王に取られるかと焦あせっている。いつかこの焦りが嫉しつ妬とに変わったとき、きっとあなたは俺を嫌きらうだろう」

（……嫉妬？　どうしてそんな、おかしなことを言うんだろう）

「わたしは、煌慶様の味方の茶師です。なにがあっても、嫌ったりなんてしません」

　困こん惑わくしながら楓花が言うと、煌慶は自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようした。

「俺の言った意味が、正しく伝わっていないようだな」

「……え？」

　楓花には、煌慶の言っていることがのみこめない。まるで煌慶自身が、茶師としてではなく自分のすべてを好いていると、告げているように聞こえたからだ。

（……そんなわけはないのに。おかしな勘かん違ちがいをしちゃいけない）

　内心で自分を戒いましめていると、煌慶は苦笑いを浮うかべながら背中を向けた。扉とびらに向かう煌慶に気づいて、楓花もとっさに後を追う。外へ出たとたんに、冬輝が言った。

「話は終わったか」

　返事をする代わりに、煌慶は冬輝の肩かたを軽く叩たたく。と、冬輝が天を指した。

「いい月だぞ」

　見上げると、淡あわい黄金の光が闇やみ夜よに浮かんでいる。なんて優やさしい輝かがやきだろう。

「中秋節にはもっと大きくてきれいな月になりますね。いまはきっと、その準備をしてるんです。なんだか茶ちや杯はいに注がれた黄金こがね色いろのお茶を、真上から眺ながめているみたい」

「ハハッ！　楓花はなんでも茶に見えるんだなあ」

　冬輝の言葉につられたように、煌慶が笑った。

「行くぞ」

　歩きはじめた煌慶に、冬輝も続く。離はなれがたい、楽しい時間が終わってしまった。楓花はどこか寂さびしい思いで、煌慶の背中を見送る。すると、歩みを止めた煌慶が振ふり返った。

「そうだ。大事なことを伝え忘れていた」

「大事なこと？」

　煌慶は屈くつ託たくのない少年のような笑え顔がおを、楓花に見せた。

「久しぶりにあなたに会えて、嬉うれしかった」

　飾かざり気のない純じゆん粋すいな語調にびっくりして、楓花は呆ぼう然ぜんとその場にたたずんだ。やっとのことで「わたしもです」と声にできたとき、二人の背中はすでに路地の先に消えてしまっていた。

　月だけが、そんな楓花を優しく見下ろしていたのだった。
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「──陛下！」

　宮きゆう殿でんの内ない廷てい、養よう宝ほう殿でんへ戻った煌慶を待っていたのは、血相を変えた奨文だった。

「おまえはいっつも前のめりだなあ、奨文。落ち着けよ」

「落ち着けるか！」

　冬輝のからかいを一いつ蹴しゆうした奨文は、厳しい顔つきで煌慶に近寄った。

「どうしたのだ」

「先ほど女によ官かん長の香こう礼れいから聞いたのですが、皇太后のために女官たちが、茶会の準備をしているそうです」

　皇太后である先せん帝ていの正せい妃ひは、いまは亡なき煌慶の異母兄、瀏りゆう儀ぎの母である。

「ときおり開いていることだ。後宮のことは香礼に任せている。予算を削さく減げんしているところだが、必要なものがあれば自由にしていいと伝えているぞ」

「存じております──が」

「が？　なんだよ、早く言え」

　冬輝の突つっ込みに、奨文は肩を怒いからせた。

「おまえは口を挟はさむな！　ややこしい！」

「なんなのだ、奨文」

　嘆たん息そくした奨文は、煌慶を見すえる。

「宦かん官がん長が、茶師を招いていると」

　困惑した煌慶は、眉まゆをひそめながら訊たずねた。

「茶師……？」

「はい」

　後宮の規模を小さくしている煌慶に、宦官長は恨うらみを抱いだいている。その背後にいるのが誰だれなのかは、予想するまでもなかった。

「つまり、叔父おじが紹しよう介かいした茶師なのだな」

　神しん妙みような面おも持もちで、奨文はうなずいた。

「どこの誰なのだ、それは」

「香礼によれば、蒼河州の寺院から呼び寄せられた、僧そうの茶師だそうです」

「僧の、茶師？」

「はい。名は、孤空。いまは隆縁寺に身を寄せているそうです。しかも──」

　言葉をきった奨文は、いつにも増して眉み間けんの皺しわを深くさせた。

「──茗聖の生まれ変わり、だと」

　はっとし、息をのんだ煌慶は、奨文の顔をまじまじと見つめた。

「誰が、そう言っているのだ」

「隆縁寺の老師です。孤空なる僧自身も、そうであると自負しているようです」

　皇太后に茶を淹れてお褒ほめにあずかれば、宮廷内で噂うわさが立つ。噂はすぐに広まって、孤空を支持する者が増え、やがて〝宮廷茶師に〟と迫せまる者もあらわれるだろう。

　そうなれば、孤空の背後にいるであろう斐周が、いまよりもさらに優位に立つ。

　なにより、楓花が着くべき席を、孤空が占せん拠きよしてしまうことになるのだ。だが……。

「……茶ちや宴えんの件を楓花に頼たのんだばかりだ。孤空のことはしばし様子を見たい」

　斐周との派は閥ばつ争いに、いま以上巻き込みたくない。ただでさえ楓花は、斐周に目を付けられている。小刻みにだが眠ねむれるようにもなり、ここしばらくは楓花を宮廷に近寄らせまいと頼たよらないようにしていた。その代わりに文官の変装をして、茶さ房ぼうに顔を出していたのだ。

　憂うれう煌慶を察したらしい、奨文が言った。

「陛下のお気持ちはわかっております。しかし、少しでも判断を間違えば、取り返しのつかないことになる事態であると、私は考えます」

　奨文の助言は、もっともだった。相手は斐周の側にいる茶師。しかも、茗聖の生まれ変わりだと胸を張る茶師なのだ。間違いなく、ただの茶師ではない。

「茶宴でも孤空が茶を淹れるとなれば、招かれた者たちは孤空を茶聖だと認めるでしょう。たとえ、陛下がどのように思おうとも」

　味方にと切望している遊江州しゆう侯こうを招く場だ。それだけは、避さけなければならない。

「……遊江州侯を味方にして叔父を失しつ脚きやくさせてから、楓花を宮廷に上げるつもりでいた。そのための茶宴だったのだが、そうもいかないというわけか」

　煌慶は拳こぶしを握にぎった。悔くやしい。いまほど悔しいと、己おのれの立場の弱さを憂いたことはない。

「悩なやむことなんかないさ。その茶会に、楓花も呼べよ」

　冬輝の言葉は、単純明快そのものだ。

「楓花自身が、茗聖の席に着くことを望んでるんだろ？　だったら、決めるのは楓花だ。陛下や俺たちじゃない」

　冬輝の言葉を引き取るように、奨文は眼光を強くした。

「陛下。楓花はすでに巻き込まれているのです。私が楓花を、ここへ呼び寄せたときから」

　煌慶は拳をさらにきつくする。その手を両りよう袖そでに差し入れたとき、冬輝と目が合った。

「楓花は芯しんの強い茶師だ。彼女の力を信じてやれ。真の力が発揮できるように、身辺を守ってやるのが俺たちの役目だ。違うか？」

　そう──そのとおりだ。

　悩めば出で遅おくれる。煌慶は意を決した。

「奨文、茶会の席に──楓花を呼んでくれ。それから、孤空が何者か調べろ」

「御ぎよ意い」

「冬輝は、部下の誰かを交代で楓花の護衛に付けてくれ。密ひそかに茶房も見張らせろ」

「御意！」

　獅国王のこと、斐周の企たくらみ。難題が煌慶に押し寄せていた。それらを一つ一つ、乗り越こえていくしかないのだ。だが、一人ではない。

　奨文も、冬輝もいる。それに──極ごく上じようの茶を淹いれる茶師も。

「俺は着き替がえてから、皇太后に会う」

　煌慶は藍あい色いろの褙はい子しを翻ひるがえし、回かい廊ろうに向かった。







　夜の帳とばりが、庭園の湖に闇やみを落とす。

　先帝の時代には栄えい華がを誇ほこっていた後宮も、いまは静けさに包まれていた。

　塀へいに囲まれた後宮の南に位置する恩おん蝶ちよう宮ぐうは、皇帝崩ほう御ぎよの後に、未亡人となった代々の妃きさきたちが暮らしてきた宮である。現在ここに暮らしているのは、皇太后だけだった。

　長い間訪おとずれることのなかった煌慶が宮内に足を踏ふみ入れると、宦官たちは驚おどろいたように一いつ瞬しゆん立ちすくみ、思い直したかのように拝礼する。煌慶はその中の一人に近づいた。

「皇太后の具合はどうだ」

「近ちか頃ごろは体調がよろしく、いまも起きておられます。中に香礼がおり、世話をしております」

　そう言った宦官が扉とびらを開けた。煌慶が中に入ったとたんに、気づいた香礼が拝礼する。その凜りんとした気品あるたたずまいは、煌慶が幼い頃から変わらない。と、寝しん台だいに横たわっていた皇太后が、煌慶に顔を向けた。

「……あら、まあ」

　珍めずらしいと言わんばかりに、瞳ひとみを輝かがやかせて皇太后は微笑ほほえんだ。

「どうしましょう。わたくしとしたことが、こんな格好で」

　小こ柄がらな身体からだを起こそうとする皇太后を、煌慶は引き止めた。

「いいんです。そのままで」

　寝台に近づき、瘦やせ細った皇太后の手を取った。薄うす化げ粧しようが施ほどこされているものの、病による衰おとろえは隠かくせない。煌慶が幼い頃には、誰よりも美しかった人である。その美び貌ぼうを憎にくみ、嫉しつ妬とをあらわにしていたのが、第二皇こう妃ひである煌慶の母親だった。

　痛々しい姿の皇太后にかける言葉が見つからず、煌慶はなんとか笑え顔がおを作る。

「お変わりありませんね、麗れい窈よう皇后」

　ふふ、と笑った皇太后は、煌慶を優やさしく見つめた。

「いやあね、麗窈皇后だなんて。母上とお呼びなさいな──瀏儀」

　寝台のそばに立つ香礼が、はっとして薄く口を開く。瀏儀ではないと伝えようとしているのを察して、煌慶は小さくうなずき返し、香礼を押しとどめた。

「そうですね。母上」

　先せん帝ていの崩御の後の動乱に、胸を痛めた皇太后を襲おそったこれこそが、治ることのない病だった。恐おそろしい事実に耐たえきれず、皇太后はそれらいっさいを記き憶おくの奥に封ふう印いんしたのだ。以来、皇太后にとって煌慶は瀏儀であり、いまだに先帝が生きていると信じている。

　だから、会うのが辛つらかった。それで、足が遠のいてしまうのだ。

「いやだわ、瀏儀。あなたったらまた、陛下にしか許されていない緋ひ色いろを身に着けて。叱しかられますよ」

「ええ。すみません、母上。すぐに着替えます」

「そうなさい」

　いたずらっ子を叱るように、皇太后がたしなめた。

「陛下は今日もお忙いそがしいのでしょう？　お身体が心配です。あなたが支えてさしあげるのですよ」

「はい、わかっております」

　皇太后は笑んだまま、ほっとしたように瞳を細めた。

「明後日あさつて、女によ官かんたちがお茶会を開いてくれます。よろしければあなたもいらっしゃい。鄭てい家の公女が舞まいを見せてくれるし、宦官長が立派な茶師様を呼んでくださったの。茶師様の淹れた白はく鶏けい冠かんが飲めると思うと、いまから本当に楽しみです」

　白鶏冠は、皇太后が好んでいる銘めい柄がらだ。煌慶は皇太后の手をそっと包んだ。

「母上。よければその場に、俺も呼びたい茶師がいます」

　香礼が目を見張った。皇太后は心底嬉うれしそうに、にこやかに笑んだ。

「まあ……素す敵てきね！　ええ、ぜひ呼んでちょうだい。二人の茶師様の淹れる白鶏冠が飲めるだなんて、なんて嬉しいことでしょう。ねえ……あなた？」

　香礼を見た皇太后は、惑まどうように目を泳がせる。名が思い出せないのだ。とたんに、皇太后は怯おびえた表情を浮うかべた。安心させるために、香礼は笑顔を向けた。

「香礼と申します」

「そう、そうだったわ……ねえ、香礼。いいでしょう？」

「はい、もちろんでございます」

　口元に笑みを浮かべながら、皇太后は幼い少女のようにまぶたを閉じた。煌慶の手の中で、皇太后の指先から力が抜ぬけていく。やがて、静かな寝ね息いきをたてはじめた。煌慶はその様子をしばらく見守り、皇太后の手を布ふ団とんの中へ差し入れてから、扉に向かった。

「……陛下」

　扉を開けようとした寸前、香礼に呼び止められた。

「どうした」

「どうか……これ以上麗窈様のお心が壊こわれないよう、配はい慮りよをお願いいたします」

　権力争いに巻き込むなという意味だ。煌慶は驚き、厳しい顔つきの香礼を見つめた。

「麗窈様は宮きゆう廷ていに起きた事実を、必死に忘れようとなさっております。いまではわたくしの名を思い出せなくなるほどに、胸を痛めておられます。ですから……」

「わかっている……香礼」

　煌慶は、寝台で眠ねむる皇太后に視線を移した。巻き込みたくはない。だが、結果的にはそうなってしまうだろう。皇太后が二人の茶師の淹れた茶のどちらを好むかで、この先の勢力図すら変わってしまうかもしれないからだ。

　煌慶か、斐周か──。ため息をついた煌慶に、香礼が訊たずねた。

「陛下。楓花様をお呼びになるおつもりですか」

「そうだ」

「でしたら、どうか。せめて麗窈様が心から喜ばれるお茶を、お淹れくださるようにお願いいたします」

　そう言った香礼は、願いを込めるかのような眼まな差ざしを煌慶に向けた。

「麗窈様が白鶏冠を好まれるのは、頭がすっきりする思いがするからだそうです。そんなときには心が強くなれた気がすると、よくわたくしにおっしゃいます。現実から逃のがれようとして病にかかったご自分のことを、胸の奥では責めて恥はじておられるのだと思います。ですから、その思いを汲くんでいただけるような……本当においしい白鶏冠を、楓花様に淹れていただきたく思います」

　強い心で現実に立ち向かうために、霞かすみのかかった頭の中が、すっきりと晴れていくようなお茶を淹れて欲しい。香礼は皇太后の願いを代弁していた。

「……わかった。そう伝えよう」

　そうだ、争うのではない。ただ、楓花においしい茶を淹れてもらう。それだけでいいのではないか。そう思った瞬しゆん間かん、煌慶の肩かたにのしかかっていたなにかが、すっと消えた。

「皇太后に喜んでもらうために、楓花を呼ぶのだ。きっと皇太后の望みの白鶏冠を、極上に淹れてくれるだろう」

　煌慶の言葉に、香礼はやっと安あん堵どしたように、控ひかえめに微笑んで拝礼した。
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「ああ……幸せです！」

　茶ちや杯はいを持ってうっとりとつぶやいたのは、冬輝の部下である翼よく仁じんだ。売り台の端はしにある卓たくを前にして座る翼仁は、目を閉じながらゆるやかに微笑む。幼さの残る笑顔を目にした楓花は、そんな翼仁につられて頰ほおをゆるませた。

「そう言ってもらえると、わたしも幸せです。翼仁さん」

　開店して間もない茶さ房ぼうには、茶葉を購こう入にゆうする客が二人ほど訪おとずれただけで、のんびりとした時間が流れていた。たいてい午ひるの刻に迫せまった頃から忙しくなるのだが、一日中暇ひまな日もあるもので、翠明は直感的にそれをよく当てる。今日は暇だと決めたらしく、楓花に茶房を任せると、馴な染じみの仕立屋へ出で掛かけてしまった。衣ころもを仕立てるためではなく、友人の奥方とおしゃべりを楽しむためだ。

　自分がいることで、翠明にそんな時間を持ってもらえることが、楓花にはたまらなく嬉しい。

「茉モー莉リー花ホア茶ちやをもう一いつ杯ぱいください」

　翼仁が空にした茶杯を差し出したときだ。

「朝っぱらからなに遊んでんのよ、翼仁！」

　甲かん高だかい声がどこからともなく放たれて、楓花と翼仁はぎょっとして飛び上がった。翼仁がすぐさま、作業台のそばの窓を指す。振ふり返った楓花は、こちらをのぞき込んでいる人物を目にして驚おどろいた。

「しゅ……春しゆん遥ようさん!?」

　都で一番の美女、さらに舞まいの名手でもある冬輝の妹は、一人の侍じ女じよを引き連れながら茶房の扉とびらを開けて入って来た。春遥は獅国との宴うたげ以来、ときおりこうして茶房を訪れる。同年代の友人がいなかった楓花にとって、春遥はかけがえのないおしゃべりの相手になっていた。翠明にとっての、仕立屋の奥方のように。

「し、失敬だなあ。遊んでなんていませんよ！　僕はここを見張……」

　ふん、と鼻で笑った春遥は、唇くちびるを引き結んだ翼仁の隣となりに腰こし掛かけると外がい套とうの頭ず巾きんを外した。愛らしい顔を間近にした翼仁の頰に、ほんのりと赤みがさす。そんな翼仁の様子に気づかない春遥は、お気に入りの玫メイ瑰クイ茶ちやを頼たのむやいなや、ぐいぐいと椅い子すを動かして翼仁を横へ追いやった。

「な、なんですかっ、やめてください！　僕だってお茶を飲んでいるんです！」

「狭せまいのよ！　いいからあんたは仕事に戻もどりなさいよ、お兄様に言いつけるわよ！」

「僕は隊長に頼ま……」

　また最後まで言わずに、翼仁は黙だまった。

「〝頼ま……〟なによ？」

「なんでもないですよ！」

「仲良くしてくださいっ。お茶を淹いれませんよ！」

　楓花が叱しかると翼仁は肩をすくめて、春遥は唇を尖とがらせる。

「わかったわよ。あんたってときどきお母様みたい」

　はあ、と楓花が息をつくと、侍女がクスッと笑った。そんな侍女も座らせてから、翼仁に二煎せん目を淹れてやり、玫瑰茶を淹れる準備をはじめる。

　作業台に立って手を動かしながら、楓花は翼仁が言いかけたことを思い返した。

（……もしかしたら、ここを見張るために来てくれたのかな）

　たぶん、そうなのだ。宮廷がざわめいている。その気配を、楓花は即そく座ざに感じ取った。

（なんだろ……なんだか嫌いやな予感がする）

　温めた急きゆう須すに茶葉をそっと落として、湯を注ぐ。浜はま茄な子すの優ゆう雅がな香かおりが漂ただよった瞬間、春遥がふいに言った。

「明日の茶会に呼ばれた茶師って、あんたなんでしょ？　楓花」

（──えっ？）

「茶会？　ううん、わたしじゃないわ。茶会って、宮廷の？」

「後宮のよ。あたくしも舞を見せることになっているの。よくお呼ばれするからそれはいいんだけれど、茶師を呼んでるって耳にしたものだから、てっきりあんたかと思って来たのに。なんだ、違ちがうのね。けどヘンだわ……じゃあ、誰だれなんだろ。翼仁、あんたなにか知らない？」

　春遥が顔を向けると、翼仁は慌あわてたように咳せき込んだ。

「し、知りませんよ」

　半目になった春遥は、ずいっと翼仁に詰つめ寄る。

「あんたってわかりやすい。噓うそをついてるのがバレバレだわよ。言いなさいよ、知ってるんでしょ!?」

　のけぞった翼仁は、苦い顔つきで渋しぶ々しぶもらした。

「そ……僧そうの茶師だって、隊長は言ってました」

「僧の茶師？」

　楓花と春遥の声が重なる。二人が顔を見合わせると、翼仁はそそくさと茶杯を置いて椅子から立った。

「楓花さん、後で李り丞じよう相しよう閣下が来ると思います。そのときに閣下から聞いてください。それからあの、僕がお茶を飲んだこととか、おしゃべりをしたことはどうか内密に……っ！」

「無む駄だだ、翼仁」

　またもや、どこからともなく声が放たれて、四人はひゃっと肩をすくめる。

「あ、あそこに……」

　侍女が指でしめした窓から、眉み間けんの皺しわを深くさせた奨文の顔が、半分のぞいていたのだった。







　翼仁を外へ追いやった奨文が、代わりにその席を陣じん取どった。だが、楓花の淹れた天てん湖こ龍りゆう井せい茶ちやを静かに味わうだけで、なにも話そうとしない。春遥が去るのを待っているのだ。

　対する春遥は首を突つっ込みたいのか、がんとして動こうとしない。業ごうを煮にやした奨文は、とうとう春遥をちらりと見やった。

「そろそろお帰り願えないか、春遥。私は楓花に話があるのだ」

「しゃべったらいいじゃないの。あたくしは構わないわ」

「あなたが構わなくとも私が構うのだ。嫁よめ入いり前の令れい嬢じようが屋や敷しきをこっそり抜ぬけ出して、市し井せいを歩きまわっていることを、父上のお耳に入れてもいいのだぞ、私は」

　うっ、と言葉を詰まらせて、春遥はじっとりと奨文を睨にらみつけた。

「……わーかったわよ！　ほんっと融ゆう通ずうが利きかないんだから。だから色男のくせに、いつまでたっても独り身なのよ！」

　茶杯を口に寄せた奨文が、とたんに咳き込む。春遥は勝ち誇ほこったように笑えんで、侍女に支し払はらいをさせると大おお股またで去って行った。

（奨文さんって、独身なんだ）

　意外だ。奨文が気まずそうにうつむく。その耳が、どことなく赤くなっているような気がする。

「まったく……おてんばにもほどがある」

「でも、誰に対しても同じように接する春遥さんが、わたしは好きです」

　奨文は同意するように苦く笑しようしながら、茶杯を口に寄せた。無言でゆっくりと味わい、うっとりと笑みながら何度も息をつく。

「……やはり旨うまいな、あなたの淹れた茶は」

　茶杯を置いた奨文が、楓花を視界に入れた。そうして笑みを消し去ると、後宮で茶会を開くこと、そこで皇太后に茶を淹れてもらいたいということを話す。

　断るつもりは毛頭ない。願ってもない申し出である。だが……。

「……僧の茶師を呼んでいると聞きました。その方がいるのに、わたしもお茶を淹れていいんですか？」

　思し慮りよ深げに、奨文は眉間の皺を深くさせた。

「その者と、あなた。どちらの茶を好まれるか、皇太后が選ぶことになるだろう」

「選ぶ？　選ぶって……どういうことですか」

「その者の名は孤空という。おそらく……いや確実に、斐周に味方している茶師なのだ、楓花」

　瞬間、楓花の背筋に悪お寒かんが走った。

（それって……まさか！）

「陛下にも、影えい響きようがあることなんですか!?」

「そうだ。そして、あなたにも」

　重々しい奨文の語調に、楓花は言葉を失った。

（わたしにも……ということは孤空さんも、茗聖様を目指している茶師なんだわ）

　胸のざわめきが大きくなる。もしも孤空が皇太后に選ばれたなら、楓花の目指している地位に、先に着かれることになるのかもしれない。そうなれば、煌慶に寄り添そえない。いや、もっと悪い。

　煌慶を支えるべき茶聖の背後に、斐周の影かげがちらつくことになるからだ。

「駄だ目めです……そんなこと、わたしがさせません！」

　楓花は強い眼まな差ざしで、奨文を見返した。

「茶会でぜひ、お茶を淹れさせていただきます。茗聖様の席に着くと、陛下と約束したんです。その願いは、絶対に叶かなえたいんです！」

（自分の力で、必ず──！）

　そうとなれば、相手の茶師がひどく気になる。どんな茶師なのかもっと知りたい。奨文に向かって訊たずねようとした矢先、楓花は奨文が空にした茶ちや杯はいを目にしてはたと思い直した。

（ううん……違う。訊ねなくちゃいけないのは、そんなことじゃないわ）

「あの！　皇太后陛下は、どのような方なのですか」

　そう。訊ねるべきは、茶を淹れる相手だ。同じ地位を争う、相手についてではない。

「お好きな茶葉はありますか？　お好みの味は？」

　奨文は度ど肝ぎもを抜かれたかのように、楓花に見入った。

「孤空について、あなたは気にならないのか」

「気になります。でも、わたしがお茶を淹れるのは、孤空さんじゃありませんから」

　微笑ほほえんだ楓花を見て、奨文ははっとしたように目を見開いた。

「……たしかにそのとおりだ。あなたは正しい」

　姿勢を正した奨文は、腕うでを組みながら答えた。

「皇太后が昔から好まれているのは、白鶏冠という銘めい柄がらだ」

　──弦げん州しゆう原産、白鶏冠。楓花は瞬時に、皇太后の人柄を察して瞳ひとみを輝かがやかせた。

「そうですか！　じゃあきっと、お優やさしい方なんですね」

「なぜわかる？」

「白はく茶ちやの白鶏冠には、伝説があるんです」

　遠い昔の西せい黄おう峰ほう。そこに、鶏にわとりの親子がいた。鷹たかに狙ねらわれた子を守るために、母鶏どりは果か敢かんに闘たたかい、そして敗れる。その亡なき骸がらを茶園に葬ほうむると、鶏冠とさかのように上を向いた葉が茶ちやの樹きに育ち、光った。そうしてできたのが白鶏冠なのだそうだ。

「爽そう快かいな味わいの白茶です。皇太后陛下が伝説をご存知かはわかりませんが、白鶏冠を好まれると聞くと、わたしはどうしても、子ども思いで優しい方を想像してしまうんです」

　先せん帝ていの正せい妃ひ。だとすれば、大切な息子むすこを失っている。楓花は切なさに襲おそわれて、表情を曇くもらせた。なんて哀かなしいことだろう。

　瀏儀の命を奪うばったのは誰あろう、皇太后の義弟である斐周なのだ。

「先帝陛下の崩ほう御ぎよとともに、皇太后は寝ね込こんでしまわれた。その後に起きた動乱でお心を壊こわされて、いまでは陛下のことを……瀏儀様だと思っておられる。宮きゆう廷てい内では周知の事実。春遥も知っていることだ」

「えっ……」

　あまりのことに、楓花はなにも言えなくなる。奨文はため息交じりに続けた。

「あなたの言うとおり、皇太后は本当にお優しい方なのだ。だからこそ、宮廷で起きた現実に耐たえきれず、そうなってしまわれたのだろう」

　先帝崩御の後の動乱。それがもたらした苦しみを抱かかえていたのは、煌慶だけではなかったのだ。皇太后もまた、苦しんでいた。その深い哀しみを思うと、楓花の胸は切なさで押しつぶされそうになる。

「……治ることはないんですか？」

　視線を落とした奨文は、静かに首を左右に振ふった。

「後宮の誰だれもが、皇太后を慕したっている。ほんのひとときでも、その苦しみを癒いやしていただきたいとの思いから、ときおり茶会を開いて励はげましているのだ」

　だが、その場に呼ばれるもう一人の茶師は、苦しみを招いた張本人に味方している。皮肉な巡めぐり合わせに、楓花は戸と惑まどった。

「もしかして皇太后陛下は、孤空さんが斐丞相閣下に味方していることを、ご存知ないんですか？」

「そうだとわかっている者がいても、誰も皇太后には伝えないだろう。さらに胸を痛ませてしまうことになりかねない」

　楓花はうなずいた。だとしたら、なおさら──。

「──わかりました。わたしが孤空さんを、選ばせません」

　きっぱりとした楓花の宣言に、奨文はほっと胸を撫なで下ろした。

「ありがとう、楓花。あなたにそう言ってもらえると、本当に心強い」

　そして、奨文は皇太后が白鶏冠を好んでいる理由を、香礼からの願いだとして語った。

　強い心で現実に立ち向かいたい。だから、前を向く強さを、励ましを、どうか与あたえて欲しい。それが、香礼の代弁した皇太后の願いだった。

　楓花はふたたび、大きくうなずいた。

「その願い、たしかに受け取りました。白鶏冠を、誰よりもおいしく淹いれさせていただきます」

　奨文はやっと眉み間けんの皺しわを薄うすくさせて、安あん堵どしたように軽かろやかに微笑んだ。







　一度引き受けた仕事は、最後までやりとげる。

　それが、流りゆう星せい茶さ房ぼうで働く楓花に課せられた、翠明との約束だ。

　奨文が去ってから、楓花は作業台に立った。茶さじですくった茶葉の色は、黒こつ褐かつ色しよく。

　西黄峰で作られる銘めい茶ちやを温めた急きゆう須すに落とし、軽く振りながら、湯は注がずにまずは香かおりをたしかめる。茶葉の甘みに高貴さをうかがわせる渋しぶさが混ざり合い、なんとも絶ぜつ妙みようだ。

　湯を注ぐ。同時に、雲間から射さす日射しのような、晴れやかな香こうばしさが湯気とともに立ち上って、楓花は胸いっぱいにそれを吸い込んだ。

「うん、いい香り！」

　皇太后に茶を淹れてもしも選ばれなければ、煌慶にも、そして自分にも影響を及およぼすかもしれない茶会だ。

（斐周に味方している孤空さんを、皇太后陛下に選ばせるわけにはいかないわ）

　負けるわけにはいかない重圧が、楓花の肩かたにのしかかりはじめる。そのせいで、普ふ段だんどおりに淹れていいものかと迷いが生じてきた。

　持って行く急須と茶杯はすでに決めているが、茶葉の香りや旨うま味みを引き立てるために、もっと別の工く夫ふうが必要かもしれない。思案しながら、楓花は白磁の茶杯に茶を注いだ。

　茶の水すい色しよくは、透とう明めい感かんのある杏子あんず色。茶杯を両手に持ち、もう一度香りをたしかめてから、口に含ふくむ。甘みとともに独特の辛からさが喉のどを過ぎた後、それらは清すが々すがしく爽快な風のように、楓花の全身にいっきに流れはじめた。

（ああ！　やっぱり……なんて素す晴ばらしい岩がん韻いん！）

　岩韻とは、茶の残り香がのことだ。母鶏の力強さをしめすかのような、胸を包む甘い芳ほう香こうを堪たん能のうしながらまぶたを閉じる。そして、悟さとった。

　工夫なんてしなくてもいい。この岩韻さえあれば、ほかにはなにもいらない、と。

「……うん。いつものように、心を込めて淹れよう」

　主役は茶だ。楓花でも、孤空でもない。茶杯の中でたゆたう白鶏冠が、皇太后を強く励ましてくれるだろう。前を向く強さを、きっと与えてくれるはずだ。

　──わたしは、そのお手伝いをするだけでいい。

　そう、決めた。
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　翌日の午後。翠明に了りよう承しようを得た楓花は、茶葉を入れた茶ちや壺つぼと茶さじ、茶ちや巾きん、木箱におさめられた絵磁器の茶杯と急須を荷にして、迎むかえに来た冬輝とともに茶房を出た。

「えらく大きい荷だなあ。持ってやるよ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。大きいだけで重くはないですから。でも、ありがとうございます」

　通りに停とまっている軒けん車しやを目指していると、馭ぎよ者しや台にいた翼仁が手を振ってくる。楓花も手を振って応こたえ、軒車に近づく。すると、

「きみは中に乗ってくれ」

　そう言うなり、冬輝はなぜか馭者台に上がった。戸惑いつつも言われたとおりに乗り込もうとした楓花は、瞬しゆん間かんびっくりして固まってしまった。

「どうした。一人では乗れないか」

　ぽかんとしている楓花を見て笑い、手を差し伸のべてきたのは煌慶だった。

「早く乗れ。いつまで経たっても馬が走れないぞ」

「は、はいっ！」

　慌あわてて煌慶の手を握にぎると、ぐいと引っ張り上げられた。

「こ、煌慶様、どうしてここに？」

　煌慶の隣となりに腰こしを下ろした直後、馬が走り出した。両りよう袖そでに手を差し入れた煌慶は、楓花を横目にするとフッと笑えんだ。

「俺があらわれるたびに、あなたはいつもそう言うな」

「だって、思いもよらないときにお姿を見せられるので、びっくりするんです！」

　煌慶がクスクスと肩を小さく揺ゆらす。楓花の反応が楽しくてしかたがないらしい。大人びた言動をするかと思えば、ときおり子どものような無む邪じや気きさをのぞかせる。距きよ離りが近づくほど、煌慶の新たな一面を見せられるはめになって、そのたびに楓花はどうしようもなくドキドキしてしまう。

「茶会の段取りをあなたに伝えるために、奨文の代わりに来たのだ」

　楓花は胸の高鳴りを抑おさえながら、前を向く煌慶の横顔を視界に入れた。

「後宮に入れる宮廷内の男は俺だけだ。だからその場に叔父おじはいない。孤空を招き入れるのは宦かん官がん長だ」

　庭園が見える広間で、茶会は行われる。その場に居合わせるのは皇太后の侍じ女じよや女によ官かんたち、側近である宦官たちだと煌慶は話した。

「はじめに皆みなに、菓か子しと緑茶が振る舞まわれる。それを用意するのは女官だ。舞ぶ芸げいに長たけた者が琵び琶わを奏かなで、春遥が舞まいを披ひ露ろうしてくれる。それを鑑かん賞しようしながら談だん笑しようする……と、いつもはこれで終わりだが、今回は違ちがう。あなたと孤空の番が来る」

　──孤空。その名を耳にしたとたん、針のような緊きん張ちようが楓花を襲おそった。

（……ううん、気にしちゃ駄だ目め）

　そうは思っても、いまさら荷に添そえている両手に震ふるえが走る。その様子を察したのか、煌慶は袖から手を出すと、小刻みに震えている楓花の両手を左手で包んだ。

（──あっ）

「孤空については、奨文が詳くわしく調べている。気にするなと言っても気になるだろうが、昨日あなたが奨文に言ったとおり、あなたが茶を淹れるのは孤空ではない」

　楓花の両手がすっぽりとおさまってしまう、煌慶の大きな掌てのひら。脈打つ鼓こ動どうとは裏腹に、そうされただけで大丈夫だと思えるのは、なぜなのだろう。

「俺のことも、気にしなくていい。あなたはただ、皇太后に旨い茶を淹れてくれるだけでいい」

　きらめく瞳ひとみの奥の、噓偽いつわりのない純じゆん粋すいな輝かがやきを目にした楓花は、指先の震えが止まるのを感じた。

（大丈夫。自分を信じて、いつものように淹れるだけでいい。そう決めたんだもの）

　煌慶を見つめながら、楓花は微笑ほほえんだ。

「はい。わかりました」

　煌慶が爽さわやかな笑みを見せた。そうして、楓花の両手を包む手を放す……かと思われた矢先、ぐっと強く握り締しめた。

（あれ……え？）

　すらりとした指先を見下ろしながら、楓花は戸と惑まどう。励はげましてくれたはずの手が、まだ離はなれない。その力は、まるで誰だれにも渡わたさないと言わんばかりだ。

　露ろ店てんで会ったときから、煌慶はどこか奇き妙みような言動をする。その意味がわかるはずもなく、楓花は両手を強く握られたまま宮きゆう殿でんに着いた。
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「お待ちしておりました。わたくしがご案内いたします」

　後宮を囲む塀へいを背にして拝礼したのは、香礼だった。獅国との宴うたげのとき、楓花に対して丁てい重ちように接してくれた年かさの女官長である。

「よろしくお願いいたします」

　楓花も深く拝礼すると、香礼はきりりとした表情を崩くずさずにうなずいた。

「俺は皇太后とともに顔を出す。香礼、楓花をよろしく頼たのむ」

「承知いたしました」

　楓花を見下ろした煌慶は、顔を近づけてそっと耳打ちした。

「俺の言ったことを、忘れるな」

　恐おそれることなどなにもない。皇太后のために、茶を極ごく上じように淹れるだけでいい。楓花は笑顔で煌慶を見返した。

「はい！」

　微笑んだ煌慶は、武官の立っている両開き扉とびらから、塀の向こうへと姿を消した。その背中を見送った後、楓花は香礼に案内されながら塀に沿って歩き、別の塀扉から中へ入った。

　赤あか瓦がわらの破は風ふをいただく回かい廊ろうが塀に沿うように延びており、石いし畳だたみの中庭の先に、流りゆう麗れいな花々の意い匠しように彩いろどられた建物があった。前を歩く香礼が、階段を下りて中庭に降りていく。楓花も後に続くと、香礼は振ふり返ることなく口を開いた。

「わたくしは信じております」

「……え？」

「獅国との宴の席で、あなたが立派な振る舞いをなさったことを耳にしております」

　そう言って立ち止まってから、楓花に向き直った。

「ですからわたくしは、あなたの力を信じております。わたくしはあなたのような茶師に、宮きゆう廷ていに上がっていただきたいと願っているのです」

　──孤空を宮廷に上げてはならない。そう言っているように、楓花には思えた。

　香礼は、孤空の背後にいる人物を知っているのだ。皇太后を慕したっているからこそ、楓花を励ましてくれるのだろう。香礼の思いに応えるように、楓花は背筋を伸のばした。

「ありがとうございます。わたしもその夢を叶かなえたいと思っています。でも今日は、皇太后陛下においしいお茶を飲んでもらうために来ただけです。もう一人の茶師の方と、争うつもりはありません」

　香礼の口角が、嬉うれしげにかすかに持ち上がる。けれど、そんな表情を見られるのが恥はずかしいのか、くるりと前を向くやいなや颯さつ爽そうと歩きはじめた。







　楓花が通されたのは、準備に余念がない女官たちが行き交かう、恩蝶宮の広間だった。

　窓の全面が開け放たれており、秋桜コスモスが一面に広がる見事な庭園が一望できる。そこに、舞を披露するための舞ぶ台たいが設けられていた。

　舞台に近い縁えん側がわに、女官によって膳ぜん卓たくと藍あい色いろの座布が並べられていく。横一列に並ぶそれらの真ん中に、金糸の龍りゆうに彩られた純白の座布と、緋ひ色いろのそれが配された。皇太后と煌慶の席だ。

　二人の席を前にした座ざ卓たくの上に、二つの風ふ炉ろと釜かま、茶道具もすでに用意されている。

「舞の鑑賞が終わりましたら、こちらで皇太后陛下にお茶を淹れていただきます」

　香礼に説明されたものの、楓花は気もそぞろに二つの風炉を見下ろした。一つの釜からは湯気が出ている。だがもう一つには、火も灯ともされていないのだ。

「……どうして風炉が二つもあるんですか」

「宦官長に言われてそうしただけです。なぜなのかはわたくしにもわかりません」

　香礼が答えた、直後。

「私は水を持参しております。だからです」

　背後から静かな声こわ音ねが放たれて、楓花は振り返った。とたんに、息が止まってしまうほど驚おどろいた。

（──えっ……うそでしょ!?）

　そこに立っていたのが、露店で出くわした青年僧そうだったからだ。

「あ、あなたは……」

「孤空と申します」

　驚きよう嘆たんしたのは孤空も同じらしい。妖よう艶えんさを漂ただよわす目元を細めると、楓花をまじまじと見つめてくる。楓花はなんとか名を告げた。

「りゅ……流星茶房の楓花です」

「ほかにも茶師が呼ばれていると、宦官長からお聞きしておりましたが、まさかあなただったとは。驚きました」

　そう言って微笑む様は、天てん女によと見まがうほどに美しい。けれど、露店で出会ったときとは打って変わり、楓花を見つめる瞳はどこか陰いん鬱うつだった。

（きれいな顔立ちなのに……なんて陰かげのある笑え顔がおの人だろう）

　そんなふうに感じるのは、斐周に味方していると知っているせいかもしれない。楓花は孤空を見返しながら訊たずねた。

「……あの。宮殿の井い戸どの水を使わないんですか」

「ええ。使いません」

　短い返答とともに、孤空は楓花と香礼の横を過ぎ、やがて左ひだり端はしの座布に座った。横に置かれた荷は、楓花の持っているものと同じほどの大きさがある。孤空もまた、急きゆう須すと茶ちや杯はいを用意して来たのだと楓花は察した。だが、気がかりなのはそれではない。

（水を持参……？　井戸の水を使わないなんて、だったらなにを……）

　瞬しゆん間かん、孤空に対する畏い怖ふが、楓花の胸に湧わき上がった。その答えが、脳のう裏りにひらめいたからである。

　──名水を、使うのだ。
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　茶は、水で味が変わる。けれど、茶さ房ぼうで使っているのは井戸のものだ。大陸に点在する名水の名を知ってはいるものの、使ったことは一度もない。手に入らないからだ。

（きっと、旅をして手に入れているんだわ。ただの茶師じゃない）

　そんなことばかりを考えていたせいで、煌慶とともに姿を見せた皇太后にどうやって拝礼したか、挨あい拶さつをのべたのか、まるで覚えがない。

　気づいたときには、すでに茶会がはじまっていた。

　春遥の艶あでやかな桃もも色いろの袖そでが、奏かなでられる琵び琶わの音色に乗って、羽のように風に舞まう。華はなやかな舞まいはどこまでも軽かろやかで、秋の訪おとずれを楽しむ秋桜の花の精のようだ。

　それに見み惚とれる側近たちの中央に、煌慶と皇太后は座していた。

　侍じ女じよたちが居並ぶ右端に座っている楓花には、しかし舞を楽しむ余よ裕ゆうはなかった。気にしないと決めたはずなのに、反対側にいる孤空ばかりを目で追ってしまう。煌慶が気き遣づかうように顔をのぞかせてくれても、笑みを浮うかべることさえできない。

　不安に襲おそわれて自信が失われていく。足の上で拳こぶしを握にぎり、うつむいたときに拍はく手しゆが巻き起こった。我に返って顔を上げると、春遥が舞台上で平へい伏ふくしていた。終わったのだ。

　心から楽しみたかったと楓花が後こう悔かいしたとき、皇太后が言った。

「ありがとう……あなた。とても素す晴ばらしかったわ。さあ、こちらへいらっしゃいな。わたくしの隣となりに座って。ああ……楽しい。ねえ、瀏儀」

　はっとして身を乗り出した楓花は、そのときになってやっと、皇太后の姿をしっかりと目に焼き付けた。

　瘦やせている小こ柄がらな身体からだが、着き飾かざった袍ほうの中で遊んでいる。紅玉の髪かみ飾かざりが、結ゆい上げられた髪かみに交じる白しら髪がを隠かくしていた。優やさしい笑顔は愛らしく、若々しく見えるものの、化け粧しようの施ほどこされた目め尻じりの皺しわには、深い心労があらわれていた。

「ええ、楽しいです。母上」

　迷いなく煌慶が答えた。すると、楓花の隣にいた熟年の侍女が哀かなしげに目を伏ふせた。

「……やっぱり、もとの麗窈様には戻もどられないのね」

「しかたがないわ。でも、ほら、喜ばれていらっしゃる。それでいいじゃない」

　侍女の声を耳にしたとたん、楓花はきゅっと拳をきつくした。

　孤空のこと、名水のことばかりを気にして、いまのいままで皇太后のことを、きちんと見もしていなかった。そのことが恥ずかしくてたまらなくなる。

（……茶師として失格だわ。こんなことじゃいけない）

　ここに呼ばれた目的を、忘れてはいけない。楓花は気を引き締しめながら、顔を上げて居住まいを正した。

（名水がなんだというの。わたしはわたし。皇太后陛下に喜んでもらえるような、最高のお茶を淹いれるために来たんだもの）

　決意をあらたにした直後、煌慶の右隣にいた壮そう年ねんの宦かん官がんが、腰こしを上げた。ずんぐりとした体型に薄うすい眉まゆの宦官は、楓花を見下ろすと冷ややかに笑う。その様子から、彼が宦官長だろうと楓花は察した。

「では、流星茶房の茶師、楓花。あなたから茶を淹れてもらいましょう」

「──はい」

　楓花は立ち上がり、皇太后に拝礼してから、荷を手にして前に進んだ。







　竹製の茶ちや盤ばんは、牡ぼ丹たんの彫ほり柄がらの最高級品だ。その上に、楓花は急須と茶杯をすえた。鶏にわとりの親子が色いろ鮮あざやかに描えがかれた、揃そろいの小さな絵磁器だ。

「まあ……なんて可愛かわいらしいの」

　無む邪じや気きに喜ぶ皇太后の横で、春遥も「可愛いじゃない」と目を輝かがやかせる。楓花を見つめている煌慶も嬉しそうだ。

「ありがとうございます」

（落ち着いて、大だい丈じよう夫ぶ。名水じゃなくても、白鶏冠の茶葉は素晴らしい岩がん韻いんを約束してくれる。だからいつものように、これまで学んできたとおりに──）

　──自分の感覚を信じて、淹れる。

　風ふ炉ろの釜かまから柄ひ杓しやくで湯をすくい、いつものように急須と茶杯に注ぐ。温めたそれらの湯を茶盤に捨てて、茶ちや壺つぼを開けた。茶さじで茶葉をすくい上げながら、楓花はその茶葉に思いを込めた。

　ほんのいっとき、一瞬でいい。せめてこの茶を飲んでいる間だけでも、煩わずらう心労を消し去ってほしい。

　──前を向く強さを。

　──鷹たかに挑いどんだ母鶏どりのような強さを、皇太后陛下にどうか与あたえてください。

　願いを込めて湯を注ぐと、爽そう快かいな香かおりが漂いはじめた。同時に、皇太后はうっとりと目を閉じる。急須を持った楓花は、ゆっくりと茶杯に注いだ。

「白鶏冠です。どうぞ、お飲みください」

　注ぎ終えた茶杯を差し出す。目を開けた皇太后が、か細い指先を茶杯に伸のばした。両手で持つと息を吹ふきかけながら、紅をさした唇くちびるに寄せる。

　──すっ。

　誰だれもがその様子を見守る中で、茶杯から唇を離はなした皇太后は、どこか遠くに視線を向けた。まばたきもせずまっすぐに、ここではないどこかを眺ながめながら、夢の中に身を委ゆだねるようにうっとりと微笑ほほえむ。

「……なんて強い、すっきりとした残り香が。ああ……頭の中の霞かすみが、はっきりと晴れていくよう……」

　小さくつぶやき、楓花を視界に入れた。

「……そう、この味。わたくしの好きなお茶……陛下や瀏儀と〝飲んだ〟味」

　自分の言葉に息をのんだ刹せつ那な、皇太后は夢見がちな笑みを消し去った。

　陛下はいない。瀏儀もいない。生きて茶を飲んでいるのは自分だけなのだと、悟さとった輝きが瞳ひとみに宿る。

　口を閉とざしてふたたび飲み、深く吐と息いきをもらすと、皇太后は茶杯を見下ろした。

「……おいしい。とてもおいしいわ──」

　しみじみとつぶやき、顔を上げる。きりりとした瞳に煌慶を映すと、言った。

「──煌慶」

　煌慶が言葉を失う。春遥は瞠どう目もくし、静まり返った広間に心地ここちよい緊きん張ちようが走る。と、どこからともなくすすり泣く声がした。皇太后はけげんそうに侍女たちをうかがうと、朗ほがらかに笑った。

「どうして泣くの、玉ぎよく鈴りん」

「わ、わたくしの名を……！　いえ、申し訳ありません……！」

「いやあね、あなたの名を忘れたりなんてしません」

　皇太后は笑いながら、時間をかけて茶を味わった。そうして最後まで飲み干すと、空になった茶ちや杯はいを静かに置いた。

「……うっとりするほどおいしいのに、夢の中に逃にげることを許してくれない。なんて厳しい残り香でしょう」

　そう言うと、また楓花を見る。

「あなたはわたくしを、お茶で励はげましてくださったのね」

「わたしはお手伝いをしただけです」

「手伝い？」

「はい。茶葉が皇太后陛下を励ましたのです。わたしは、そのお手伝いをしただけです」

　皇太后は恥はずかしそうにうつむいた。

「……強い人間でありたいと願っても、どうしても逃げてしまう。辛つらい現実に立ち向かえるほど、わたくしは強くはないから……。でも、少し強くなれた気がするのはなぜかしら。あなたの淹れるお茶は、いつかわたくしを変えてくれるかもしれない……」

　そう言って小さく微笑んだのを最後に、やがてぼんやりとした笑えみが皇太后の顔を覆おおっていく。瞳にはふたたび霞がかかり、惑まどうように周囲を見まわしはじめた、その矢先。

「……ヘンね。夢の中を彷徨さまよっていたような……あら。いつの間にわたくしは、茶杯を空にしたのかしら。ねえ……瀏儀」

　切なさを隠すように、かすかに眉を下げた煌慶は、それでも精せい一いつ杯ぱいの笑顔で答えた。

「おいしいとおっしゃっていましたよ、母上」

　奇き跡せきは一いつ瞬しゆんで終わりを告げた。だが、その一瞬は皇太后にとっても、彼女を慕したう者たちにとっても、かけがえのないひとときだったはずだと、楓花は信じた。

　皇太后の後ろに座っている香礼と目が合う。すると、香礼は両手を額に掲かかげて、深く拝礼してくれた。

　──ありがとうございます。

　その感謝の思いが伝わって、楓花の胸に喜びが湧わき上がった。

（うん。これで、よかったんだわ）

　さりげない会え釈しやくで香礼に応こたえた直後、その思いを断たち切るかのように宦官長が言った。

「少し下がってお待ちを。では、次に。茶師、孤空」

「はい」

　孤空がすっくと立ち上がった。







　漆うるし塗ぬりの施された瓢ひよう簞たんから、風炉の釜に水が注がれる。女によ官かんが火を灯ともすと、孤空は木箱から茶杯と急きゆう須すを取り出した。どちらも曇くもり一つない、艶つややかな白磁である。洗練を極きわめたなめらかな形状から、かなり高価なものであることを楓花は見て取った。

「無む駄だのない、美しい急須と茶杯ね」

「ありがとうございます。私は茶の邪じや魔まになるものは、すべて無駄であると考えております」

　まるで、楓花の持って来た急須や茶杯を、否定するかのような口ぶりだ。楓花は孤空の背中を凝ぎよう視ししながら、悔くやしさを拳こぶしに込めてそっと握にぎった。

　風炉の釜から湯気が立ちはじめる。すると、孤空は茶盤を床ゆかへ下ろしてしまった。

（……茶盤を、使わないの？）

　二個の茶杯を座ざ卓たくにすえて、柄杓ですくった釜の湯をそれぞれに注ぐ。その量は、茶杯の半分以下だ。どちらの茶杯もひと回しさせてから、素す早ばやく急須の中へ注ぎ入れた。

　急須を温めた湯は、片方の茶杯にだけ注がれる。また柄杓を持ち、今度は一杯分の量を、もう片方の茶杯に注ぐ。迷いのない指先の動きは、風にそよぐ花はな弁びらのようだ。

　楓花は息をのむ。その場にいる誰もが、孤空から目をそらせずにいた。

　──刻ときを忘れる。音が消えていく──無音の世界。

　孤空が茶壺を開けた。細長い茶さじで茶葉をすくい、急須に落とす。そうして注いだのは、茶杯を温めていた湯である。楓花はあることに気づいて、驚きよう愕がくした。

　孤空は水を、無駄にしない。いっさい、捨てなかったのだ。

　白鶏冠の爽さわやかな香りが、急須から舞まい上がる。ほう……と皇太后が目を細めた。春遥ですら、孤空の様子に見み惚とれている。しかし腕うでを組む煌慶だけは、いぶかしむように孤空を見すえていた。

　誰もなにも言わない。声を発することができないのは、この静せい寂じやくを破ることに恐おそれを抱いだいているからだろう。楓花でさえもそうなのだ。

（……この人は、なんなの。こんなふうにお茶を淹いれる人、見たことがない）

　急須を持った孤空が、茶杯に注いだ。杏子あんず色の水すい色しよくが輝かがやく筋となって、茶杯に落ちる。

「どうぞ。よろしければ〝瀏儀様〟もお飲みください」

　孤空が茶杯を差し出すと、煌慶は不快感を押し隠かくしながら腕を解ほどいた。皇太后が茶杯を持つ。二人は同時に、茶杯を口に運んだ。

「────！」

　煌慶が目を見張ったとたん、皇太后が静寂を破った。

「どうしたこと──なんて深みのある甘さなの！　あなた、この茶葉はなに？」

「白鶏冠でございます」

「本当に？　ああ……残り香すら甘いわ。信じられない……！　どうしてこんな味になるの？」

「水でございます」

「水？」

「はい。茶は水で味が変わります。いまお淹れした白鶏冠には、華か炎えん彩さい水すいと呼ばれる名水がよく合います。爽そう快かいな岩がん韻いんを甘さに変え、夢見心地な味にしてくれるからです」

　夢見心地な味。在りし日に生きた茗聖が、自身の生まれ変わりの証あかしとして残した言葉に、それがあった。皇太后は目を大きく見開いて、孤空を凝視した。

「……あなたはまるで、茗聖様のよう」

「母上」

　焦あせったように、煌慶が制した。はっとした皇太后は、失言を悔くいるかのように口を閉ざす。これ以上ないほどの讃さん辞じにも、孤空は喜びをあらわにせず冷静だった。

「ありがたきお言葉。光栄に存じます」

　皇太后は茶を飲むたびに「信じられない」とささやきながら、何度も茶杯を見下ろした。

「なんて夢見心地な、甘美な味でしょう。ああ……ずっとこの気分に甘えていたくなるよう。あなたもそう思うでしょう、瀏儀」

　煌慶は無言で茶杯を置く。皇太后は空にした茶杯を、名残なごり惜おしげに見下ろした。

「なにもかも素す晴ばらしいわ。あなたには、美学を感じました。わたくしはあなたの淹れるお茶が、とても気に入りました」

　顔を上げて満面の笑みを浮うかべると、茶杯を孤空に差し出した。

「──二煎せん目を、淹れてくださる？」

　宦かん官がん長がニヤリと笑んだ。その瞬しゆん間かん、楓花の血の気が引いていく。ただ、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。二煎目、その言葉が答えだ。

　皇太后は、孤空を選んでしまったのだ。いや──選ばせてしまった。

　こんなにも、あっさりと。
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　茶会が終わり、煌慶は皇太后と一いつ緒しよに、春遥は侍じ女じよたちとともに広間から出て行った。孤空は宦官長とどこかへ去り、楓花は香礼に伴ともなわれながら広間を後にした。

　孤空を選ばせない。そう奨文と約束したのに、守ることができなかった。

　なにがいけなかったのか、どうすればよかったのか。孤空の動きが脳のう裏りに刻まれていつまでも離はなれず、思い惑う楓花を責め立ててきた。

　気落ちする楓花の視線の先には、口を閉とざして歩く香礼の背中がある。きっと香礼も、残念に思っているはずだ。

「香礼さん。あの、申し訳ありません。わたしの力が及およばなくて」

「なぜ、謝るのですか」

　立ち止まった香礼が、振ふり返った。

「あなたは、麗窈様ご自身とわたくしたちの望んでいた奇跡を、もたらしてくださったのです。孤空様がどうであろうと、あのようなお茶を淹れられるのは、あなたしかおりません」

「でも……あれは茶葉がもたらしてくれた奇跡です。わたしの力ではありません」

「そうだとしても、その奇跡を茶葉から引き出せるあなたには、なにか不思議な力が宿っているようにわたくしは思います」

　そうだろうか。自信を失ってうつむく楓花に、香礼は続けた。

「麗窈様はたしかに、孤空様の甘美な味わいをお選びになりました。けれど、心の奥に眠ねむる本心では、あなたの淹れた厳しい励はげましの味を、お選びになっているはずです。長く麗窈様に仕えているわたくしにはわかります。ですから、諦あきらめてはなりません」

　弾はじかれたように、楓花は顔を上げた。香礼の厳しい眼まな差ざしが、楓花をとらえていた。

「宮きゆう廷ていに上がるべきは、あなたです。この後、孤空様の噂うわさが宮廷内に広まるでしょう。けれどわたくしや侍女、女官たちはその噂に加担しないと、いまここであなたに誓ちかいます。ですから、あなたも諦めてはなりません」

　きっぱりとした香礼の語調に、楓花は目の覚める思いがした。

　励ましてくれる人がいる。味方になってくれる人たちがいるのだ。だから、諦めてはならない。

（そう。まだ──茶ちや宴えんがある！）

「ありがとうございます、香礼さん。わかりました。諦めません、絶対に」

　納なつ得とくした様子でうなずいた香礼は、にこりともせずに、

「わかればよろしいのです」

　くるりと前を向き、ふたたび歩きはじめた。







　煌慶を待つように言われた楓花は、後宮の外で香礼と別れた。

　ほどなくして、正門から煌慶が姿を見せる。楓花が駆かけ寄ろうとした矢先、煌慶が袍ほうを翻ひるがえしながらやって来た。その表情は険しく、楓花にかける言葉を探さぐっているかのようだ。

　煌慶の唇くちびるが薄うすく開かれる。

「楓──」

　名を呼ばれる前に、楓花は駆け寄りながら言った。

「──次は、やりとげます！　次もあります。茶宴で遊江州しゆう侯こう様にお茶を淹れて、必ず喜んでいただきます。だから、わたしは諦めません！」

「……驚おどろいたな。落ち込んでいるかと思ったが、違ちがうのか」

　クッと煌慶が笑った。それにつられて、楓花も笑え顔がおを見せる。

「落ち込みました。でも、香礼さんが励ましてくれたんです」

「一足遅おそかったか。俺の役目は香礼に奪うばわれたらしい」

　わざとふてくされたように目を眇すがめてから、煌慶は表情を戻もどした。

「皇太后は孤空を選んだが、それはあなたの淹れた茶を、それを飲んで正気に戻ったこととともに忘れてしまったせいだ。たしかに孤空の茶は見事だった。しかし孤空には、あなたのような茶を淹れる力はない」

　煌慶の瞳ひとみに、喜びに満ちた輝きが宿った。

「侍女たちが喜んでいた。俺からも感謝する。皇太后に名を呼ばれたのは、ずいぶん久しぶりだった。ありがとう、楓花」

　真しん摯しな思いが込められた、最高の讃辞だ。

　相手と比べて自信を失い、後ろばかりを見ていてはいけない。自分には自分にしかできないことがある。それを喜んでくれる人がいるのだから、後こう悔かいすることなどなにもないのだ。

「ありがとうございます。なんだかすごく、元気になってきました！」

　素す直なおなあなたらしいと、煌慶は笑った。

「それでいい。あなたの言うとおり、次がある。茶宴が──」

　突とつ然ぜん、不自然に言葉をきった煌慶は、はっとしたように楓花の背後を見た。なにごとかと楓花が振り向こうとした寸前、煌慶に腕うでを摑つかまれて引き寄せられた。なにが起きたのかわからないまま、楓花は自分をかばうようにして立つ煌慶を見上げる。その肩かた越ごしに、白しら髪が交じりの髪かみを風になびかせながら、近づいて来る人物を見た。

　──斐周だ。

　楓花に気づいた斐周が立ち止まり、蛇へびのような眼まなこを光らせる。煌慶が一歩前に出た。
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「鼠ねずみのごとく動きまわっているようだな。貴き殿でんの目的はわかっているぞ」

「ほう、私の目的をご存知だと？　ではそれを、どうか教えていただきたい」

「茶聖の席に孤空を着け、俺を退ける魂こん胆たんであろう。だが、無む駄だだ。その席にふさわしい真まことの茶師は、俺が召めし抱かかえているからな」

　斐周が楓花を視界に入れた。とたんに、乾かわいた笑い声を上げる。

「残念ながら、主上。その平民茶師は獅国へ赴おもむき、いつ戻るとも知れない運命にある。たとえ主上が茶宴を開こうとも、遊江州侯を招こうとも、その運命を覆くつがえすことはできまい。つい先ほど、皇太后に選ばれた〝茗聖の生まれ変わり〟である孤空が、次代の茗聖として宮廷に上がるだろうからな」

（孤空さんが茗聖様の……生まれ変わり!?）

　楓花の全身が総毛立った。たしかに皇太后は〝茗聖様のよう〟と言った。しかしそれはあくまでも、そのように思えるという讃さん辞じにすぎない。それなのに、斐周は迷いなく〝生まれ変わり〟であると断言したのだ。

「不確かなことを、触ふれまわるな」

　怒ど気きを含ふくんだ煌慶の叱しつ責せきをものともせずに、斐周は続けた。

「不確かではない。ほかの茶師ではかなわぬあのたたずまい、確固とした美学。茗聖の生まれ変わりとしか思えぬと、由ゆい緒しよ正しき寺院の老師たちが認めている。無論、私もだ。しかし、その平民茶師はどうだ」

　斐周が嘲あざけるように笑った。

「誰だれがそう言ってくれた？　いたとしても片手で数える程度であろう。そのような茶師と孤空。どちらが次代の茗聖にふさわしいか、考えずとも明白。主上、そのような茶師を召し抱えておられては、ほかの者にしめしがつかぬと進言させていただこう」

　拳こぶしをきつくした煌慶の手の甲こうに、血管が浮うき上がっていく。怒いかりに耐たえているのだ。

「しめしがつかぬかどうかは、俺が決めることだ。貴殿に言われる筋合いはない」

　嫌けん悪おをあらわにして目を細めた斐周は、煌慶をはっきりと見下した。

「孤空を茶宴に招く。遊江州侯から〝茗聖の生まれ変わり〟であるというお墨すみ付つきをもらえれば、いかな主上であろうとも宮廷に上げざるをえまい」

　そして斐周は、楓花を睨ねめ付けた。

「その代わりにおまえは獅国へ行き、二度とこの国に戻らぬがいい」

　カッと楓花の頭に血が上る。許せなかった。煌慶が斐周によって貶おとしめられることに、どうしても我が慢まんがならなかった。その思いが、とうとう口をついて飛び出した。

「行きません！」

　通り過ぎようとする斐周に向かって、楓花は肩かたを怒らせた。

「茶宴では、わたしも遊江州侯様にお茶を淹いれさせていただきます。そのとき、もしもわたしのお茶を州侯様が気に入られましたら、あなたは──」

　頭に血が上っているせいで、なにを言おうとしているのかわからない。明言しない楓花に、斐周は蔑さげすむように問いかけてきた。

「私は、なんだ」

　玉座を狙ねらって瀏儀を殺あやめ、煌慶や皇太后を苦しめている人物だ。そうであれば、願うことは一つしかない。

「──宮きゆう廷ていを、去ってください！」

　斐周が目を吊つり上げた。その手が楓花の胸むなぐらに伸のばされる寸前、煌慶が斐周の手首を摑み上げた。

「やめろ。それにあなたもだ、楓花。いまの言葉は撤てつ回かいしろ」

　取り返しのつかないことになると、煌慶の鋭するどい瞳が訴うつたえていた。けれど、できない。斐周に対する憤いきどおりを、どうしても抑おさえることができない。

　楓花が唇を嚙かんだとき、冷ややかに斐周が笑った。

「いいだろう」

　耳を疑うように、煌慶が瞠どう目もくする。手首を振ふり払はらった斐周は、楓花に向かって不気味に笑えんだ。

「だが、もしも孤空が気に入られたならば、おまえは必ず獅国へ行くのだ」

「やめろ──」

　煌慶の言葉を遮さえぎり、斐周は楓花に詰つめ寄った。

「そしてそのまま、獅国の者となれ。二度とこの地を踏ふむでないぞ！」

　吐はき捨てた斐周は、背中を向けると歩き去った。瞬しゆん間かん、煌慶は楓花の肩を両手で摑んで語気を荒あららげた。

「楓花！　なぜ、あんなことを言ったのだ!?」

「許せなかったからです！　あの人のしたことも、煌慶様があの人に貶められることも、どうしても我慢できなかったんです！」

　煌慶が食い入るように見つめてきた。

「あなたは俺のために、あんなことを言ったのか」

　そうだと答えれば、煌慶の重荷になるかもしれない。楓花はためらいながら答えた。

「違ちがいます。ただ……ただ、わたしはどうしても、あの人が許せないんです」

　正直な気持ちだ。それを聞いた煌慶は、冷静さを取り戻そうとするかのように、大きく息を吐いた。

「……叔父おじがあのように了りよう承しようしたのは、孤空の力を信用しているからだ。その意味が、あなたにはわかっているのか」

「わかっています」

　孤空は素す晴ばらしい茶師だ。名水を自在に使い分け、茶を淹れることの美しさを体現し、無音の世界へとこちらを引き込んでいく。まるで、物語の仙せん術じゆつのように。

「……茗聖様の生まれ変わりのような方に挑いどんで、どうなるのかはわたしにもわかりません」

　茗聖の生まれ変わりと謳うたわれる茶師。その茶師に挑まなくてはいけない覚かく悟ごを、楓花は震ふるえる思いで胸に抱いだいた。そして、相手が誰であろうとも、遊江州しゆう侯こうに選ばれて勝たなくてはいけないのだと決意する。

「でも、わたしにはわたしのお茶があります。淹れる方のことを思って淹れる、わたしのお茶があります！」

　翠明のもとで学んだ茶がある。無音ではなく、おしゃべりに彩いろどられた茶が。楽しく、思いやり深い茶があるのだ。その決心を拳に込めて、きつく握にぎった。すると、煌慶がじわりと口の端はしを持ち上げた。

「惑まどわされるな」

「……えっ」

「叔父に味方している茶師なのだぞ。互たがいに利用しあっているに違いない。そのような茶師が、茗聖の生まれ変わりなわけがない。だから、自分に自信を持て。遊江州侯は必ず、あなたの茶を選ぶ。俺はそう信じている」

　はっとした楓花に向かって、煌慶は眼光を鋭くさせた。

「どのみち、叔父を失しつ脚きやくさせるための茶ちや宴えんだ。こうなれば乗りかかった船だ。俺もあなたと運命を共にするぞ。だから楓花、俺に約束してくれ」

　楓花の肩から手を放すと、煌慶は語気を強めた。

「必要なものがあれば、遠えん慮りよせずに俺に言うと約束しろ。あなたの力になることなら、俺はなんでもする。このことを、けっして忘れるな」

　獅国へは行かせない。必ず、宮廷に上げる。そう言っているように楓花には聞こえた。

　香礼の言葉を思い返しながら、楓花は背筋を伸のばす。

　今度こそ、やりとげる。いや、やりとげなければいけない──なんとしてでも。

「わかりました。お約束します」

　煌慶が笑んだ。けれどその瞳ひとみは抜ぬき身の剣けんのように鋭く、いつまでも和やわらぐことはなかった。
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「孤空のことがわかりました」

　茶会から十日後の夜、養宝殿を訪おとずれた奨文が言った。

「何者だ？」

「真まことの名は、漲ちよう尚しよう飛ひ。前蒼州侯の公子です」

　驚おどろきのあまり絶句した煌慶に向かって、奨文は語った。

　十年前。獅国との戦地となった蒼河州は、領土の西半分を制圧された。州侯は戦死し、税収が悪化。領土を守りきれなかった汚お名めいは、漲家の一族に及およんでいた。

「現在は、尚飛の兄が州侯を継ついでおります」

「公子である尚飛はなぜ、寺院に入ったのだ」

「一族の汚名を一いつ掃そうするためです」

　合が点てんがいったとばかりに、煌慶は息をついた。

「……なるほどな。茶聖として宮廷に上がれば、誉ほまれとなる。そうなるためには、茶の技わざを会え得とくしなければならない」

「はい。古来、茶を広めてきたのは僧そうたちです」

　病にかかった貧しい人たちを助けるために、僧が薬として茶葉を煮に立たてて分け与あたえたことから、この国の茶ははじまったのだ。

「蒼河州の寺院を拠きよ点てんとして、旅をしながら名のある寺院を巡めぐっています」

「口くち添ぞえをしたのは、叔父だろう」

　神しん妙みような面おも持もちで、奨文はうなずいた。

「領土が半分となり税収が悪化した埋うめ合わせも、斐周が手助けしていたようです」

「それで蒼河州侯は、叔父の側についているのか」

　一見、斐周らしくはない親切に思えるが、実際はすべて己おのれのためである。いずれ〝使える〟ときが訪れるのを見み越こして、恩を売っていたのだ。

　そして、使えないと知れば切り捨てる。それも、あっさりと。

「しかしなぜ、尚飛は武官にならなかったのだ」

「身体からだが弱く、難しかったとの情報を得ています。さらに文官になれたとしても、汚名を背負った身では、生しよう涯がい低い地位のままだと考えたのでしょう」

　一族の汚名を返上するために、誉れを得るために、茶聖の地位を欲ほつした。そうなるために、茶師を目指して寺院に入ったのだ。市し井せいで修しゆ業ぎようをするには、貴族である自尊心が邪じや魔まをしたからだろう。

「茶師の才には、生まれつき恵めぐまれていたのだと思います。寺院で覚えた所作を独特の美学にまで高めたのは、尚飛……孤空自身の努力の賜たま物ものでしょう。身を寄せた寺院の老師たちは、皆みな口を揃そろえて〝茗聖の生まれ変わり〟であると孤空を褒ほめています。孤空自身がそのように信じるのも、無理はありません」

　才能だけではない。〝茗聖の生まれ変わり〟であると言われ、それを心から信じられるほど努力もしたのだ。たぶん、誰だれよりも。

「……手強いな」

　苦く慮りよするように煌慶がささやくと、奨文は眉み間けんの皺しわを深くさせた。

「先ほど遊江州より、私の使者が戻もどりました。極ごく上じようの茶を楽しみに、喜んで登城するとのことです」

　想定どおりである。煌慶は小さくうなずいた。

「俺に考えがある。州侯には俺一人で接見したい。奨文、口を出すなよ」

「口を出すな、とは？」

　それには答えず、さらに続ける。

「俺と州侯との間で交かわされたことは、後で教える。だが、楓花にはいっさい伝えるな」

　困こん惑わくする奨文に、煌慶は瞳を鋭するどく眇すがめて、沈ちん黙もくした。
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　どんよりとした曇くもり空の下、冷たい秋風が吹ふきすさんでいく。

　下町の流星茶房に、馴な染じみの客がやって来た。奨文の叔父、文士の賀が孟もうである。

　お気に入りの鉄てつ観かん音のんを楓花に淹いれてもらい、ほくほくとした顔つきで茶ちや杯はいを口に寄せた賀孟は、そういえばと思いついたように言った。

「この前、隆縁寺にふらっと立ち寄ったら、じじいが茶師を紹しよう介かいしてくれての」

　賀孟の言う〝じじい〟とは、仲良しの老師のことだ。本人もそう呼ばれてしかるべき年とし頃ごろなのだが、それは頭にないらしい。

「茶を淹れてもらったが、水にこだわると豪ごう語ごするだけのことはある。茶の味も所作も見事と言うほかない。〝茗聖の生まれ変わり〟だと、じじいは胸を張っておった」

（──孤空さんのことだわ！）

　茶会を終えてからずっと、楓花は孤空のことが気になってしかたがなかった。

　本当に生まれ変わりなのか。あの茶の淹れ方を、どこで教わったのか。なぜ、茶聖を目指しているのか。どうして斐周に味方しているのか。いずれ煌慶か奨文が教えてくれるのかもしれないが、楓花は直接、孤空と話してみたいと思っていたのだ。

　居場所がわかったとなれば、うずうずしてくる。そんな楓花の横から、翠明がずいっと顔を出した。

「おやまあ、茗聖の生まれ変わりだなんて、ホントにいるのかい？」

　ふーむ、と賀孟は、ふさふさの眉まゆを悩なやましげにひそめた。

「……そうと言われればそのような気もするが、少々ひっかかることもある。喧けん嘩かになるのが面めん倒どうだから、じじいには黙だまっておったが」

「ひっかかる？」

　楓花が訊たずねると、賀孟は茶をすすってから答えた。

「うまくは言えんが、あの茶師は茶を淹れる相手のことを、これっぽっちも理解しようとしていない気がしての。ただひたすら、己の茶の美を追求しているだけ……というか」

（えっ……？）

「よほどの努力をしてきたのであろう。真まことに美しい茶の技ではある。しかし、己の趣しゆ味みを控ひかえめにであれ、淹れる相手に強要してくる。こちらの言動を封ふうじてしまう。それがどうにも、わしには窮きゆう屈くつでかなわんかった」

　むむむと渋じゆう面めんを作る。

「茗聖の生まれ変わりかと問われたら、わしにはなんとも答えようがない。相手を理解しようとせぬ茶師が、どうして国を背負った茶を淹れられよう。まあ、正解がないからこそ違ちがうとも断言できぬがの」

　さすがは都で名のある文士だ。その深い洞どう察さつ力に、楓花は思わず感かん嘆たんの息をもらした。

「賀孟さんは、そんなふうに感じたんですか」

　表情を和やわらげた賀孟は、ホホッと照れくさそうに笑った。

「なんにせよ、おまえさんとは正反対の茶師ということだ、楓花。茶と同じく、人には茶師の好みもある。わしはおしゃべりが弾はずむおまえさんの茶が好きだし、おまえさんの淹れる茶にこそ、誰にもかなわない旨うまさがあると思っておる。いまだって、おまえさんこそが茗聖の生まれ変わりだと信じておるのだぞ」

　賀孟はことあるごとに、〝茗聖の生まれ変わり〟だと言って楓花を褒める。楓花はその言葉を、一度も真に受けたことはない。そうですと断言できる覚えがないからだ。それでも、自分の茶が好きだと言ってもらえて、心底励はげまされた思いがした。

「ありがとうございます、賀孟さん。そう言ってもらえると、本当に嬉うれしいです」

　相手を思いやる楽しい茶と、美を追い求める沈黙の茶。孤空のことが、輪をかけて気になってきた。

（……わたしとは、正反対の茶師。言われてみると、そうかもしれない。孤空さんがどんな人なのか、もっと知りたいな。ううん、知らなくちゃいけない）

　直接自分で見聞きして、たしかめてから茶ちや宴えんで対たい峙じしたい。いてもたってもいられなくなって、翠明に頼たのみ込んだ。

「翠明さん、夕方に少しだけ時間をもらえませんか？」

「いいけど、どうしたんだい」

「その人に会って、話してみたいんです」

　楓花が皇太后に茶を淹れたことを、翠明は知っている。けれど、その場に別の茶師がいて、競きそうはめになっていることまでは伝えていなかった。心配をかけたくなかったからだ。

　茶師同士の会話は刺し激げきになると、翠明は考えたようだ。深くは訊ねずに了りよう承しようしてくれた。

「いいよ、会っておいで。いい勉強だ」

　賀孟はふたたび茶をすすり、眉を八の字にさせると嘆たん息そくした。

「果たして、おまえさんの勉強になるかどうか。腹に一物を抱かかえたような、なんとも陰かげのある茶師だったからの」







　雲に覆おおわれた空から、いまにも雨が降りそうだった。

　隆縁寺の前で軺よう車しやから降りた楓花は、人ひと影かげのない境けい内だいまで来て立ちすくんでしまう。孤空を呼んでほしいと誰かに頼みたいのだが、そうできそうな人物が見当たらないのだ。

「誰もいないわ」

　本ほん殿でんの瓦かわら屋根は、鮮あざやかな朱しゆ色いろ。黒い漆うるし塗ぬりの柱は磨みがき上げられており、線せん香こうの残り香がが境内に立ちこめている。本殿の奥へ行ってみようかと、楓花がうろうろとしはじめた矢先、背後から声がかかった。

「いかがなさいましたか」

　わっ、と飛び上がって振ふり返ると、びっくりした顔つきの孤空が立っていた。

「……あなたは、茶会のときの。どうしたのですか」

「あ、あの。あなたがここにいるって聞いたので」

　いぶかしむように、孤空は片眉を上げた。

「……で？」

「あなたと、話してみたかったんです。だから来ました」

　孤空の顔に、苦い笑えみが広がる。

「なるほど……偵てい察さつですか」

「違います！　偵察はこそこそすることです。わたしはちゃんと話してみたくて来たんです」

　おかしな方だと孤空はささやき、硬かたい表情で楓花の横を過ぎて行く。

「私はあなたと話すつもりはありません。どうぞお帰りを」

「待って……あの！　あのお茶の淹れ方は、どこで教わったんですか？」

　孤空は背を向けたまま、足を止めた。

「この国の寺院では茶ちや盤ばんを使いません。あれは無む駄だな動きとされております」

（無駄な、動き……？）

「無駄って、どういうことですか」

「茶盤は、茶の時間を華はなやかにしつらえるための道具にすぎません。使わずとも茶は淹れられます。寺院の茶は、無駄な贅ぜいを嫌きらいます」

　ゆっくりと向き直り、挑ちよう戦せん的に楓花を見すえた。

「命の源である水を、無駄にすることも厭いといます」

　茶杯や急きゆう須すを温めた湯を捨てる。そうせずとも茶を淹れることはかなうのだと、孤空は茶会で体現した。それは楓花にとって、いままで学んできたことのすべてを、否定されることに等しかった。

　なにか言い返したい。けれど、水を無駄にしていると言われたら、うまく言葉が出てこない。そのとおりだからだ。

　では、と孤空が背中を向けかける。楓花は焦あせった。

「ま、待ってください。あなたはどうして、茶師になったんですか？　教えてください」

「……では、逆に問いましょう。あなたはなぜ、茶師になったのですか」

　楓花は素す直なおに語った。十年前の戦いくさのこと。そこで大切な人々を亡なくしたこと。二度と戦を起こさせないために、この国を守れる茶師になりたくて、茗聖を目指していることを。

　それを聞いた孤空は瞠どう目もくし、楓花を凝ぎよう視しした。

「どうしたんですか」

「いえ……まさか、同じ土地の方だったとは」

「あなたの故郷も、蒼河州なんですか？」

　話したくないとでも言いたげに、口をつぐんだ孤空はふたたび歩き出す。そのとき、冷たい滴しずくがポツリと楓花の頰ほおに当たった。辺りはすでに薄うす暗ぐらく、見上げた空には日ひ射ざしがなかった。

「もうすぐ雨が降り出します。早くお帰りを」

　せっかくここまで来たのだ。雨が降ろうが、まだ帰るわけにはいかない。去りはじめた孤空の背中に向かって、楓花は声を上げた。

「茶師になった理由を教えてください。それに、どうして斐丞じよう相しよう閣下に味方しているんですか。あなたがどんな茶師なのか、知りたいんです。教えてくれるまで、わたしは帰りません！」

　孤空はこれみよがしに嘆息した。

「……なんて好こう奇き心しん旺おう盛せいな方でしょう」

　まいったとでも言うように、ぽつりとつぶやく。ふたたび楓花に向き直ると、冷ややかに言い放った。

「私が茶師になったのは、その才があったからです。斐丞相閣下には恩義があり、よい機会だと考えたので、それを返したいだけです」

「恩義？　あの方に……助けられたことがあるんですか」

　信じられない思いで楓花が問うと、孤空は言いにくそうに視線を落とした。

「閣下にも思うところがあり、私にもまた思うところがある。利害の一いつ致ち、それだけのことです」

　──利害の一致。

　互たがいに利用しあっているに違ちがいないと、煌慶は言った。斐周は孤空に恩を売り、孤空はその恩を返すのと同時に、目指している地位に上り詰つめるため、斐周を踏ふみ台にしているのかもしれない。どちらにしても、強い信しん頼らいで結ばれているわけではないらしい。

　煌慶の声が、楓花の脳のう裏りでこだました。

　──そのような茶師が、茗聖の生まれ変わりなわけがない。

（……きっと、そう。煌慶様の言うとおりかもしれない）

　きゅっと拳こぶしを握にぎってうつむいた楓花に、孤空が言った。

「茶宴の件、閣下よりお聞きしました。私が遊江州しゆう侯こう様に気に入られたあかつきには、あなたは獅国へ行かれるとか」

「えっ……いえ、わたしは行きません！」

「では、ご自分が気に入られると考えておられるのですか。皇太后陛下に選ばれなかった、あなたが」

　楓花の胸に、チクリとした痛みが走る。孤空は顔を上げた楓花に向かって、言い放った。

「──あなたの所作には、無駄が多い。美しさの欠片かけらもない」

　なに……？　突とつ然ぜんの言葉に、楓花は絶句する。孤空は淡たん々たんと、諭さとすようにたたみかけた。

「あなたから見習うべきことが、私には一つもありません。あなたは〝感覚〟で茶を淹いれる。そこにはなんの美学もない。まさに庶しよ民みんの茶、平民の茶。そんな技わざしか持たない茶師が、果たして茶聖の肩かた書がきを背負ってよいものか。私には甚はなはだ疑問です」

（美学がない？　それのなにがいけないの）

　気さくなおしゃべりがあり、笑いがある。それがこの国の茶だ。

「わたしはお茶を淹れる人のことを、いつも知りたいと思っています。その人が望むお茶を淹れて、たくさんおしゃべりをする。そういう時間がとても好きです」

　相あい容いれない、わかりあえない。そういう人も──茶師も、世の中にはいる。それをどうにかしたいとは思わない。けれど、他人を貶おとしめる偏へん狭きような価値観には立ち向かいたい。

　茶盤を使い、茶の時間を彩いろどることも。無駄が多いと言われることも。そういう茶を学び、誇ほこりを抱いだいてきたことのすべてを、否定される筋合いはないのだ。

「あなたがそれを庶民の茶、平民の茶だと言うのなら、わたしはそのことを誇りに思います！」

　嫌けん悪おの感情をしめすかのように、孤空ははじめて顔をしかめた。

「私は、茶を高貴な芸術の一つとしてとらえています。たんなる庶民の暇ひまつぶしにはしておきたくありません」

　自分の淹れる茶と、楓花の淹れる茶の違ちがいを思い知らされて、苛いら立だちはじめているのが伝わってきた。

「さらには宮きゆう廷てい茶師として──茶聖として、私の名を大陸全土に轟とどろかせたい。その誇りと名めい誉よを、なんとしてでも手に入れなくてはいけないのです」

　孤空が楓花に詰め寄った。

「同じ地位を争うあなたには、この国を去っていただくほかありません。遊江州侯様に選ばれるのは、茶の美を極きわめる私です」

　野心をあらわにした光が、妖よう艶えんな瞳ひとみに一いつ瞬しゆん走った。それを目にした瞬間、楓花の胸はひやりと凍こおった。

（……自分の名前を全土に轟かせたいだなんて、この人は恐おそろしい野心家だわ）

　和を尊んだ茗聖とは、天と地ほどの差がある気がした。

（この人が宮廷に上がったら、きっと煌慶様を支えてくれない。それどころか、斐周を利用しているほどの茶師だもの。なにをされるかわからない！）

　拳をきつくした楓花は、全身の力を込めて声にした。
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「わたしに、約束してください」

「なにをですか」

「わたしが……もしもわたしが遊江州侯様に選ばれたら、二度と宮廷に近づかないって、ここで約束してください！」

　必死の思いで、背の高い孤空を睨にらみすえる。表情をちらりとも動かさずに、孤空はさらりと答えた。

「いいでしょう」

　迷いのない即そく答とうだった。楓花が怖おじ気づきそうになるほど、孤空は確固たる自信を持っている。

　──己おのれが負けるわけがない、と。

「では、この私が選ばれたなら、閣下と交かわした言葉のとおりに、あなたは獅国の者となるのです。無む謀ぼうな賭かけをしたと、せいぜい後こう悔かいなさい」

　小こ雨さめが降りはじめ、背中を向けた孤空が本ほん殿でんの横へと歩き去った。

「後悔なんかしないわ」

　ひとりごちた楓花は、境けい内だいを後にした。握った拳が小さく震ふるえているのは、小雨による寒さのせいだと、自分に言い聞かせながら。




[image: ]




　茶ちや宴えんが一週間後に迫せまった宮きゆう殿でんに、一人の男が姿を見せた。

　久しく宮廷を訪おとずれることのなかった、遊江州侯である。

　謁えつ見けんの間に通された遊江州侯の年の頃ころは、四十代半ば。白しら髪が交じりの短たん髪ぱつに大おお柄がらな体たい軀くで、周囲を圧あつ倒とうする気骨な気配をまとっている。

　派は閥ばつに割れる宮廷を嫌きらい、距きよ離りを置いていた州侯にはじめて対面した煌慶は、こちらの内面さえも射い貫ぬくような眼まな差ざしに、一瞬気け圧おされそうになった。

　──なんという威い圧あつ。

　だが、負けるわけにはいかない。この威圧を封ふうじ、まずは信頼を得なければ。

「このたびの登城、歓かん迎げいする」

　床ゆかに座した州侯は、愛あい想その笑えみすら見せない。

「〝茶州〟の異名を持つ遊江州の州侯としては、真まことに極ごく上じようの茶であるのか、確かめぬわけにはいかぬのでな」

　煌慶はゆったりと笑んで見せた。

「貴き殿でんの前で虚きよ勢せいを張り、皇こう帝ていらしく格好をつけようと考えていたが、やめた。少し前まで兄の仮面を着けていた俺だ。貴殿は俺のことを、赤子のごとく取るに足りない男だと思っているのだろ。どうだ？」

　結ばれていた州しゆう侯こうの口角が、じわりと上がった。それが答えだ。

「構わない。そのとおりだからな。──いままでは」

「いままでは、とは？」

「先帝崩ほう御ぎよの後、皇帝である俺の味方は数少なく、この宮廷は静まることがない。落ち着かぬままでは、他国に隙すきを見せることになりかねない。これを機に、俺はすべてをおさめる腹づもりだ」

　州侯の険しい瞳に、光が走った。腰こしを上げた煌慶は、州侯の前に立ちはだかった。

「茶宴では、二人の茶師が貴殿に茶を淹れる」

「二人？」

「そうだ。一人は市し井せいに暮らす娘むすめの茶師。もう一人は、〝茗聖の生まれ変わり〟と謳うたわれる僧そうの茶師だ」

「──なに!?」

　州侯が顔色を変えた。

「茗聖の生まれ変わりであると？　それは真か！」

　驚おどろきを隠かくさない州侯の顔を見下ろして、煌慶は笑んだ。

「寺院の老師たちは、そう言っている」

　ニヤリとした州侯は、やがて小刻みに肩かたを揺ゆらすと声こわ高だかに笑った。

「なんという余興！　面おも白しろい……真に面白いぞ、主上！　こんなに心が躍おどったのは久しぶりである！」

　──のったな。

　煌慶は即そく座ざに言葉を紡つむいだ。

「そうであろう。ついでに、もっと面白い余興を付けるぞ」

「教えていただこう」

「二人の淹いれる茶のどちらが気に入ったか、茶に通じた貴殿が決めるのだ」

「それで？」

「気に入った茶師の背後にいる者に──忠誠を誓ちかえ」

　瞬間、瞠どう目もくした州侯は、煌慶を凝ぎよう視しした。割れる派閥のどちらに誰だれが君臨しているのか、察している州侯である。その意味を瞬時に悟さとったのだ。

　煌慶か、斐周か──。

「どうだ、最高の余興だろう」

　しばし押し黙だまった州侯は、煌慶から目をそらさなかった。煌慶は決死の視線を、州侯に向け続ける。

「──〝名君のそばに、茶聖あり〟」

　州侯がはっとした。それは茗聖が寄り添そい、名君と呼ばれた皇帝とともに生きた、当時の側近の言葉である。

「貴殿の選んだ茶師が、茗聖の席に着くことになる。その者が寄り添う者に、貴殿は忠誠を誓うのだ」

　州侯の顔に、ふたたびじんわりとした笑みが広がった。

「つまり、主上はわしに〝名君を選べ〟と申されるのだな。その名君に忠誠を誓え、と」

「そうだ」

　楓花を信じて、運命を共にする。煌慶にとってはそれこそが、この賭けだった。あえてどちらの側に付いているかは伝えずに、州侯に選ばせる。公平かつ公正さを善としている州侯は、けっして断らないはずだ。

　煌慶のその読みどおりに、州侯は膝ひざを打った。

「──いいだろう、気に入った。では、わしからも願いが一つある」

「言ってみろ」

「主上自ら、玉座を賭けた茶宴だ。こちらも相応の〝茶の問い〟を出す。二人の茶師に接見したい」

「明日、ここへ呼ぶ」

「しかし、わしの〝茶の問い〟への答えによっては、どちらも〝否いな〟となるかもしれぬが、よろしいか」

「そうはならない。どちらかが必ず、貴殿の目にかなう茶師だ」

　煌慶の自信ありげな返答に、州侯は笑みをこぼしながら腰を上げた。立ち上がった州侯は、背の高い煌慶が見上げるほどに大きかった。

「宮きゆう廷ていをまとめ上げるべく、玉座まで賭けるとは。なんと破は天てん荒こうな主上よ」

「最高の褒ほめ言葉だ」

「主上はどちらかの茶師に、よほどの信しん頼らいを寄せられておるのだな。運命を共にしてもよいと思うほどに」

「そのとおりだ」

「わしの目に必ずかなうだろうと、信じているほどに」

「そうだ」

　きっぱりと答えた煌慶を見下ろして、州侯は破顔した。そうして一歩退くと、ここへ来てはじめて頭を下げ、煌慶に向かって拝礼した。

「茶州たる遊江州の州侯であるわしが、いまここで約束しよう」

　顔を上げた州侯は、煌慶を真しん摯しに見つめた。

「茗聖の席にふさわしき茶師を、必ずや選ぶ。その者が寄り添う名君に、忠誠を誓うと約束する」

「人望ある貴殿だ。貴殿の見る目を、信じている」

　煌慶の言葉に、州侯は力強く微笑ほほえんだ。
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　奨文が茶さ房ぼうを訪れたのは、楓花が提ちよう灯ちんを飾かざった日の午後のことだった。

　突とつ然ぜんの来訪を謝りながら、奨文は厳しい表情で楓花に告げた。

「遊江州侯が会いたいそうだ。しばし時間をいただけるか」

　夜も満足に眠ねむれないまま、いまかいまかとこのときを待っていたのだ。翠明から了りよう解かいをもらった楓花は、すぐに茶房を後にした。

　提灯に彩いろどられた路地を、奨文は無言で歩いて行く。楓花は孤空に会ったことを黙っていた。それなのに奨文は、振ふり返ることなく唐とう突とつに訊たずねてきた。

「孤空に会ったと聞いたが、本当か？」

　うっ、と楓花は返事に詰つまった。

「ど、どうしてそれを」

「叔父おじ上うえだ」

　ああ……と楓花は苦い顔になる。

「心配をおかけしてしまうかもしれないので、陛下には言わないでください。わたしが勝手に会っただけなので」

「わかっている……が、なにを話した？」

　賭かけについては除いて、楓花は語った。それを聞いた奨文は、孤空の身の上について話しはじめる。前蒼河州侯の公子であると知らされた楓花は、驚くしかなかった。

（だから、故郷が同じだってわかって、びっくりしていたんだわ）

　十年前の戦いくさのことが頭を過よぎっていく。大切な人々を失った楓花と同じく、孤空も父親を亡なくしていたのだ。茶師を目指した発ほつ端たんもそのときだとわかり、楓花は奇き妙みような縁えんを感じた。けれど、目的はまるで違ちがう。

　孤空は一族の汚お名めいを返上するために、茶聖の地位を欲ほつしているのだ。

　野心を秘ひめた眼まな差ざしを思い返して、楓花は小さく身み震ぶるいした。

「……奨文さん。孤空さんは、素す晴ばらしい茶師です。でも、とても怖こわい人のような気がします」

「私もだ。おそらく、相当の努力をしてきたのだと思われる。その夢が間近となったいま、全力で立ち向かってくるだろう。しかし、楓花。私も陛下もあなたの力を信じている」

　楓花ははっとした。恐おそれていては、孤空に気け圧おされてのまれる。のまれたら──終わりだ。

（わたしも、わたしの力を信じよう！）

　自分に強く言い聞かせながら、停とめられていた軒けん車しやに乗り込んだ。馬が走り出したのと同時に、奨文が重々しく口を開いた。

「遊江州しゆう侯こうが、あなたと孤空に〝茶の問い〟を出す」

「〝茶の問い〟？　それは……闘とう茶ちやのようなことですか？」

　腕うでを組んだ奨文は、険しげに眉まゆ根ねを寄せた。

「わからないのだ」

「えっ？」

「わかっていれば、いち早くあなたに伝えられた。だが……」

　わからない。予想すらできない。そう繰くり返した奨文は、切実な眼差しで楓花を見つめた。

「楓花。今度はなんとしてでも、遊江州侯に選ばれていただきたい。そのために必要なものがあれば、私は必ず手に入れる。どんなに高価なものであろうと遠えん慮りよせず、気負わずに言うのだ。約束してくれるか」

　奨文の必死さは、尋じん常じようではなかった。楓花自身の運命もかかっていることである。気を引き締しめた楓花は、奨文に向かってうなずいた。

「わかりました、ありがとうございます。遊江州侯様になにを問われても、今度こそ必ずやりとげます」

　力強い楓花の言葉に、奨文は一いつ瞬しゆんだけ微笑んだ。しかし、またすぐに眉をひそめると、不安げに視線を落として口を閉とざしたのだった。
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　楓花が通されたのは、宮きゆう殿でんの南西に位置する外朝、西英殿の接見の間だった。ここで待つようにと奨文に言われ、まだ誰だれもいない室内に足を踏ふみ入れる。

　天てん井じようを支える八本の朱しゆ色いろの柱には、天へと昇のぼる龍りゆうの意い匠しよう。明かり取りから、晴れはじめた午後の日ひ射ざしが柔やわらかく射し込み、磨みがき上げられた板いた床どこをきらきらと照らしていた。

　その光に目を細めた楓花は、いつか煌慶と見た湖のきらめきを思い出していた。

（あのとき煌慶様は、わたしを茶聖だって言ってくれたんだもの。孤空さんには、絶対に負けられない）

　そう心に固く誓ちかったとき、人の気配がした。とっさに振り返った楓花の目に、孤空の姿が飛び込んだ。ピクリとも眉を動かさず、孤空は無言で楓花を無視して通り過ぎる。板床に座って背筋を伸のばすと、話しかけるなと言わんばかりにまぶたを閉じた。

　孤空から距きよ離りを置いて、楓花も座る。ちらりと孤空を横目にすると、目を瞑つぶったまま微び動どうだにしない。その様子は、彫ちよう像ぞうさながらだ。

　しんと静まり返った室内に、緊きん迫ぱくした空気が流れていく。それに反して楓花の胸は、ざわざわと騒さわぎはじめて落ち着かなかった。

　どんな〝茶の問い〟を出されるのか、本当にやりとげることができるのか。不安な思いが、折り曲げた膝ひざから迫せり上がってきたからだ。

（……自分の力を信じるって、決めたじゃない）

　ぐっと足の上で両手を握にぎり締めた、直後だ。

「お待たせした」

　野太い声が放たれて、楓花は顔を上げた。孤空も目を開ける。声の主は二人の間を歩き過ぎると、どさりと真正面に座してあぐらをかいた。

「わしが遊江州を率いる州侯、瀧ろう凱がいだ」

　狼おおかみが人に化けたなら、こんな感じだろうと楓花は思う。頑がん強きようで大きな体たい軀く、見すえられたら身動きが取れなくなるほどの、鋭えい利りな眼光。目が合った瞬間、楓花の全身に緊きん張ちようが走った。

　孤空が口を開こうとした矢先、州侯は軽く手を挙げて制した。

「名を告げなくともよい。どちらが何者であるかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。わしはおまえたちの名にも、これまでどのようにして腕を磨き、ここへ招かれるほどになったのかにも、興味はない」

　州侯は不敵な笑えみを浮うかべた。

「わしが興味があるのは、これからわしの出す〝茶の問い〟に、どのような答えを携たずさえて茶ちや宴えんにあらわれるかだけだ。では、さっそく問いを出す」

　そう言った州侯は、楓花と孤空を視界に入れながら、ゆっくりと口を開いた。




　──中秋の月が輝かがやく夜。尤国の宮廷に赴おもむいた茗聖に、国王は言った。

「そなたの茶で、余に月を見せることができたなら、その月に免めんじて血を流すことなく、この国を龍国の州とする」

　翌晩の茶宴にて、茗聖は国王に一いつ煎せんを差し出した。




「この一煎を、寸分違たがわず──再現せよ」

　息をのんだ楓花は、目を見開いた。同じく瞠どう目もくした孤空は、戸と惑まどったような声こわ音ねで州侯に訊ねた。

「しかし、その言い伝えには続きがあり、答えは出ております」

　楓花も知っていた。子どもの頃ころ、父親から聞いたことがあったからだ。州侯はニヤリとほくそ笑んだ。

「言い伝えの続きはこうだ。〝月光のごとく澄すんだ器うつわに、黄金の茶。それを見た国王は、高らかに笑った。──嗚呼ああ。いま余の手にあるは、真まことに月なり〟。これを、茶宴で再現するのだ」

　州侯の言っている意味が、楓花にはわかった。黄金の茶の茶葉は、なにか。月光のごとく澄んだ器とは、どのようなものなのか。それを〝正しく当てろ〟と、いっているのだ。

「とはいえ、茗聖が実際に使った当時の器を手に入れろというのは、さすがに酷こくであろう。その形状、その質感が違わなければ、わしは是ぜとする」

「遊江州侯様は、正しい答えをご存知なんですか」

　思わず訊たずねた楓花を、州侯は微笑ほほえみながら見すえた。

「遊江州のもとは尤国。わしは尤国王族の末まつ裔えいぞ。正しき答えをもちろん知っている。わしもわしの先祖も、いままでさまざまな茶師に会った。そのたびにこの問いを出してきた。しかし、一人として正しく再現できた茶師はいない。付け加えるが、茶葉や器の形状についてしたためた書物などない。残っているのは、言い伝えの一文のみ。書物を調べる時間は無む駄だであると、忠告しよう」

　腰こしを上げた州侯は、楓花と孤空を交こう互ごに見下ろしつつ、力強く言い放った。

「この問いに正しく答えられるのは、真の茗聖の生まれ変わりだけであろう。わしはそう考える」

　言い伝えの中で、茶葉と器は示し唆さされている。それなのに、再現できた茶師はいないのだ。

　この難解な問いに正解をしめすことができるのは、たしかに茗聖の生まれ変わりだけかもしれない。

（どうしよう。わたしは茗聖様の生まれ変わりじゃないもの。だったら……）

　……当てられないかもしれない。

　愕がく然ぜんとしはじめたとき、州侯が挑いどむように笑んだ。

「以上だ。茶宴を楽しみにしているぞ」

　そう言い置くと、早々に立ち去って行った。

　寸分違わず、正しく再現する。では、その茶葉は？　器は？　考えたところで、とっさに思いつくはずもない。

　呆ぼう然ぜんとして動けずにいる楓花に対して、孤空はため息交じりに立ち上がった。

「……なんと簡単なこと」

（──簡単!?）

　耳を疑った楓花は、信じられない思いで孤空の背中を見送った。やはり孤空は、茗聖の生まれ変わりなのだろうか。だから、そんなふうに言えるのだろうか。

　不安に苛さいなまれた楓花は、拳こぶしをぎゅっと握り締めた。孤空の言動によって、いつも自信を失いそうになる。このままでは、茶会のときと同じだ。

（駄だ目め、振ふりまわされちゃいけない。生まれ変わりだとかそうじゃないとか、この際忘れよう）

　この難問の正解をしめさなければ、獅国へ行くはめになる。煌慶との約束、自分の夢、それらすべてが儚はかなく散ってしまうのだ。全力でやりとげるしかない。

「孤空さんにとっては簡単で、わたしには難しい。それだけのことだわ」

　立ち上がった楓花は深呼吸を繰くり返し、冷静さを取り戻もどしていく。

「落ち着いて。まず知らなくちゃいけないのは……茶葉でも器でもない」

　そう。淹いれる相手は、当時の尤国王だ。その人となりを、知らなければ。

「うん。そこからはじめよう！」

　廊ろう下かに出た楓花が、そう声にしたときだ。

「どこからはじめるのだ」

　聞き覚えのある声に飛び上がり、楓花は振り返った。視線の先に、煌慶が立っていた。







　遊江州しゆう侯こうから出された〝茶の問い〟。

　その答えを出すために必要なことを聞いた煌慶は、楓花を湖の見える四阿あずまやに誘さそった。

「龍国は、いくつもの戦乱の末に五国が統一された国だ。それは現在八州に分けられて、それぞれの領土を州侯が統とう轄かつしている」

　紅葉に彩いろどられた庭園を歩きながら、煌慶が言う。午後の日射しが湖を照らし、水面みなもを星のように輝かせていた。

　四脚きやくの椅い子すが円えん卓たくを囲む四阿に着く。煌慶は湖が見える椅子に楓花を座らせて、左ひだり隣どなりに腰を下ろした。

「八州のうち、最後に州となった遊江州だけが、戦いくさをせずに龍国の領土となった土地だ」

「茗聖様の出した一煎のおかげですね」

　煌慶は腕うでを組みながらうなずいた。

「当時の尤国は、殺さつ伐ばつとした土地だったと書物にある。いくつもの民族が内乱を繰り返し、平へい穏おんなときがなかった。作物が育っても焼け野原になり、民たみは飢うえ、その鬱うつ憤ぷんは王族に向けられた。その王族とて、満足な暮らしをしていたわけではなかったようだ」

「……とても大変な国だったんですね」

「宮きゆう廷てい内も派は閥ばつに割れて、荒あれていたらしい。いまのここのようにな」

　苦く笑しようした煌慶は、水面の眩まぶしさに目を細めた。

「戦をするほどの力もない国。だが、茶ちやの樹きだけは豊かだった。その土地を龍国の州とすれば、きっとこの国に栄はえをもたらす。その茗聖の意見を聞き入れた皇こう帝ていは、側近とともに内密に動き、条件付きで尤国王を説得し続けたのだ」

「条件？」

「民族間の平定、民を下僕とせぬこと、他州と同等に扱あつかうこと、国王を州侯とすること」

「それで、国王陛下は茗聖様を茶宴に招いたんですか」

「違ちがう。宰さい相しようの独断だ。書物にはそうとしか記されていないため、詳くわしい内情まではわからないが、俺はこう深読みする」

　嘆たん息そくした煌慶は、楓花に向かって言葉を紡つむいだ。

　国王と龍国宮廷との内密なつながりを察した宰相は、独断で茗聖を茶宴に招いた。大勢の者たちを前にした茶宴で、おそらくは──。

「──国王に恥はじをかかせる魂こん胆たんだったのではないかと、俺は考える」

（……恥？）

　困こん惑わくする楓花を横目にして、煌慶はまた苦笑をもらす。

「まるで、俺のようだな」

　獅国との宴うたげのことが、楓花の頭の中に浮かんだ。あのとき、斐周は楓花の用意した茶葉を盗ぬすませて、煌慶を陥おとしいれようとしたのだ。

「恥って、どういうことですか。宰相様は国王陛下の味方じゃないんですか？」

「荒れる国の宮廷とは、敵も味方も入り乱れるものだ。国の終しゆう焉えんともなれば、王族を退けて保身に走る者もあらわれる。宰相はおそらく、国王がなにかしらの粗そ相そうを茶宴で犯おかした後、己おのれが州侯の地位に就つくつもりだったのだろう。だが、茗聖が止めた。国王に恥をかかせなかった。〝国王を州侯とする〟という条件を、守るためにな」

　その条件を茗聖が守ったことによって、尤国は遊江州として龍国の領土となったのだ。

「……〝そなたの茶で、余に月を見せることができたなら〟」

　楓花は思わずつぶやいた。その一文に、なにかがある。けれど、そのなにかがわからない。

「国王陛下は、どのような人ひと柄がらだったんでしょうか」

「できうる限りのことを成そうとしていたという記述だけ、残されている。それでもどうにもならなかったのは、邪じや魔まをする者が大勢いたためだろう。きっと力のない己を憂うれい、自責の念に駆かられていたはずだ。俺にはわかる」

　国の未来を龍国に賭かけようとした、尤国王。一方、国王を引きずり下ろし、州侯の地位を狙ねらう宰相。けれど、茗聖がそれを許さなかった。条件を守るために。

（でも、本当にそれだけなのかな。もしかしたら茗聖様は、国王陛下が州侯にふさわしいって、思っていたんじゃないのかな）

　だとすれば、それに値あたいする人柄だったのかもしれない。楓花が支えたいと願う、目の前にいる人のように。

「すべて書庫の書物からの引用だが、尤国について俺が知りうるのはこれだけだ。茗聖自身がなにも残さず、風のように消えた人物だ。尤国王に出した茶についての記述も、言い伝えの一文しかない」

　その言葉に、楓花はびっくりして煌慶に見入った。

「もしかして……煌慶様。尤国について調べていてくださったんですか」

「あなたの力になれるかと思って、遊江州の歴史について昨夜ゆうべたしかめた。やはり記き憶おくのとおりだったが」

　記憶のとおり？　楓花はさらに驚おどろく。

「書物のすべてを、覚えていらっしゃるんですか!?」

　煌慶は片目を細めて、クッと笑った。

「あなたは俺を誰だれだと思っているのだ」

「す、すみません……！」

　慌あわてる楓花に、煌慶はまなじりを下げて優やさしく笑えんだ。

「過去が未来を教えてくれる。書物は俺にとって、常に指針となるものだ。過去に存在していた者たちに己を重ねるたびに、励はげまされ、奮起できるからな」

　そうささやきながら、また湖に視線を移した。風にそよぐ前まえ髪がみが煌慶の横顔にかかり、儚げな影かげを落とす。とたんになぜか楓花の目には、煌慶がいまにも消えてしまいそうに映った。

　あっ、と楓花は手を伸のばして、煌慶の袖そでをとっさに摑つかんだ。

「どうした」

　煌慶がけげんそうにこちらを向いた。どうしてそんなふうに見えたのか、わからない。それは勘かんのようなもの。しかしその勘が楓花の胸に、さざ波のように押し寄せてきた。

「──あの！　煌慶様。わたしになにか、隠かくしていませんか？」

　はっとした煌慶は、大きく目を見開いた。

「なぜ、そう思う」

「わかりません。でも……そんな気がして……」

　消えてしまいそうに見えたとは、言えなかった。不ふ吉きつな言葉に思えたからだ。

　右袖を摑む手に、煌慶が左手を添そえた。

「あなたにはなんでも話しているぞ」

「本当ですか？」

　煌慶は楓花をまっすぐに見返して、「本当だ」と微笑ほほえみ、

「楓花、いっさいの不安を退けろ。俺はあなたの力を、信じている。茶を淹れる相手のことを、深く思いやれるあなたのことを」

　楓花の手を強く握にぎった。

「だから、あなたも自分を信じろ」

　黒くろ水ずい晶しようのような煌慶の瞳ひとみが、楓花に語りかけていた。あなたなら大だい丈じよう夫ぶ。必ず正解を見つけ出せる。やりとげることができる──と。

（……きっと全部不安のせいだわ。こんなことじゃいけない）

　不安に駆られて迷いが生じたら、大切なことを見落としてしまうかもしれない。煌慶に勇気づけられ、思い直した楓花は〝茶の問い〟に集中した。

　尤国王については、知ることができた。次は茶葉と、そして器うつわだ。茶葉は茶さ房ぼうで探すことができる。問題は器、すなわち茶ちや杯はいだ。

（月光のごとく澄すんだ器……）

　すぐに思い浮うかんだのはガラスの茶杯だった。もちろん、茶房にも白はく瑠る璃りガラスの茶杯はある。しかしその形状は、楓花が想像するものではなかった。

「煌慶様に、お願いがあります」

「なんだ」

「できるだけ丸い、月のように丸みのある形状の、ガラスの茶杯を手に入れることはできますか？　試ためしてみたいので、お借りするだけでいいんです」

　煌慶の大きな手が、楓花の手をすっぽりと包み込んだ。

「手に入れられるありったけを、茶房に届けさせる」

　楓花の手を、煌慶はしばらくの間放さなかった。まるで、二度と握ることはないとでも言うかのように。
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　茶房に戻もどった楓花は翠明を手伝い、最後の客を見送ってから、茶葉についての思し索さくをはじめた。難しい顔で売り台に立っていると、翠明がふいに声をかけてきた。

「遊江州しゆう侯こう様は、あんたにずいぶん難しい注文を付けたみたいだね。配合しなくちゃいけないのかい？」

　茶ちや宴えんのことは伝えてあるが、翠明を心配させたくなくて、賭けについては黙だまっていた。噓うそをつくのは心苦しかったが、曖あい昧まいな返事でなんとかごまかす。

「そう、なんです」

「いつでも相談にのるから、最後までやりとげな。ご飯は用意しておくからね」

「はい。すみません、翠明さん。ありがとうございます」

　翠明は笑顔でうなずき、自宅に戻った。楓花はふたたび考えを巡めぐらせた。

「……黄金の茶」

　茶の水すい色しよくが黄金。そんな茶は無数にある。味がわかれば選べるのだが、言い伝えにはそれがない。嘆息した楓花は、売り台に並ぶ突とつ起きをつまみ上げて、茶葉を見下ろした。

　淹いれるべき相手は、もはや遊江州侯ではない。尤国王だ。

（わたしが茗聖様だとしたら、国王陛下にどんなお茶を淹れるかな）

　国王にふさわしい茶だろう。では、ふさわしいとは、なにか。どんな味のものなのか。考えてもわからなかった。とにかく、思いつく限りの茶を淹れてみるために、いくつかの茶葉を皿にのせて準備をはじめる。そのほとんどが、青茶に分類される烏ウー龍ロン茶ちやだった。

「……青茶か……」

　味では決められない。となれば、肝きもになるのは茶の水色だ。

　白磁の茶杯に茶を注ぎ、それぞれの水色を一心に確かめた。深みのある色合いのものから、早朝の淡あわい光を連想させるものまで、〝黄金〟と評される水色の濃のう淡たんの多さに、頭を抱かかえたくなる。だが、そうしている時間すら惜おしい。

「そうだわ、月を見てみよう」

　外へ出て、闇やみ夜よに月を探した。うっすらと半分欠けている月が、南の夜空に輝かがやいている。どこまでも澄んだその光は、純白に近い黄金だった。

「あんな色をしていたなんて、何度も見ているはずなのに気づかなかったな」

　見てよかったと微笑んだ楓花は、茶房に戻って濃こい水色の茶を除よけた。ふたたび外へ出て月を眺ながめ、茶房に戻って茶を除ける。それを何度も繰くり返し、三種の銘めい柄がらにまで絞しぼった。

　茶の注がれた、三個の茶杯を見下ろしたとき。

　突とつ然ぜん、孤空の声が突風のように、楓花の頭の中を過よぎった。

　──なんと簡単なこと。

「……あっ」

　目を見開いた楓花は、一個の茶杯を引き寄せた。その水色はまさしく、たったいま見た月光のごとき、黄金こがね色いろ。その名も──。

「──黄おう金ごん桂けい！」

　そう、とても簡単だ。言い伝えは茶の水色ではなく、茶葉の名をしめしていたのだ。

「雲うん流りゆう州しゆう原産、黄金桂……絶対にこれだわ」

　黄こう旦たんと呼ばれる茶種から摘つまれた茶葉は、かすかに桂けい花かの香かおりを漂ただよわす。さりげない甘みと癖くせのない爽さわやかさは上品で、雲流州となる前の繧うん国こく王が愛飲していたと伝えられる銘茶だ。まさしく、国王に出すにふさわしい。

　茶杯を両手に持ち、口に運んだ。なめらかで控ひかえめな甘みが、優しく喉のどを過ぎていく。同時に、初秋の風を連想させる清すが々すがしさが、ふくよかな花か香こうとともに楓花の全身を包んだ。

「……ああ、おいしいな」

　そうつぶやきながら、間ま違ちがいないと楓花は確信した。それとともに、孤空が一歩先へ行っている予感に苛さいなまれてくる。

（孤空さんは黄金桂だって、すぐにわかったんだ）

　そんな孤空に対して、楓花は何度も月を見たあげく、やっと悟さとった状態なのだ。やはり孤空は、茗聖の生まれ変わりなのだろうか。そんなわけはないと言い聞かせても、頭の隅すみに根強く残って、ふたたび気落ちしそうになってくる。

（……わたしは、負けるかもしれない……）

　瞬しゆん間かん、楓花は自分を叱しつ咤たした。

「なにを考えてるの。まだはじまったばかりじゃない」

　茶葉は決めた。次は、茶杯だ。茶宴まで、もう五日しかない。

「ううん、まだ五日もあるわ」

　必ずやりとげると誓ちかったのだ。絶対に勝つと決意しながら、楓花は黄金桂を飲み干した。
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　茶宴まで三日と迫せまった日の午後、二十個にもおよぶ小さな木箱が宮きゆう廷ていから届いた。

　楓花は茶房の閉店を待ってから木箱を開け、卓たくの上に茶杯を並べた。磨みがき上げられたガラスの茶杯は、すべて丸みを帯びた形をしており、文句なしに上質だった。

（……こんなにたくさん！）

　琥こ珀はく色いろのガラス、一点の濁にごりもない透とう明めいなもの、なんの意い匠しようも施ほどこされていないまっさらなものから、兎うさぎや龍りゆう、蝶ちようや花、鳳ほう凰おうが精せい巧こうに刻まれたものまである。ろうそくの灯あかりに照らされたそれらは、どれもため息が出るほど美しかった。

　腰こしに手をあてた翠明は、ずらりと並んだ茶杯に感かん嘆たんの声を上げた。

「すごい茶杯ばっかりだ。さすがのあたしも、いままで見たことのないものばかりだよ」

　煌慶が苦労をして手に入れてくれたことが、品しな揃ぞろえから伝わってくる。きっと奨文や冬輝も、奔ほん走そうしてくれたはずだ。

「これに茶を淹いれるのかい？」

「そうなんです。でも……」

　果たして、どれが〝月光のごとく澄んだ器〟なのか。口を閉とざして思案する楓花に、とうとう我が慢まんの限界とばかりに翠明が訊たずねてきた。

「ねえ、楓花。遊江州しゆう侯こう様は、あんたにどんな注文を付けたんだい？」

「……実は、茶宴でお出しするお茶を、月のように淹れなくちゃいけないんです」

　翠明がぎょっとした。

「そいつは大変だ。まるで茗聖の言い伝えみたいじゃないか」

　うっ、と楓花は言葉に詰つまる。賭かけのことだけは黙っていなければ。勘かんのいい翠明に怪あやしまれないように、慎しん重ちように言葉を選んだ。

「そ、そうなんです。余興のようなものなんですが……」

「余興とはいえ、相手は州侯様だもんねえ。あんたが切せつ羽ぱ詰つまってる様子なのも納なつ得とくしたよ。それで、茶葉は配合し終わったのかい？」

「あっ……と、いいえ。黄金桂をお出しすることにしました」

「なら、全部の茶杯に淹れてごらん。あたしも一いつ緒しよに決めてあげるからさ」

「ありがとうございます、翠明さん。すごく助かります！」

「いつでも相談にのるって言ったじゃないか」

　明るく笑う翠明とともに、作業台に茶ちや杯はいを運んで茶葉を用意する。時間をかけて、すべての茶杯に茶を注いだ。それらを順に盆ぼんにのせて、ふたたび卓の上に並べていく。

　茶杯に見入る翠明の横に立ち、楓花もそれぞれをじっくりと観察した。

　黄金色の水すい色しよくが輝く、二十個の茶杯。龍と鳳凰が刻まれているものは、雄お々おしく煌きらびやかだが違う気がした。蝶と花も愛らしいが、月には思えない。翠明も同じ意見で、それらを除よけることにする。さらに、丸みはあるが細長い形の茶杯も、琥珀色でほんの少し歪ゆがみのあるものも除いた。

　一個一個を吟ぎん味みして、やっと四個にまで絞る。翠明は兎が刻まれた茶杯と、横から見れば半月に近い形状の茶杯を指でしめした。

「あたしはこれとこれが月に見えるよ。あんたはどうだい？」

「わたしもです」

　二羽わの兎が追いかけっこをしている茶杯は、中秋節を祝うにふさわしい。もしも楓花が茶を出される立場だったら、まっさきに月を連想するだろう。けれど、相手は尤国王だ。

（大昔に生きていた国王陛下に出す茶杯……だとしたら、こんなに細やかな意匠のガラスの茶杯って、その頃ころにあったのかな）

　ふとそんなことを思ったとき、翠明が代弁するかのようにぽつりともらした。

「……けど、こんなに精巧なガラスの茶杯が、昔にあったかねえ」

「えっ、翠明さんもそう思いますか？」

「なんだい、あんたもかい？」

　翠明と顔を見合わせて、楓花はちょっと笑った。つられたように、翠明もクスッとする。

「なら、あれかもしれないよ」

　先ほど除けた、琥珀色でほんの少し歪みのある茶杯を指す。うなずいた楓花は、その茶杯を両手に持った。

「わたしもそう思います。きっとこれです」

　茶杯のなめらかな歪みが、指先に馴な染じんでいく。黄金の茶が、透明な琥珀色の奥でほのかに光っている。見れば見るほど、月に思えた。それなのに、これだと思えるのに、違い和わ感かんがぬぐえないのはなぜなのだろう。

　ため息をもらしそうになった寸前、翠明のお腹なかがグウッと鳴った。思わず笑いそうになった楓花に、翠明は照れもせずに豪ごう快かいに笑う。

「あたしのお腹がなにか食べたいってさ。茶葉も茶杯も決まったみたいだし、そろそろ夕ゆう餉げの支し度たくをするかね。先に戻もどってるよ」

「はい。ここを掃そう除じしたら、わたしもすぐに行きます」

　翠明の背中を見送ってから、楓花はふたたび茶杯を見つめた。

　きっとこれだ、これでいい。そう思いたいのに、疑念がむくむくと頭をもたげてくる。

（──違う）

　なぜ、そんなふうに思うのか。やはり選び間違えたのだろうか。戸と惑まどった楓花はすべての茶杯をまた並べてから、血の気が引く思いで呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

（──違ちがう。どれでもない、ここにはない……）

　瞬しゆん間かん、疑念がはっきりとした確信に変わった。

「……駄だ目め。全部違うわ、そんな気がする。煌慶様が集めてくれた茶杯なのに……」

　愕がく然ぜんとして、椅い子すに腰を下ろした。ぼんやりと二十個の茶杯を眺ながめながら、言い伝えにある尤国王の言葉を、頭の中で何度も繰くり返す。

　──〝そなたの茶で、余に月を見せることができたなら〟

（どうしてだろう。やっぱりこの言葉に、なにかがあるような気がしてしまう）

　たんに月を真似まねて、月に見えるように茶を淹れるだけでは駄目だ。この言葉の裏には、たぶん違う意味が隠かくされている。それを解かなければ……。

（……茶杯を、見つけられない）

　楓花は足の上で拳こぶしを握にぎった。







　やはり違う気がすると、楓花は夕餉の席で素す直なおに打ち明けた。それを聞いた翠明は、案じるように楓花を見つめた。

「あんたがそう思うってことは、きっと違うんだよ。明日あしたは休んでいいから、自分の勘を信じてじっくり考えてごらん？」

「い、いえ！　お仕事は休みません。茶さ房ぼうで働いていたほうがなにか思いつくかもしれないので、そうさせてください！」

「なら、午後から仕立屋に使いを頼たのむよ。奥方に渡わたす茶葉があるから、持って行っておくれ。そのまま休んでいいから、気晴らしに少し散歩するといい。無む闇やみに焦あせってるばっかりじゃ、思いつくものも思いつかないよ？」

　渋しぶる楓花に向かって、翠明はニッと笑った。

「遠えん慮りよしなさんな。あたしだってあんたに店を任せて、ちょくちょく出歩いているんだから。おあいこだよ」

　翠明の笑え顔がおに励はげまされた楓花は、ありがたくそうすることにして礼を伝えた。

　その夜、楓花は朝になるまで考え続けた。もう一度ガラスの茶杯に茶を淹れたり、外へ出て月を見上げたりしたものの、結局答えは出なかった。

　茶ちや宴えんまであと三日。振ふり出しに戻った焦りが、楓花を襲おそいはじめていた。
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　翌日の午後。

　翠明から使いを頼まれた楓花は、ぼんやりとしたまま外へ出た。尤国王の言葉に隠されている〝なにか〟が頭の隅すみでうずき続けて、苦しくてたまらない。

（早く答えを出さなくちゃ、いつまで経たっても茶杯を見つけられないわ）

　仕立屋の奥方に茶葉を渡し終え、重い気分のまま路地を歩く。焦ったところでどうにもならないと頭ではわかっているのに、焦しよう燥そう感かんに駆かられてしまう。

　孤空にはわかったのだろうか。簡単だと言い放ったのだ。きっとわかっているのだろう。

　うつむいた楓花は、歩きながら拳をきつくした。

　負けたくない、勝たなければ。獅国へは行かないと誓ちかったのだから、やりとげたい。そうしなければ、煌慶との約束を破ってしまうことになる。

　茶聖になって、煌慶を支えたい。自分のその願いすらも、叶かなわなくなってしまう……。

「流星茶房の茶師、楓花様」

　背後からふいに名を呼ばれ、驚おどろいて振り向く。黒こく檀たん色の袍ほうに身を包み、あごに鬚ひげをたくわえた壮そう年ねんの男が立っていた。拝礼する袖そでの裾すそには、大地を駆かける獅し子しが銀糸で刺し繡しゆうされている。楓花はとっさに後あと退ずさった。

（──獅国宮きゆう廷ていの人だわ！）

　拝礼を解いた男が、距きよ離りを詰つめて来た。

「主上陛下より事情はお聞き及およびかと存じます。旅の準備は終えられましたかな？」

　どこからかつけられていたらしい。駆け出して逃にげなければと思うのに、あまりに突とつ然ぜんのことで身がすくみ、退くのがやっとだ。

「な……んですか。わ、わたしは茶宴を終えるまでは、どこへも行きません！」

「その件については、左さ丞じよう相しよう閣下からの伝にて存じております。右丞相閣下からも招きの一報が届いておりますので、ご安心を」

「だったら、どうして……」

「先ほどこちらに到とう着ちやくいたしました、我が国王陛下がお会いしたいとのことゆえ、お迎むかえに上がった次し第だいでございます」

　獅国王の姿が、楓花の脳のう裏りに浮うかび上がった。異人のような風ふ情ぜいがある、彫ほりの深い端たん整せいな顔立ち。武人特有の冷れい徹てつな気配を漂ただよわせた、琥こ珀はく色いろに輝かがやく野や獣じゆうのような鋭するどい瞳ひとみ。下僕から剣けんの腕うでだけでのし上がり、国王にまでなった男の顔をはっきりと思い出して、震ふるえが走った。

「あ……会いたくありません。帰ってください！」

「お連れすると約束したのです。もしもあなたをお連れできなければ、私は陛下に命を奪うばわれかねません」

　ゾクリと楓花の背筋が凍こおる。男はにんまりと口角を上げた。

「私はまだ、生きていとうございます」

　噓うそかもしれない。でも、本当だったら？　両手をきつく握った楓花は、男を睨にらみすえた。

「……わかりました。会います」







　男と楓花を乗せた軺よう車しやが、都を走る。いくつもの通りを過ぎた先に、高級な客きやく亭ていが連なる一いつ郭かくが見えてきた。

　やがて、獅国王が滞たい在ざいしている客亭に着く。男に案内されながら、楓花は後ろを歩き続けた。

　池にかかる石橋の先に、離り宮きゆうかと見まがう建物がそびえている。石橋を渡り、庭園を過ぎて建物に足を踏ふみ入れると、回かい廊ろうの奥に二人の武官が立つ両開き扉とびらがあった。

「こちらへ」

　男に招かれて、楓花は扉の前に立つ。武官が扉を引き開けると、庭園が一望できる室内が視界に飛び込んだ。円えん卓たくや椅子、簞たん笥す、配されている調度品には、すべて漆うるし塗ぬりが施ほどこされている。黒一色の静せい寂じやくに包まれた空間に、庭園を眺めている人物がいた。

　しなやかな姿体の後ろ姿を目にした楓花は、とたんに怖おじ気づきそうになった。

（……獅国王！）

　退こうとした楓花の背中を、男が軽く押した。

「楓花様をお連れいたしました」

　獅国王がゆっくりと振り向く。その顔を目にした瞬間、楓花は宴うたげのときに引き戻もどされる思いがした。立ちすくんでいると、男にふたたび背を押される。振り返ったときには、すでに扉は閉とざされていた。

　腕を組みながら向き直った獅国王が、片目を細めてニヤッと笑んだ。

「久しぶりだな。茶師の娘むすめ」

　そう言うと、扉口に立つ楓花に近づいて来る。獅国王を間近にしたとたん、腰こしの鞘さやにおさめられた剣に気づいてひるんだ。だが、こんなことに時間を費ついやしている暇ひまはない。

　意を決して顔を上げ、獅国王を見返した。

「わたしに、なんのご用ですか」

「そんなに棘とげのある声を出すな。俺の招きを主上が断ったというから、直接おまえを説き伏ふせるために、遠路はるばる来てやったんだぞ。むしろ、礼を言うべきだろう」

（わたしを説得するために、わざわざ？）

　楓花は困こん惑わくして、顔をしかめた。

「どうして……そんなにしてまで、わたしを招きたいんですか」

「おまえの作った擂茶が飲みたいからだ」

（えっ……それだけ？）

「つ、作り方はご存知ですよね？　それをどなたかに伝えたら、その方が淹いれてくれるのではありませんか」

「そうしてみたが、おまえの味とはまったく違ちがう。おまえの味には懐なつかしい祖母の面おも影かげがある。だが、誰だれが作ってもそうならない」

　獅国王がさらに近寄る。退いた楓花の背中が、扉にあたった。

「なぜ断る？　なにが不満だ」

「……陛下の国へ行ったら、この国にいつ戻れるかわからないからです」

「主上にそう言われたのか？」

「そうです」

　目前に立った獅国王は、子どものいたずらを眺ながめて楽しむかのように、クッと笑った。

「さすがは深読みの主上。バレていたか」

「えっ……？」

「宴のとき、おまえは命を賭かけて俺に茶を淹れた。そんな茶師は、おまえを措おいてほかにはいない。だから俺はどうしても、おまえを手に入れたい」

　楓花のあごを、獅国王が片手で摑つかんだ。その手を払はらいのけた楓花は、精せい一いつ杯ぱいの眼光で睨みすえた。

「わたしが命を賭けたのは、この国の皇こう帝てい陛下を支えたいと思ったからです。招きを受けて留め置かれたとしても、陛下に対して同じようにはできません！」

　瞠どう目もくした獅国王は、なぜか嬉うれしそうに口元をほころばせた。

「どこにでもいそうな娘のくせに、ときどき恐おそろしいほど強い目をする。そういう目をしたおまえは誰よりも美しいぞ」

　右の手首を強く摑まれて、逃げられない。もう片方の手が、楓花の頰ほおに触ふれた。

「いますぐに招きを受けろ。そして俺の茶師になれ。なんでも好きなものを与あたえてやる。どんな贅ぜい沢たくもおまえの望むがままだぞ。俺の招きを受けると、主上に言え──」

「──嫌いやです！」

　獅国王が押し黙だまる。楓花は思いの丈たけをぶつけた。

「わたしはなにもいらない、いらないんです！　贅沢な暮らしをしたいと思ったこともありません。わたしはただ……」

　ただ、煌慶のそばにいたいだけ。その強い思いが胸に溢あふれて、目に涙なみだが浮かんできた。それをぐっと堪こらえて、楓花は声を荒あららげた。

「わたしは、この国の茶師です。皇帝陛下を支えたいと願う茶師です。それが叶うのなら、ほかにはなにもいりません！」

　獅国王の手の力が一いつ瞬しゆんゆるむ。その隙すきに獅国王の手を振ふりほどき、横をすり抜ぬけようとした、矢先。

「ならば、力ずくで連れて行くしかないな」

　獅国王が扉に手を突つく。動きを封ふうじられて、楓花は叫さけんだ。

「帰してください。わたしは宮廷の茶師です！」

　勝ち誇ほこったように、獅国王が笑った。

「まだだろう」

「すぐにそうなります！」

　声にしたとき、とうとう楓花の頰に涙が流れる。本当にそうなれるのか。自信を失っていく情けなさと悔くやしさが、涙になってどっと溢れ出た。

　この悔しさは、孤空の存在のせいじゃない。

　そうなれないのではないかと疑っている自分自身が、許せなくて悔しいのだ。

「帰してください。わたしはどこへも行きません！」

　孤空の脅きよう威い、斐周の存在。それらがあるいま、この国を離はなれたくない。自分の力がどんなに小さいものだとしても、煌慶の力になって支えていたいからだ。

「いま、この国を離れるわけにはいかないんです！」

　楓花が声を張り上げると、獅国王は困り果てたように眉を下げた。

「……なにも泣かなくてもいいだろう」

　右手の甲こうで楓花の涙を乱暴に拭ぬぐう。ビクッと身体からだを縮ませて、怯おびえながらうつむく楓花を、獅国王がのぞき込んできた。

「悪かった。おまえをからかっているうちに、少し力が入りすぎたらしい。いいから、泣き止やめ。おまえを取って食うつもりはない」

「……えっ？」

　からかわれた？　疑心を抱いだきながら、楓花はおそるおそる獅国王を見上げる。喜劇を楽しんでいるかのように、煌こう々こうと瞳ひとみを輝かがやかせて苦く笑しようしていた。どうやら、本当にそうらしい。

「わ、わたしを……からかったんですか」

「おまえを気に入っているのは本当だ。とはいえ、これでも俺は国王だ。おまえに会うためだけに国を渡わたったわけじゃない」

　目を眇すがめて、意地の悪そうな笑えみを作る。

「やはり芯しんのある娘だな、ますます気に入ったぞ。おまえにそんなにまで思われる主上が、憎にくらしくなってきた」

　わけがわからなくて、楓花は混乱しながら袖そでで涙を押さえた。直後、扉とびらの向こうで騒そう々ぞうしい物音が立つ。

　楓花から退いた獅国王は、落ち着き払った様子で腕うでを組み、扉を見た。同時に扉が開け放たれる。振り返った楓花は、言葉を失った。

「──俺の茶師になにをしている」

　激げき昂こうをあらわにした煌慶と冬輝が、そこにいた。とたんになぜか獅国王は、クスクスと笑みをもらす。煌慶が獅国王を睨ねめ付けた。
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「なぜ笑う」

「いや……まあ、待て」

　ひとしきり笑った後で、扉を閉めろと武官に命じる。扉が閉とざされてから、獅国王は声を潜ひそめた。

「……来たな、主上。俺の茶番にまんまと誘さそわれたわけだ」

「なに？」

「貴き殿でんの茶師を気に入っているのは本当だ。招いて留め置き、強ごう引いんに手に入れようと企たくらんだことも白状する。が、それよりも……」

　煌慶に近づいて目前に立ち、目め尻じりをつり上げた。

「……いったいなにをしている？」

「なにがだ」

「鼠ねずみをまだのさばらせていたとはな。そろそろ退治したかと考えていた矢先に、鼠から伝が届いて驚おどろいたぞ、主上」

　目を見張る煌慶に向かって、獅国王は眼光を強めた。

「俺は貴殿でなければ友好を結ぶ気はない。その貴殿が鼠のせいで失しつ脚きやくでもしたら、貴殿を信じた俺の面目も宮きゆう廷ていで丸つぶれだ。俺の国には戦いくさをしたがっている輩やからがまだいるのだ。それを説き伏ふせた俺の苦労が水すい泡ほうに帰す。即そく位いしたとたんに信用を失う国王が、笑い話の言い伝えになることだけは避さけたいからな」

　息をのんだ煌慶は、獅国王を凝ぎよう視しした。

「俺に直接それを言うために、この国へ来たのか」

「そうだ」

「どうして宮きゆう殿でんに来ない？」

「できるだけ鼠は避けたい」

　ニヤリとした獅国王に、煌慶は深く嘆たん息そくした。

「……俺を呼び寄せるために、楓花をここへ誘ったのか」

「そうだ。俺からの招きの一報を受けて、貴殿の宮廷に動きがあったとすれば、大事な茶師に護衛を付けていたはずだ。その護衛は、必ずこのことを貴殿に伝える。そうすれば、必ずあらわれるだろうと読んで謀はかった。許せ」

　びっくりした楓花が冬輝を見ると、うなずきで応こたえてくれた。

　翼仁が茶さ房ぼうを見張ってくれたのは、茶会までのことだと思っていた。だから、それからも護衛が付いていたとは、思いもよらなかった。

　楓花はずっと、煌慶に陰かげながら守られていたのだ。

（……知らなかった）

　胸に熱いものが込み上げてくる。楓花を一いち瞥べつした煌慶は、どこか気まずそうに小さく笑んだ。

「手の込んだことをしたものだな。書で知らせればよいものを」

「深読みの主上を、俺なりの読みで誘うのも一興かと考えた。楽しめただろ」

　眉まゆをひそめて苦笑した煌慶は、腕を組むと視線を落とした。

「……やはり慮おもんぱかっていたのだな」

「勘かん違ちがいするな、貴殿のためじゃない。俺自身の立場のためだ」

「わかっている……が、貴殿があらわれることまでは、さすがに想定外だった」

「下僕から王になったのだぞ。そもそも俺は想定外だ」

　同意するように、煌慶は口の端はしをかすかに上げた。獅国王も小さく笑み、息をついてから語気を強めた。

「もう一度言う。俺は貴殿でなければ友好を結ぶ気はない。いつまでもこのままでは、他国に隙を与あたえるぞ。現に、俺の知るところとなっているんだ。早くしなければ他国にも気づかれるだろう。そうなれば、我が国の出方も変えざるを得ない」

　厳しい忠告に、煌慶は笑みを消して獅国王を見すえた。

「どうしてそこまで、俺に肩かた入いれする？」

「貴殿は俺に対して率そつ直ちよくだ。信ずるに値あたいする人ひと柄がらだと俺は見ている。そしてそれ以上に、以前の俺と似たような境きよう遇ぐうに置かれているからだ」

　だから、早く宮廷をおさめろ。鼠を──斐周を失脚させろ。獅国王はそれを伝えるために、煌慶に会いに来たのだ。

「重い腰こしを上げろ、主上」

「もう上げている。貴殿のせいで、焦あせる事態になったからな」

　そう言った煌慶が、楓花をまたちらりと見やる。その様子に、獅国王は高らかに笑った。

「ならば、俺の方便も少しは役に立ったわけだな」

「方便でもないのだろ」

　獅国王はニヤリとしただけで、明言を避さけた。

「せっかくだ。貴殿も茶ちや宴えんに来るがいい」

「その件は耳にしている。貴殿の茶師が負けたとき、俺の国の者になると聞いたぞ。それについては大だい歓かん迎げいだ」

「そうはならないから、安心しろ」

　きっぱりとはねつけてから、煌慶は姿勢を正した。

「貴殿の忠告、心から感謝する。数日のうちに我が宮廷はおさまると、貴殿に約束する」

「信じるぞ」

　獅国王が眼まな差ざしを険しくする。

「使者の男は心配するな。アレは鼠との連れん絡らく役だ。少々癖くせのある男だが信しん頼らいできる。俺が保証する」

　煌慶はけげんそうに片目を細めた。

「そうは思えなかったぞ」

「だからいいのだ。他国の鼠どもが信用して、悪わる巧だくみを吐と露ろしやすいからな」

　合が点てんがいったとばかりに、煌慶は表情を和やわらげた。

「わかった。話は終わりか」

「終わりだ」

　冬輝が扉を押し開ける。室内を出ようとしたとき、煌慶がふと振ふり返った。

「貴殿の即位、真まことに喜ばしい。祝いの品は、少し待て。考えている」

　腕を組んで見送る獅国王が、ほくそ笑んだ。

「やはり、招きは受けてくれないのか」

　そばに立つ楓花の肩に、煌慶が手を添そえた。と、その手の力が一いつ瞬しゆん強まった。

「教えてくれ。もしも俺があらわれなかったら、貴殿はどうするつもりだったのだ」

　笑んだまま、獅国王は本気とも冗じよう談だんともとれる語調で答えた。

「──貴殿の茶師を、連れ去っただろうな」
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　いつの間にか、外は闇やみに包まれていた。

　翼仁がたづなを引く軒けん車しやの馭ぎよ者しや台に、冬輝が上がる。軒車に揺ゆられながらまぶたを閉じた煌慶は、地の底に伝わりそうなほど深く嘆息した。

「冬輝の部下に、交代であなたの邪じや魔まにならないよう護衛させていた。使者について客きやく亭ていに行ったと知らされたときは、心臓が止まるかと思ったぞ」

「申し訳ありません……軽けい率そつでした」

　目を開けた煌慶が、気き遣づかわしげに楓花を見つめた。

「いや、違うな。あなたは軽率なことをしない。一いつ緒しよに来てくれなければ己おのれの命が危ないとでも、使者に言われたのだろ」

　言い当てられて、楓花は目を丸くした。

「……図星か」

　眉を下げた煌慶は、しょうがないなと言うかのように、楓花の頭にそっと手を置いた。大きな手を頭に感じたとたん、楓花の目にふたたび涙なみだが込み上がった。

　からかわれたのだとしても、獅国王は怖こわかった。まだ、身体からだの奥に震ふるえが残っている。その心細さを、煌慶の指先が払ふつ拭しよくしていく。

　守られている感覚に甘えたくなって、楓花は少しだけ身を委ゆだねた。

「ありがとうございます、煌慶様。冬輝さんも翼仁さんも……それに、護衛をしてくれていた方も……」

「気にしなくていい。獅国王の真意はどうあれ、会えて話せたのは貴重だった。しかし、あなたに怖い思いをさせたことにはかなり腹が立っている。大だい丈じよう夫ぶか？　なにもされてはいないだろうな」

「はい、わたしは大丈夫です」

　煌慶は心底安心したように息を吐はいた。

「……あなたが無事だったのなら、俺はそれだけでいい」

　その深い思いやりが胸の奥にしみていく。煌慶はいつもそうだ。だからこそ、ずっとそばにいたいと、支えたいと願わずにはいられないのだ。

（それなのに……）

　茶ちや杯はいのことを思い出して、楓花はうつむいた。

「どうした」

「……煌慶様、わたしは茶宴でお出しする茶杯を、まだ見つけられないでいるんです」

「あの中にはなかったのか」

「たくさん届けてくださって、ありがとうございます。どれも素す晴ばらしい茶杯でした。だけどどうしても、どれも違う気がするんです」

　言葉にしたとたん、弱音を吐いた羞しゆう恥ち心しんに襲おそわれた。

「あっ……あの、すみません！　茶葉は黄金桂と決めています。あとは茶杯だけなんです。絶対に探し出しますから、いまの言葉は忘れてください」

「いいや、忘れない。俺はあなたに、無む茶ちやなことを強しいているとわかっている。だから、俺にはなにを言ってもいい。我が慢まんするな」

　こんなことじゃいけない。絶対にやりとげるのだと胸を張らなければならないのに、その自信の灯ともし火びが消えかかっていた。

「……わたしは、茗聖様の生まれ変わりではありません。だから、もしかしたら……」

　孤空に負けてしまうかもしれない。喉のどまで出かかった言葉を、楓花はのみ込んだ。

「諦あきらめるにはまだ早いな。あなたは最後の最後まで諦めない。そういう茶師だと俺は思っている。そういうあなただから、運命を共にすると俺は決めたのだ」

　すらりとした煌慶の指が、楓花の髪を愛いとしげに梳すいていく。

「……雲流州原産の黄金桂は、たしか繧国王が愛飲したほどの銘めい茶ちやだったな。なるほど、尤国王に出すのにふさわしい茶だ」

　楓花は驚おどろいた。そんな楓花を横目にして、煌慶はいたずらっぽく笑えんだ。

「茶について、俺も少しは学んでいるのだぞ」

　あなたの力に、少しでもなりたくて。言葉にはしなくてもその思いが伝わって、楓花の胸を熱くした。

　諦めたくない、最後までしがみつきたい。この大きな手のそばにいたい。そばにいて、この人の力になりたい。だから、やりとげなければいけない。なんとしてでも。

「……諦めません、最後まで。必ず、やりとげます」

　楓花は足の上で両手をきつく握にぎった。

「わかっている」

　そう言って、煌慶は楓花の頭を掌てのひらで包み、肩にそっと引き寄せた。煌慶の肩に頰ほおを寄せた楓花は、それでも不ふ甲が斐いない自分がやるせなくて、声を殺しながら涙を流し続けた。
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　通りに停とめられた軒車から降りて、煌慶と別れた。茶さ房ぼうへ戻もどる道すがら、ついて来てくれる冬輝に礼を言う。冬輝はニッと軽かろやかに笑んだ。

「あんな陛下を見たのは、久しぶりだったなあ」

「……えっ？」

「なにがあっても感情的にならない方だが、きみが使者と一緒に客亭に入ったって知らされたとき、すごい剣けん幕まくで宮きゆう殿でんを出たんだぞ。変装もせずにな」

　それなのに、楓花には一度だって声を荒あららげなかった。ただ優やさしく慰なぐさめて、励はげましてくれただけだ。

　その思いに、応こたえたい。いや、応えなければいけない。グズグズといつまでも落ち込むのはもうやめよう。楓花はあらためて気を引き締しめた。

「護衛の方がいたなんて、知りませんでした。冬輝さん、ありがとうございます」

「きみは宮きゆう廷ていに上がるべき茶師だ。その茶師を守るのも、俺たちの仕事のうちだからな」

　照れくさそうに髪かみをくしゃりと握ると、ふと夜空を見上げた。

「見ろよ、楓花。月が太ってきたぞ」

　その表現が面おも白しろくて、楓花はやっと小さく笑えた。涙の痕あとが残る目を月に向けると、ぼんやりとにじんで輪りん郭かくがぼやけていた。

（煌慶様に弱音を吐いて泣くなんて。こんなことじゃいけない。気をたしかに持って、早く茶杯を見つけなくちゃ……）

　指先で目め頭がしらを拭ぬぐおうとした──寸前。

「──あ」

　瞬間、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきが走り、楓花は足を止めた。

「どうした？」

　振ふり返った冬輝に構わず、楓花はわざと目を細めて月を見た。目を見開き、ふたたび眇すがめ、何度もそれを繰くり返す。そうしながら、ずっとひっかかっていたことが解けていく感覚に、全身が打ち震えた。




　──中秋の月が輝かがやく夜。




　尤国王はなぜ、〝そなたの茶で、余に月を見せることができたなら〟と、茗聖に言ったのか。

（……〝見せる〟ことが、〝できた〟なら？）

　月ならば、夜空にある。見上げればそこに、月は輝いていたのだ。それなのに尤国王は、茶で月を見せてくれと茗聖に願った。ともすれば、龍国とのつながりを断たち切るかのような難題に思える。けれど、そうではない。

（……ただの、難題じゃない）

　尤国王は難題の裏に、別の意味を隠かくしていたのだ。すなわち──。




　──余には、夜空の月がよく見えない。




　視力が弱い。弱っている目に、月をはっきりと映すことができない。けれど、そのことはけっして誰だれにも悟さとられたくない。

　敵だらけの茶ちや宴えんで、小さな茶杯を取り落とせば、大勢の者にそのことが知られてしまうだろう。そうなれば、隙すきを与あたえてしまう。州しゆう侯こうの座を奪うばわれ、取り返しのつかないことになる。




　──だから、大きな。




　楓花は両手で、茶杯を持つ仕草をした。




　──取り落としてしまわないよう、できるだけ大きな。




　さらに、その両手を広げる。




　──中秋の月のように、大きな茶杯に、茶を淹いれて欲しい。




　それが、尤国王が茗聖に伝えた真の意味だ。

　楓花は自分が広げている両手に見入った。その手の中におさまる茶杯が、突とつ風ぷうのように脳のう裏りに浮うき上がる。

　酒しゆ杯はいのような、大きく平べったい白磁茶ぢや碗わん。ガラスではないが、質感は似ていた。似ていると思わせる理由は、精せい巧こうに刻まれた蓮はすの花の透すかし模様だ。

「──あの露ろ店てん！」

　駆かけ出した楓花を、冬輝が呼び止めた。

「おい、どうしたんだよ！　待て、どこへ行くんだ!?」

「露店です！　手に入れたい茶ちや杯はいがあるんです！」

「銭は持ってるのか!?」

「あっ、ないです……けど、急がないと売れてしまうかもしれません！　必ず返しますから、支し払はらいをお願いしてもいいですか!?」

「なに言ってんだ。俺は鄭家の坊ぼつちゃんだぞ。そんなケチなこと言うわけないだろ！」

「で、でもっ！」

「ぐちゃぐちゃ言うな！　俺に任せろ！」

「ありがとうございます！　わかりました、全力で値切ります！」

　楓花は冬輝とともに、通りを駆け抜ぬけた。
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　息をきらせて露店に着くと、煙管キセルをくわえた店主が笑った。

「おおっ、覚えてるぞ、あんたらか」

「あの茶碗を！　酒杯みたいな茶杯をくださいっ！」

　あー……と顔をしかめた店主は、ぼりぼりと頭をかいた。

「皇こう都とにはあんたみたいな変わり者が、他ほかにもいるんだよなあ。だからここでの商売はやめられないってもんでね。夕方売れちまったよ」

　売れた!?　楓花は愕がく然ぜんとして立ちつくした。

（まさか……買ったのは孤空さん!?）

「ど、どんな人ですか？　買ったのは若い僧そうの方ですか!?」

「若い僧？　いや、違ちがう。じーさんだ」

　はあ、と楓花は息をつく。そうであれば、その〝じーさん〟をなんとしてでも探し出して、茶宴のときだけ借りるしかない。

「どんな人ですか？　どうしてもあの茶杯をお借りしたいんです。なんでもいいので教えてください！」

「そうだなあ……白髭ひげを伸のばしてて、若い男を連れてたな。そいつがじーさんを〝先生〟って呼んでて……ああ、そうそう！　じーさんはその若いヤツを、たしか〝さいこう〟って呼んでたぞ」

　安あん堵どのあまり、楓花はその場にへたり込みそうになった。采さい向こうという名の文士見習いを連れて歩く〝じーさん〟は、都広しといえども一人だけだ。

「賀孟さんだわ……！」

　冬輝もわかったらしく、クスクスと笑っている。

「だな。よかったな、楓花。一件落着だ」

「はい。お屋や敷しきに行ってみます」

　茶杯はあった。茶葉も決めた。後はそれを淹れるだけでいい。けれど、もう一つなにかが足りないように思う。

（尤国王が取り落とさないように、茶杯を目立たせなくちゃいけない気がする……）

　夜空に浮かぶ大きな満月。それを再現するには、茶杯の下に闇がなければいけないのではないか。

「店主さん、黒い敷しき物もののようなものはありませんか？」

「敷物？　いや、そういうのはねえ……けど、マントとかいうもんならあるぞ」

　大きな麻あさ袋ぶくろの中に手を入れて、店主がなにやら探しはじめた。やがて、光こう沢たくのある墨すみ色いろの、厚手の天鵞絨ビロードを取り出して見せてくれた。

「異国の貴族の外衣らしい。これっくらいしかねえなあ」

　広げるとかなり大きい。天鵞絨の手て触ざわりはなめらかで上質だ。汚よごれてはいるが、丁てい寧ねいに洗い落とせばきれいになるだろう。手を加えたら、茶杯の下に敷しくのにちょうどよさそうだ。その様子が楓花の頭の中に、ありありと浮かんだ。

「うん、いいわ！　いくらですか？」

　値段を聞いた楓花は、店主が音を上げるほどぎりぎりまで値切り、とうとうただ同然で手に入れたのだった。
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　賀孟の屋敷へ着いた楓花と冬輝を、灰色の道どう袍ほうに身を包んだ采向が迎むかえてくれた。

　大量の木簡や書物に囲まれた書しよ斎さいに通されると、文ふ机づくえを前にして床ゆかに座る賀孟は、驚おどろいたように二人を見る。その両手には、夕方買ったばかりの茶杯がのっていた。

「おや。いきなりどうした、楓花？　奨文の仲良しを引き連れて」

「いや、俺は奨文の仲良しじゃないですから。けっして」

「そうかの？　いつも金魚の糞ふんみたいに一いつ緒しよではないか」

　ホホッと賀孟が笑うと、冬輝は「心外だ」とつぶやき、げっそりした顔でうなだれた。

「あのっ、賀孟さん！　その茶杯を少しの間、お借りすることはできませんか!?」

「これを？　まあ、おまえさんの頼たのみであればやぶさかではないが、使い道を教えてくれんとなんとも言えんのう」

　どこまで話せばいいものか。迷った楓花は冬輝を見上げる。腰こしに手をあてた冬輝は、楓花の代わりにさらりと答えた。

「宮きゆう廷ていで茶宴をするんですよ。楓花はそこで茶を淹れる。で、その茶杯がいる」

「ふーん。しかし、宮廷にも茶杯はあるであろう？」

　茶杯を貸すことに渋しぶっているというよりも、どうしてこの茶杯でなくてはいけないのかを聞きたがっているようだ。冬輝はため息をついた。

「奨文の叔父おじ上うえなら、まあいいか。茶を淹れる相手は遊江州しゆう侯こうで、楓花は茶で月を見せなくちゃいけないんです。それで──」

「──楓花！　おまえさんは茗聖の言い伝えを、再現するつもりか!?」

「そうです。それで、その茶杯をどうしても使いたいんです！」

　以前露店で見つけていたこと、どうしてその茶杯でなければいけないのかを、楓花は説明した。それを聞いた賀孟は、目玉が落ちそうになるほど瞠どう目もくした。

「……おまえさんはそのことを、一人で思いついたのか？　尤国王の目のことを」

「えっ！　賀孟さん、ご存知だったんですか!?」

「まさか！　わしがいままで目にしたどんな書物にも、残っておらんことだ。知るわけがない。が、もしもそれが真実であれば、この茶杯の由来からして、たしかにうってつけ……！」

　まじまじと茶杯に見入った賀孟は、とうとうと語りはじめた。

「この茶杯は、〝月げつ下か蓮れん花か紋もん〟と名の付いた品を、無名の職人が真似まねたものであろうとわしは予想する。無名とはいえ、かなり精巧に作られておる。この蓮の花の透かし模様は、まるで絹糸を編んだかのように繊せん細さい。おかげで白磁であるのに、ガラスのような澄すんだ質感を醸かもし出している逸いつ品ぴん。これが露店の片かた隅すみにぽつーんと置かれておっての。なぜゆえこれが売れ残っているのかと、わしは自分の目を疑ったわ」

「その〝月下蓮花紋〟って、なんですか？」

「昔話の中にある茶杯の名だ。その昔、尤国に母親思いの職人がいた。目が悪い母親は、いつも茶杯を取り落とす。それを見かねた息子むすこが母親のために、大きな茶杯を作った。月の下に咲さく蓮の花が、母親の手を招いてくれるように、とな。その名が〝月下蓮花紋〟。まあ、親子はこうあるべきという、教訓めいた他愛のない物語にすぎぬのだが、無名の職人がそれを想像して作ってみたのであろう。そうして時を経て、いまわしの手の中にあるとは。なんとも素す晴ばらしき出会い……！　しかし、おまえさんもこいつに目を付けていたとは、なかなかの目め利ききだのう、楓花」

「だって、それが一番目立ってきれいだったんです」

　そのとおりだとうなずいた賀孟は、フフッと目め尻じりを下げた。

「楓花。おまえさんの考えが正しければ、茗聖の言い伝えを再現する場に、これはまさにふさわしい。この茶杯もさぞかし喜ぶことであろう。ほれ、木箱に仕し舞まうから持っていけ」

　そっと木箱にそれをおさめてから、楓花に差し出した。

「ありがとうございます！　大切に使います、絶対に傷なんて付けずにお返しします！」

「うむ！　おまえさんのことだ、それは心配しておらん」

　その口ぶりは、心配の種がほかにあるかのようである。

「……なにか、気がかりなことがあるんですか？」

　木箱を胸に抱かかえた楓花を見て、賀孟はふーむと髭を撫なでた。

「おまえさんはその茶ちや杯はいに、〝どんな茶〟を淹いれるつもりかの？」

「黄金桂です」

　違う、違うと賀孟は首を左右に振ふった。

「茶葉ではない。〝どんな茶〟を淹れるのかと、訊きいておる」

　……え？　楓花は困こん惑わくした。すると、腕うでを組んだ賀孟は、含ふくみ笑いで目を眇すがめた。

「大きな茶杯に茶ちや盤ばんは、ちっと見み映ばえがよくないのう？」

　楓花ははっとする。賀孟の言うとおりだ。いつもどおりでは不格好な所作で、茶を淹れることになる。それは、茶を楽しむ時間の邪じや魔まをする。目め障ざわりだ。

　──あなたの所作には、無む駄だが多い。美しさの欠片かけらもない。

　忘れていたはずの孤空の言葉が、楓花の頭の中に蘇よみがえり、こだました。
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　すっかり夜が更ふけた頃ころ、楓花は冬輝と別れて茶さ房ぼうに戻もどった。

　いったん自宅へ向かい、使いを済ませたことを翠明に伝えて帰りが遅おくれたことを詫わび、答えを見つけたと木箱を見せた。翠明は自分のことのように喜んでくれた。だが、まだやらなければいけないことがある。

　茶房を使う了りよう承しようをもらって、楓花は夕ゆう餉げもそこそこに自宅を出た。茶房に入って黄金桂の茶葉を皿にのせ、ろうそくを灯ともして作業台に立つ。木箱から茶杯を出して、試ためしに茶盤に置いてみる。予想してはいたが、やはり茶盤から茶杯がはみ出した。

「……賀孟さんの言うとおり、茶盤は使えないわ」

　いつものように、茶を淹れることはできない。孤空の真似をして茶杯を温めようにも、もう一個茶杯が必要になる。なによりも孤空の技わざは、一日二日で会え得とくできるようなものではない。

「……ううん、それじゃ駄目」

　せっかく手に入れた〝月下蓮花紋〟を真似た茶杯だ。これだけを目立たせたいのに、ほかにも茶杯があるのはよくない。なにより、美しくない。

「美しさ、か……」

　茶を淹れることの美しさ。それを孤空は、知っている。

　野心を抱いだく孤空とは、相あい容いれない。それでも、茶会のときの孤空のたたずまいは、時の流れを忘れてしまうほどに無駄がなく美しかった。

　どんな人にも見習うべきことはある。耳も目も塞ふさいでそのことから背を向けてしまったら、もう一歩先へ行けないのではないか。ふと、そんなことを楓花は思った。

「この茶杯を目立たせるためには、孤空さんのように無駄のない所作じゃないと、いけない気がする」

　いっさいの無駄をはぶき、月はここだ、ここにあると、茶杯だけをしめしたい。そうであれば、むしろいっそのこと。

「茶盤も急きゆう須すも……風ふ炉ろもいらない」

　自分の言葉に驚いてしまった。どうしようかと嘆たん息そくして、一度落ち着くために椅い子すに座る。そうして目を閉じ、深呼吸を繰くり返す。

　大きな茶杯にどんなふうに茶を淹れたら、美しいのだろう。どうしたら尤国王は粗そ相そうをせずに、ひといきに飲み干せるのだろう……。

「……ん？　ひといき……？」

　はっとして、楓花は目を開けた。

　視力の弱さを隠かくしている尤国王は、茶ちや宴えんを早く終わらせたいのではないか。差し出された茶をひといきに飲み干して、その場を終えたいはずだ。

　立ち上がった楓花は、試しに茶杯に湯を注ぎ入れた。その熱が伝わる茶杯を両手に持って、白さ湯ゆを口に含んでみる。そもそもの形状が、酒しゆ杯はいに近いのだ。すする音が大きくなり、無作法な気がした。尤国王にそんなことをさせるわけにはいかない。なによりも、ひといきには飲めない。

　すすらずに。もっと、ひといきに。それはあたかも、酒のように。

　そんなふうに飲んで──。

「──終えていただく」

　声にしたとたん、ひらめいた。考えれば考えるほど、それしか思い浮うかばなかった。やがて、そのひらめきは確信に変わり、楓花はやっと心から微笑ほほえむことができた。

　いつの間にか、孤空との勝負であることは頭から消えていた。ただ、尤国王の言葉を汲くみ取って精せい一いつ杯ぱいにもてなしたいと、その思いしかなくなっていた。







　その日の深夜。

　楓花は露ろ店てんで手に入れた外衣を自室に広げて、鋏はさみを入れた。裏地を外して横が三尺、縦が二尺ほどになった一枚布の裾すそを、ろうそくの灯りを頼たよりに丁てい寧ねいに細かく縫ぬっていく。

　仕上がってから中庭に出て、桶おけに水を汲んだ。布ふ巾きんを浸ひたし、なめらかな風合いが崩くずれないよう、撫でるようにして汚よごれを落とした。

　天鵞絨ビロードの墨すみ色いろに、煌きらびやかな輝かがやきが戻ってくる。まるで満天の星のようにきらきらとしはじめたとき、楓花は顔を上げてびっくりした。

　もう、朝になっていた。
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「楓花。ちょっとおいで」

　茶宴が明日に迫せまった日の夜。仕事を終えて店内の掃そう除じをしていた楓花を、翠明が呼んだ。

「はい！」

　茶房に鍵かぎをかけて自宅に戻ると、居間の卓たくの上に大きな布包みがある。

「開けてごらん」

　なんだろうと思いながら、楓花は布包みを解ほどいた。瑠る璃り色いろの上等な絹が目に飛び込み、楓花は首を傾かしげた。

「あの……これは、なんですか？」

　腰こしに手をあてた翠明が、なにかを企たくらむようにニヤッと笑った。

「広げてごらんよ」

　楓花はおそるおそる布を摑つかんで広げた。それは、袖そで丈たけの短い上衣だった。袖の裾から後ろ身み頃ごろにかけて、大地に芽め吹ぶく茶ちやの樹きの葉を模した細やかな文様が、金糸で彩いろどられていた。それはまるで、夜空に浮かぶ星々のように、煌びやかだった。襞ひだの細かな黒緑色の裳もの帯にも、同じ刺し繡しゆうが施ほどこされている。

　息をのんで目を見張る楓花に、翠明は言った。

「あんたのだよ」

「……えっ!?」

「一人前の茶師は、仕事でいろんな場に呼ばれることがある。そういうときに着るためのものだ。あんたが宮きゆう廷ていの仕事を引き受けるようになったから、急いで仕立屋に頼たのんでいたのが、やっと仕上がった」

　茶宴に間に合ったと、翠明は屈くつ託たくなく笑う。楓花ははっとした。翠明は仕立屋に遊びに行っていたわけではなかったのだ。喜びで感極きわまった楓花の目に、涙なみだが込み上がった。

「で、でも、こんなに高価なもの……！」

「なに言ってんだい。茶房の名前を背負って人前に出るんだ。そんなときに襤褸ぼろを着て出られたら、あたしの立つ瀬せがないじゃないか」

「……ありがとうございます、翠明さん！　すごくすごく嬉うれしいです！」

　上衣を抱く楓花に、翠明が近づいた。目の前に立つと、フフッと笑う。

「気づいているかい？」

「えっ……なにをですか？」

「あんたの背、あたしをちっとばかし超こえてる」

　ずっと翠明を見上げていたはずなのに、本当だ。気づかないうちにちょっとだけ、楓花の視線は下に向いていた。

「まったく、大きくなったもんだ」

　腰に手をあてた翠明は、そう言ってまた笑う。時の流れを感じた楓花の胸を、切なさに似た思いがかすかに過よぎっていく。そんな思いを吹ふき飛ばすかのように、翠明はからりと笑った。

「それを着て、遊江州しゆう侯こう様に茶を淹いれておやり。胸を張って、堂々と、自分を信じてね」

　楓花はさらに強く、上衣を抱いた。

「はい！　これを着て、遊江州侯様に最高のお茶を淹れて来ます！」

　翠明は当然だとでも言うかのように、大きくうなずいた。
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　運命の日の早朝。

　楓花は井い戸どで汲んだばかりの水を、大ぶりの急須に注ぎ入れた。

　半日ほどじっくりと、茶葉を水に浸した水出しの茶は、湯で淹れるよりも甘みも深みも増す。香かおりは薄うすくなってしまうが、その旨うま味みは名水で淹れた茶に匹ひつ敵てきするのだ。

　これが正解かは、わからない。でも、精一杯考えて出した答えだ。後は自分を信じるしかない。きゅっと拳こぶしを握にぎった楓花の脳のう裏りに、斐周と賭かけをしたときのことが過った。

　賭けのことは、忘れてはいない。孤空に負けるわけにはいかないことも、よくわかっている。けれど、水の中で穏おだやかにたゆたう茶葉を目にしていると、茶を前にして争ってはいけないような気がしてきた。

　そして、ふと考える。茗聖にも、斐周のような相手がいたのだろうか？

（……もしもいたのだとしたら、茗聖様ならどうしただろう）

　いつかの煌慶の発言が、頭の中に蘇よみがえった。

　──茗聖のような茶師になりたいと言うのなら、自分を試ためすために──背せ伸のびをしてみろ。

　──茗聖であったらどうしただろうかと想像し、考えて、同じことを成す。

（同じことを、成す……）

　茗聖は和を以もつて茶を煎せんじ、戦いくさを止めたほどの茶聖だ。茶を前にしながら、相手を知ろうとしたのではないか。永遠にわかりあえることはないとしても、それでもきっと知ろうとしたはずだ。

　拳をさらにきつくして、じっくりと考えた。やがて、小さな茶ちや壺つぼを手に取る。

　露店で買った茶葉の入っているそれを、楓花は両手で強く包んだ。







　茶宴は夜に開かれる。

　宮廷から迎むかえが来るまでの間、楓花はいつものように翠明と茶さ房ぼうの仕事をした。

　夕方になってから自宅に戻もどり、翠明の仕立ててくれた衣ころもに着き替がえて、裳を穿はいた。

　胸の下で帯をきつく締しめると、獅国との宴うたげのことが頭をかすめていく。あのときは皇こう帝ていに認められた宮廷の茶師の証あかしとして、一晩だけ煌慶と同じ緋ひ色いろを身にまとった。だが、今夜は違ちがう。

　それをふたたび着るために、その地位を目指す一いつ介かいの茶師として茶宴に挑いどむのだ。

　結ゆい上げていた髪かみを解ほどき、茗聖の髪型を真似まねて一つに編み込み、背中に流す。木箱と天鵞絨の敷しき物ものを布包みにして持ち、茶房に戻った。

　奨文がすでに店内で待っていた。楓花は作業台にまとめておいた小さな荷も手にして、翠明に言った。

「行ってきます！」

「うん。せいぜい、はりきっておいで！」

　外へ出ると、輪りん郭かくの淡あわい満月が空にある。闇やみが深くなれば、あの光はもっとはっきり輝き出すだろう。そんなことを思いながら歩いていると、奨文が振ふり返った。

「素す晴ばらしい衣だ」

「ありがとうございます。翠明さんが仕立ててくれたんです」

「まさしく、茶で願いを叶かなえる〝流星〟の名にふさわしい」

　茶で人を幸せにし、願いを叶える。茶房の名のとおりの立派な衣を誇ほこらしく感じて、楓花の背筋は自然に伸のびた。

（考えに考え抜ぬいたんだもの。もうなにも怖こわくないわ。ただ、自分を信じるだけ。それだけでいい）

　静かに決意して、軒けん車しやに乗り込む。奨文が茶ちや宴えんについて話し出した。

「茶宴の場は、あなたが遊江州侯に接見した西英殿の中庭となる。天幕の下に陛下や私、斐周、貴き賓ひんとして招いた遊江州侯と獅国王陛下が座る。女によ官かんの用意した茶と酒、軽食が振る舞まわれ、少しの余興が行われる。その後、あなたと孤空は中庭の中央に用意された場で、遊江州侯に順に茶を淹れることになる」

「わかりました」

「あなたと孤空のことは、すでに宮廷内に知れ渡わたっている。このたびの茶宴がどのようなものか、誰だれもがわかっている。あなたが見つけた茶ちや杯はいのことも、茶葉が黄金桂であることも冬輝から聞いた。それが正解かどうかは私にはわからない。しかし、陛下も私もあなたを深く信しん頼らいしている。だから好こう奇きの目にさらされても、そのことをどうか忘れないでいただきたい」

　落ち着いて、いつものように振る舞えばいい。奨文はそう励はげましてくれているのだ。

「ありがとうございます、奨文さん。今夜の茶宴がどうなるのか、わたしにもわかりません。でも、落ち着いていつものように振る舞います」

　奨文がうなずいた。今夜の行方ゆくえを懸け念ねんしているのか、眉み間けんの皺しわは深くなるばかりだ。

　たとえどんなふうに終わるとしても、思い残すことのないようにやりとげよう。楓花は足の上の荷包みを、両手で強く包み込んだ。







　宮きゆう殿でんに着き、軒車から降りて奨文の後ろを歩く。赤あか瓦がわらの破は風ふが優美な西英殿が見えてきたとき、前方から歩いて来る人物に気づいて、奨文の足が止まった。

　近づいて来たのは、斐周だ。

「私から離はなれないように」

　強こわ張ばった語調で告げ、奨文はふたたび歩き出す。その歩みを追いかけていると、斐周の姿が目前に迫せまった。いましもすれ違うという間ま際ぎわ、楓花を蔑さげすむように一いち瞥べつする。しかし、それだけでなにを言うでもなく門に向かって行く。孤空を出迎えるためだろう。

「……あの！」

　意を決して振り返った楓花は、斐周の背中を呼び止めた。立ち止まった斐周が、いまいましげに振り向く。

「どうした、楓花」

　奨文の問いかけにも構わず、楓花は斐周に駆かけ寄った。

「斐丞じよう相しよう閣下に、お願いがございます」

　斐周の片眉まゆがピクリと上がる。

「獅国へは行きたくないと言うつもりか？　いまさらだな、約束は守ってもらうぞ」

「いえ、違います」

「では、なんだ」

「茶宴が終わった後、わたしの淹れたお茶を飲んでいただきたいんです」

「──なに!?」

　奨文が驚おどろきの声を上げた。斐周は冷れい笑しようを浮うかべる。

「貴様の淹いれた茶など、飲みたくもない」

「では、今夜わたしが遊江州しゆう侯こう様に選ばれましたら、飲んでいただきます」

　フンッと斐周が鼻で笑った。

「貴様は孤空に勝つつもりか、笑わせるな」

　斐周の狡こう猾かつな目を、楓花は黙だまって見つめ返した。その目の奥に、怯おびえの影かげが過よぎる。と、斐周は悟さとられまいとするかのように、眼光を鋭するどくし、

「……いいだろう。どのみち果たされぬ約束だ」

　そう吐はき捨てて即そく座ざに歩き去った。血相を変えた奨文が、楓花に詰つめ寄った。

「……楓花！　いったいなにを考えているのだ」

「わかっています。わたしも、おかしなことをしていると思います」

　遠ざかる斐周の背中が、暗くら闇やみに紛まぎれるように小さくなっていく。

「わたしはあの人のことが許せないし、大だい嫌きらいです。でも、本当はどういう人なのか知りません。だから、知りたいんです。きっと茗聖様も、同じことをしたと思うんです。だからわたしも、そうしてみたいと思ったんです」

　息をのんだ奨文は、戸と惑まどうように嘆たん息そくした。

「……知りたい？」

「そうです」

「あの男を？」

「はい」

　がんとして譲ゆずらない楓花の返事に、奨文は呆あきれたように呻うめいた。

「……陛下に知られたら、なぜ止めなかったのだと私が叱しかられてしまうぞ、楓花」

「では、〝背伸びをしました〟とお伝えください。きっと陛下は、奨文さんを叱らないと思います」

　ぽかんとした奨文に、楓花はにっこりと笑えみを返した。
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　西英殿の中庭では、茶宴の準備が整いはじめていた。

　石いし畳だたみの地面に板いた床どこが張り巡めぐらされて、四方を囲むように灯とう籠ろうが灯ともされている。満月がよく見える位置に天幕があり、一段高い板床が設けられていた。

　女官たちが忙せわしく行き交かう中、宮きゆう廷ていの人々はすでに集まっており、板床に座して小声で話していた。その後ろを囲むように、武官たちが立っている。その中には翼仁もいた。

「私はこれから、陛下とともに遊江州侯を招いてくる。人の目のあるこの場から離れず、茶宴がはじまるのを待つように」

「わかりました」

　楓花の返事に、奨文はうなずきで応こたえてその場を去った。

　二人の女官が、大きな敷物の端はしを持ってあらわれる。毛並みの厚い、流雲と花々に彩いろどられた極ごく彩さい色しきの敷物が中央に敷しかれた。次に、煌きらびやかな朱しゆ色いろの座ざ卓たくが配される。二つの風ふ炉ろと茶ちや盤ばん、茶道具が用意されていく。

　遊江州侯に茶を淹れるための、華はなやかで豪ごう奢しやな場が整った直後。

「……すべて不要」

　いまいましげな声こわ音ねが背後から聞こえて、楓花は振り返った。立っていたのは、荷を手にした孤空だった。孤空は楓花を一いつ瞬しゆん見やり、無視するように横を過ぎると、女官の一人を呼び止めた。

「敷物も座卓もいりません。いますぐに取り払はらってください。私の茶の邪じや魔まです」

「えっ？　けれど……それでは州侯様の足を冷やしてしまうことになります」

「座布があればよろしいでしょう。もちろん、私には不要です」

「座卓は……？」

「いりません。月の茶に朱の座卓など、悪あく趣しゆ味みの極きわみ」

「く、黒いものもございますが」

「私は私の茶を目立たせたいのです。その邪魔になるものは、なにもかもいりません」

　困り果てる女によ官かんの代わりに答えたのは、その場に居合わせた香礼だった。

「承知いたしました。ですが……」

　香礼が気き遣づかうように楓花を見た。すべてを取り払ってしまったら、楓花が茶を淹れられないのではないかと懸念しているのだ。

　孤空は冷ややかに楓花を流し見た。

「では、先にあの方に淹れていただきましょう。私の番となったとき、すべてを取り払って座布を用意してください」

　孤空の横顔を見返した楓花は、心の中で感かん嘆たんした。

（やっぱり、すごい茶師……。自分の茶の邪魔になるって、言いきったんだもの）

　それが、孤空の美学なのだ。とたんに、孤空がどんな茶を淹れるのか興味が湧わいた。

　相手は負けてはいけない敵であり、けっして相あい容いれない茶師だというのに、どうしようもなくワクワクしてくる。

（……おかしいな。どうしたんだろう、わたし。こんなときに、楽しくなってきてるなんて）

　純じゆん粋すいな喜びが胸にふくらんできて、自然と口元がほころんだ。

　──そう。茶は、争いながら淹れるものじゃない。楽しむものだ。

　楓花は目を輝かがやかせながら、香礼に近づいた。

「わたしもいりません」

　孤空が目を見張る。眉をひそめた香礼は、いぶかしむように訊たずねた。

「それでは楓花様も、敷しき物ものも座卓も不要なのですか」

「はい。それから風炉も茶盤も、茶道具のなにもかもいりません」

　孤空が絶句した。香礼は困こん惑わくをあらわにして、まじまじと楓花に見入る。

「……なにもかも？　けれど……それではあなたは、どのように茶をお淹れになるおつもりですか」

「いえ、淹れません」

「え？」

　戸惑う香礼の声が、目を剝むいた孤空の内心と重なった。楓花はどこかさっぱりとした気持ちで答えた。

「淹れません。だから、なにもいりません」
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　どこからともなく、銅ど鑼らの音がこだました。

　煌慶が姿を見せると、人々がいっせいに拝礼する。孤空と並んで隅すみに座っていた楓花も、重ねた両手を上げて頭こうべを垂れた。

「今こ宵よいの月は見事である。これより、茶を交えた宴うたげを開く。めいめい存分に楽しむがよい」

　煌慶の声が響ひびき渡わたった後、楓花は両手を下ろした。

　真正面に見える天幕の下に、獅国王とその背後に使者が座っており、奨文や斐周、遊江州侯の姿もすでにあった。

　楓花はただ一人、煌慶だけを視界に入れた。熟年の女官たちが食事を運び歩く中、煌慶もまた楓花だけを見ていた。穏おだやかに笑む煌慶と目が合うだけで、楓花の心は水に泳ぐ茶葉のように和なごみ、落ち着いていく。

　若い女官が琵び琶わを奏かなではじめたとき、前を向いたまま孤空が言った。

「……淹れないということは、すでに用意しているのでしょう。まさか、冷茶ですか」

「はい」

　孤空がほくそ笑んだ。

「夏でもないのに冷茶とは、奇き妙みようなことを考えついたものです」

　勝負は決まったとでもいうかのような、自信ありげな声こわ色いろだった。たしかにそのとおりだ。楓花が思わず笑みをもらすと、孤空がけげんそうに訊ねてきた。

「なにがおかしいのですか」

「いえ、あなたの言うとおりだなと思って。でもわたしは、ひといきに飲んでいただきたいんです。だから、そうすることにしました」

　お互たがいに顔を向き合わせることなく、会話は続いていく。

「ひといき？　それでは州侯様は、茶をゆっくりと味わえないでしょう」

「味わっていただかなくて、いいんです」

　孤空の驚きよう愕がくが伝わる。楓花は静かに言葉を紡つむいだ。

「茶ちや杯はいを即そく座ざに空にする。わたしは、そのためのお茶をお出しします」

　孤空が押し黙だまった。楓花はもう、煌慶しか見ていなかった。







　数人の文官が月の詩を詠よみ、談だん笑しようの声が大きくなる。

　笑い声すら聞こえはじめたところで、煌慶が右手を挙げる。場がゆるやかに静まってから、口を開いた。

「このたびの茶宴には、二人の茶師を招いている。茶に通じた遊江州しゆう侯こうに、これから茶を淹いれていただく。どちらか勝った者が、長年不在であった宮廷茶師の座に着くことになる」

　それまでの空気が一変し、ピンと張りつめた緊きん張ちようが走った。煌慶の言葉を引き取るように、遊江州侯が立ち上がった。

「主上陛下の命を受け、次代の茗聖となるべき茶師を選ばせていただく。が、場合によってはどちらも否いなとなるかもしれぬ」

　豪ごう快かいに笑えんだ州侯は、天幕を離はなれて中央に向かった。

「数日前、わしは二人に茶の問いを出した。その答えを知っているのは、この場でわしだけである。先に言い置いておくが、わしはどちらの味方でもない。どちらも贔屓ひいきしていない。よって、二人は同じ条件で答えを探さぐり、それを携たずさえてこの場に来たことになる」

　公正公平であると宣言した州侯は、茶の問いがなんであるかを語った。それを耳にした者たちは、いっせいにどよめいた。

「茗聖の言い伝えを再現しろとは、ずいぶん無む茶ちやなことを言ったものだな」

　楓花の背後にいた若い文官がささやいた。別の男が続ける。

「中ちゆう庸ようの州侯が、いよいよ〝どちらか〟に忠誠を誓ちかうのではと噂うわさになっている。おそらく、正解した茶師の側に味方する腹づもりだろう」

「皇太后陛下に選ばれた茶師の勝ちだ。皆みな噂している」

「〝名君のそばに、茶聖あり〟か。なんにせよ、成り行きによっては宮きゆう廷ていがひっくり返るぞ」

　楓花は好こう奇きの視線を背中に感じた。それなのに、心はずっと凪ないでいた。

（……ああ、まただ。また、この感じ）

　ここぞというとき、緊張も身体からだの強こわ張ばりもすべて消える。獅国との宴のときもそうだった。楓花は穏やかな気持ちで、座布であぐらをかく州侯を見た。そのとき、州侯がこちらを向いた。

「正解か否かは、二人の茶を飲んでからとする。では──」

「──私から参ります」

　手を挙げた孤空が、荷を手にして立つ。周囲がしんと静まり返った。

　州侯の目の前にあるのは、炎ほのおの灯ともされていない風ふ炉ろと柄ひ杓しやくだけである。孤空は音もたてずに座った。荷を解ほどき、瓢ひよう簞たんの名水を風炉の釜かまに注ぎ入れる。火を灯してから、墨すみ色いろの小さな茶ちや壺つぼ、揃そろいの急きゆう須すを床ゆかに置く。すると、それらは床と一体化したかのようになって、楓花の目に映らなくなった。

　孤空が木箱を開ける。取り出したのは、琥こ珀はく色いろに輝く小さなガラスの茶杯だ。片手におさまる丸みを帯びた形状で、ほんの少しの歪ゆがみがある。

（──あっ！）

　それは、楓花が翠明と最初に選んだ茶杯によく似ていた。さらにもう一個。今度は台座が高く底が浅い、こちらも同じく歪みのある揃いの茶杯……。

（……違ちがう。あれは、茶杯じゃない）

　楓花はまばたきも忘れて、孤空の動きと茶杯を一心に見つめた。

　やがて、釜の湯から湯気が立ちはじめる。柄杓を手にした孤空は、茶会のときと同じようにそれぞれに注ぐ。ひと回しさせて温めてから、急須へ注ぎ入れた。急須を温めた湯は、はじめに取り出した茶杯にだけ注がれた。

　また柄杓を持ち、茶杯の半分以下の湯が、台座の高い〝なにか〟を温める。その間に茶壺を開け、茶葉を急須にそっと落とす。

　孤空の迷いのない動きを、州侯は腕うでを組みながら見つめていた。

　天幕の下では獅国王が、頰ほお杖づえをついて楽しげに眺ながめている。煌慶と奨文は微び動どうだにせず、斐周は両りよう袖そでに手を差し入れた姿で、余よ裕ゆうありげに笑んでいた。

　沈ちん黙もくに守られた静せい謐ひつな時が、孤空によって刻まれていく。

　急須に、茶杯ともう一個を温めた湯が注がれた。瞬しゆん間かん、胸のすくようなみずみずしい香かおりが、かすかな夜風にのって届いた。

（この香りは、やっぱり……黄金桂だわ）

　誰だれもが言葉を発することなく、ただうっとりとした吐と息いきをもらす。

　急須を手にした孤空が、茶杯に注いだ。

　琥珀色のガラスの茶杯に、黄金こがね色いろの茶が筋となって注がれた後、孤空は素す早ばやくもう一個を茶ちや巾きんで拭ふき上げる。そして、拭き上げたそれに茶杯をのせた。

　楓花は驚愕した。もう一個はたしかに、茶杯ではない。

（同じガラスの──茶ちや托たく！）

　茶杯を高く支える茶托。二重の琥珀色が灯とう籠ろうに照らされて浮うき上がる様は、まさしく〝月のごとく澄すんだ器うつわ〟だった。

「茶葉は黄金桂。これが私の答えです。どうぞ、お飲みください」

　そう言った孤空は、茶托ごと茶杯を州侯に差し出した。いっときの間を置いてから、州侯は腕を解く。片手で茶杯を摑つかみ上げると、息を吹ふきかけながら口に含ふくんだ。

　──すっ。

　すべての者の視線が、州侯に集まる。煌慶も目を見張って州侯の様子を見守っていた。と、じわり、と州侯の口角が上がる。ふたたび飲み、茶杯を口から離したとたんに、州侯は肩かたを揺ゆらして笑い出した。

「──なんという旨うまさだ、まさに極ごく上じよう！　このような旨さの黄金桂は、飲んだことがない！」

　その声に、それまでの静せい寂じやくがかき消えた。大きな歓かん声せいが上がる。

「ありがとうございます」

「さらに、この茶杯と茶托。どちらも同じ琥珀色のガラスとは珍めずらしい。茶托によって茶杯が浮いているように錯さつ覚かくする。真まことに〝月〟そのものだ」

「これは私が所有している古物でございます。珍しくかつ美しいものは、必ず手に入れるようにしておりますから」

　ニヤリとした州侯は、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「なるほど。さすがは〝茗聖の生まれ変わり〟と謳うたわれるだけのことはある！」

（──あ）

　州侯の歓喜の声を耳にした瞬間、楓花は悟さとった。そのとき、わかった。直感でわかってしまったのだ。

　孤空が正解したのだ──と。

　かすかに歪んだ古物が醸かもし出す、過去の再現。琥珀色のガラスの茶杯と揃いの茶托は、闇やみに輝かがやく月そのものだった。そのうえで孤空は、黄金桂の旨味を最大限に引き出した。

　──間違いなく、当てたのだ。

（やっぱり、あの茶杯でよかったんだわ。わたしは間違ってしまった。考えすぎてしまったんだ）

　そう思うのに、不思議と悔くやしさはない。精せい一いつ杯ぱい考えたことだ。それでいいと、これでいいのだと、自信を持って出した答えを携えて、いまここにいるのだ。

（わたしはきっと選ばれない。それでも、最後まで堂々とやりぬこう）

　州侯はじっくりと茶を味わい、空にした茶杯を置いた。

「湯の温度も絶ぜつ妙みよう。美学を感じる素す晴ばらしい茶であった。真に見事！」

「光栄に存じます」

　両手を突ついた孤空が、頭を下げた。拍はく手しゆが巻き起こり、誰もが孤空の勝ちを讃たたえていた。

「では、次。市し井せいの茶師」

　州侯が手招きする。

「はい」

　荷を手にして、楓花は立った。戻もどって来た孤空はさらりと楓花を一いち瞥べつし、入れ替かわるように座った。

　前に進んだ楓花は、州しゆう侯こうを真正面にして離れたところに立ち、女によ官かんが風炉を下げるのを待った。同時に、風炉を下げてどうやって茶を淹いれるのだと、嘲あざけるようなささやきが聞こえてきた。失笑も耳に届く。

　それらの声を忘れるように、楓花は目を閉じて呼吸を整えた。

　煌慶や奨文、冬輝の期き待たいに添そえなかった哀かなしさは、後で考える。自分の運命も、それが天の配はい剤ざいであるのならば、流れのままに身を任せよう。いまはこの一瞬、このいっとき、後こう悔かいのない茶を出したい。

　──〝流星〟の名を、背負う者として。最後まで諦あきらめない者として。

　ゆっくりとまぶたを開けた楓花の視界に、刹せつ那な、奇き妙みようななにかが映り込んだ。

　あぐらをかいて座している州侯の姿に、ぼんやりとした人ひと影かげが重なって見えたのだ。

　冕べん冠かんを着けて灰色の袍ほうに身を包んだ、瞳ひとみだけが大きい瘦やせた青年。乞こい願うような眼まな差ざしで、楓花をまっすぐに見つめている。見覚えのないその姿が、やがてはっきりと楓花の脳のう裏りに浮かび上がった、直後。




　──おまえは、尤国国王陛下を見ているのだ。




　獅国との宴うたげのときと同じ。胸のずっと奥から湧わき上がるもう一人の自分の声が、頭の中に響ひびき渡わたった。




　──そして、知っている。どのような茶を出すか、それをもう知っている。




　その声が全身を覆おおい、包み込む。




　──なぜならおまえは、私だからだ。




　立ちすくんだ楓花がまばたきをした瞬間、声とともに幻げん影えいも消えた。そこにいるのは、孤空の茶に満足して笑えんでいる遊江州侯だ。けれど、違う。

　楓花がこれから茶を淹れるのは、尤国王その人なのだ。

　背筋を伸のばした楓花は、幻影を追いかけるかのように歩みを進めた。ざわめきは止やみ、ふたたび沈黙が訪おとずれる。

「失礼いたします」

　荷を解ほどいた楓花は、天鵞絨ビロードの闇やみ夜よを床ゆかに広げた。州侯はそれまでの笑みをかき消した。

　楓花は木箱を開ける。透すかし模様の蓮はすに彩いろどられた白磁の茶ちや杯はいを、ぽつん、と置いた。

　両手からはみ出すほどの大きな茶杯に、州侯は激しく瞠どう目もくする。その身体からだが、かすかに浮いた。

　楓花は瓢ひよう簞たんを持つ。蓋ふたを開け、黄金の筋を茶杯に注ぐ。灯籠の優やさしい光が、蓮の花をうっすらと照らし、静かに浮かぶ月のごとく輝かがやかせた。

　無む駄だのない簡素な所作で、茶を注ぎ終える。蓋を閉めた瓢簞と木箱を背後に寄せて隠かくしてから、楓花は座したまま後ろに下がった。

　そうして、両手を広げて茶杯をしめす。

　月はここです、ここにありますと、その思いを強く込めて、声にした。




「──月で、ございます」




　州侯は、微動だにしなかった。動けないとでも言うかのように、ただ呆ぼう然ぜんと茶杯を見下ろしている。ざわざわと騒さわがしくなりはじめた矢先、州侯ははっとしたように両手を伸ばした。その手はなぜか、小刻みに震ふるえていた。

　茶杯を両手に持ち、ぐっと口に寄せる。一口飲んだ直後、目を見張ってまた動きを止める。だが、すぐに思い直したように茶杯をあおった。一口、二口と喉のどを鳴らしてひといきに飲み干すと、うつむいて深く深く息をつく。

　長い沈ちん黙もくの後、楓花を見すえた州侯は、喉の奥から振ふり絞しぼるように問うた。

「……おまえは、何者だ」

「わたしは、流星茶房の茶師です」

　州侯はちらりとも笑わず、両手にある茶杯に視線を移した。

「……茶葉はやはり、黄金桂。じっくりと時間をかけて水出しされた冷茶は、甘さとこくの深みが増して真に旨かった」

「ありがとうございます」

　州侯の冷静な語調から、やはり正解ではなかったのだと楓花は確信した。けれど、どこか清すが々すがしい気持ちで、素す直なおに受け入れることができた。

「この大きな茶杯は、どこで手に入れた？」

「露ろ店てんです」

　斐周の冷れい笑しようが天幕から聞こえた。とたんに誰だれもが笑い出す。しかし、州侯は笑わなかった。

「器うつわとは不思議なものでな。使ってもらいたい者にだけ、輝いて見せることがある。きっとこの茶杯は、おまえに使ってもらうために生まれたのであろう」

「いえ……買ったのは、わたしではありません。わたしはその方からお借りしただけです」

「おまえが買ってくれぬから、おまえの手に渡るよう計らったのかもしれぬぞ？」

　え、と楓花が目を丸くしたとき、州侯はやっと表情を和やわらげた。

「おまえにふさわしい言葉を考えたが、わしには気の利きいたことが言えぬ。どう考えてもやはり、おまえにはこの言葉を贈おくるしかない──」

　次の瞬しゆん間かん、州侯は両手で茶杯を掲かかげながら、言った。




「──〝嗚呼ああ。いま余の手にあるは、真まことに月なり〟」




　誰もが言葉を失った。楓花ですら、ぽかんと口を開けて州侯を見上げてしまう。そのとき、州侯が思いきり破顔した。

「──明察ぞ！　過去、どのような茶師も成しとげられなかったことを、おまえが見事に当ておった！」

　野太い州侯の声が轟とどろいた。呆あつ気けにとられた楓花は、とっさに天幕に顔を向ける。

　煌慶は見開いた目に楓花を映したまま、両手を握にぎり締しめて立っていた。奨文も前のめりでこちらを見ている。獅国王は腕うでを組み、目を輝かせてほくそ笑む。

　そして、斐周は楓花を見すえたまま、抜ぬけ殻がらのように立ちすくんでいた。

「なぜ、わかった」

　まだ信じられない。あ然としながら、楓花はなんとか声にした。
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「……言い伝えには、〝中秋の月が輝く夜〟とあります。けれど尤国国王陛下は、茶で月を見せてほしいと茗聖様に願いました。月なら夜空にあるのに、なぜそんなことをおっしゃったのか、わたしは考えました。それで……夜空の月が見えなかったからではないかと。国王陛下は、視力が弱いという意味を隠して伝えたのではないかと思いました。だから、茶宴で茶杯を取り落とすことがないよう、大きな茶杯を探しました。ひといきに飲んで終えていただきたくて、夏ではありませんが冷茶にいたしました」

　しん、と場が静まる。神しん妙みような面おも持もちで、州侯は深くうなずいた。

「よくぞ秘密をひもといた。さよう。国王はその病を、必死に隠し通していた。しかし、敵多き茶宴の場にて、小さな茶杯を取り落とせば、疑ぎ惑わくを抱いだいている者たちに証しよう拠こを与あたえることになる。是ぜが非でも避さけるためには、茗聖にそのことを伝える必要があった。だが、二人きりになれる場はなく、誰が耳をそばだてているかもわからない。しかたなく、あのように伝えたのだ。それを、茗聖は見事に汲くみ取った。国王が粗そ相そうをする前に、ひといきに飲み干してその場を終えていただくために、中秋の月に似た大きな茶杯を探し出し、冷茶を出したのだ。そのおかげでわしはいま、州侯の地位に就ついている」

　おもむろに腰こしを上げて、続けた。

「〝月光のごとく澄すんだ茶杯〟とは、そう見えるということにすぎない。だが、どの茶師も小さな茶杯を出す。片手におさまるガラスの茶杯を」

　州しゆう侯こうが孤空を見る。孤空はまばたきもせず、呆然としていた。

「おまえの茶は見事だ。さすがと言うしかない。しかしおまえは、茶を出す相手を忘れている。おまえは〝わし〟に茶を淹いれたのだ。〝尤国王〟ではなく」

　息をのんだ孤空は、上うわ目め遣づかいで州侯を睨にらみすえた。

「……しかし、私は……私が、茗聖様の生まれ変わりです」

「違ちがうな。どのような者がそう言おうとも、わしはそうは思わぬ」

　カッと目を見開いた孤空は、中腰になって楓花を指した。

「では──では、その人がそうだとおっしゃるのですか」

「生まれ変わりとは、確かなことではない。そうであると断言できぬことだ。しかし、この茶師は茶を淹れる相手を見誤らない。相手のことを思い、裏の裏まで読み解くことができる。旨うまい茶を淹れられる茶師ならば、わしの州にも山ほどおる。おまえのように美しい茶を淹れられる者も、探せば多くいるだろう。だが、このような茶師はそういない」

　孤空は憤いきどおった目つきでうつむき、押し黙だまった。

「わしが断言する。この茶師は、茗聖の首くび飾かざりを下げるにふさわしい」

　場が騒そう然ぜんとした。それでもまだ、楓花は信じられないでいた。これは夢だろうか。もしかしたらそうかもしれない。現実の自分はきっと、布ふ団とんにくるまり眠ねむっているのだ。

　全身から力が抜けきった楓花を、州侯が見下ろした。

「大事なことを訊きかねばならない。おまえは誰に仕えている？」

「えっ……は、はい！　皇帝陛下です！」

　楓花の返答に、州侯は心底安あん堵どしたように笑った。

「わしは義ぎ理り堅がたい男だ。できぬ約束はせぬが、一度した約束は必ず果たす」

　そう言って天幕に向き直ると、煌慶に対して深く拝礼した。

「──茶聖の寄り添そう、名君たる破は天てん荒こうな主上陛下に、忠誠を誓ちかう！」

　どよめきが沸わき上がる。天幕を離はなれて前に出た煌慶が、州侯の目前に立った。

「貴き殿でんの忠誠に恥はじぬ皇こう帝ていとして、頂点に君臨すると誓おう」

　その姿は神こう々ごうしく、凜り々りしく、そして大きく見えた。いつまでも拝礼を止やめない州侯に、煌慶は晴れ晴れとした声こわ音ねを放つ。

「見よ。真の月も、美しいぞ」

　顔を上げて、州侯が天を仰あおいだ。その言葉を合図にしたかのように、誰もが夜空を見上げる。と、暗闇に浮うかぶ月の横を、すっと一筋の光が落ちた。

（あっ……流れ星！）

　心の中で声を上げたとき、ふいに視線を感じた。顔を戻もどすと、煌慶と目が合う。

　眩まぶしげに目を細めた煌慶は、楓花を見つめたまま微笑ほほえんだ。そのときにやっと、楓花は実感できた。

（わたしは、やりぬいたんだ。間ま違ちがっていなかったんだわ……！）

　何度も自信を失いかけた。それでも、諦あきらめずにいてよかったと心から思う。

　楓花も満面の笑えみで煌慶に応こたえた。万ばん感かんの思いを、強く込めて。
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「面おも白しろいものを見せてもらったぞ、主上」

　茶ちや宴えんが終わり、遊江州侯に続いて人々が去る中、獅国王が言った。

「他国の権力闘とう争そうの一いつ端たんなど、そうそうお目にかかれるものではないからな」

「なにを言う。中秋の月を愛めでるただの茶宴だ」

　煌慶がとぼけると、獅国王は苦く笑しようした。二人から離れて座っていた楓花は、まだぼんやりとしていた。全力を出しきった心地ここちいい脱だつ力りよく感かんのせいで、どこかふわふわとしている。

（……獅国に行かなくて、いいんだ）

　この国にいられる、煌慶のそばにいられるのだ。だったらもう一度、はっきりと断りたい。腰を上げた楓花は、つかつかと獅国王に近づいた。

「わたしは獅国へは行きません」

「そのようだ。が、俺は諦めの悪い男だ。またあらためて招くとしよう」

　野や獣じゆうのような眼まな差ざしに射い貫ぬかれて、楓花の肌はだが粟あわ立だつ。と、煌慶は楓花の腕うでを取り、守るように引き寄せて肩かたを抱だいた。

「いまより正式な宮きゆう廷てい茶師だ。招きを受けて留め置かれぬ身分だとしても、貴殿の言動に疑惑が残るうちは、なにをされるかわからない。俺が代わりに断る。諦めろ」

　煌慶の手の力が増す。指先の熱を肩に感じて、楓花の胸は早はや鐘がねを打ちはじめる。真しん剣けんな表情の煌慶を、獅国王が不敵な笑みで睨みすえた。

「……俺の招きを断るとは、戦いくさも辞さないつもりか」

　戦!?　まさか、自分のせいでそんなことになるのかと、楓花は震ふるえた。

「負け戦になるぞ」

　煌慶の言葉にいてもたってもいられなくなって、楓花は声を荒あららげた。

「や、やめてください！　そんなことは、絶対にやめてください!!」

　怒ど気きを込めて嚙かみ付く楓花に、煌慶と獅国王は同時に答える。

「冗じよう談だんだ」

　顔を見合わせた二人が、じわりと口角を持ち上げた。獅国王が言う。

「好みが似ている者とは気が合うらしい。故郷の諺ことわざだ」

「貴殿の国とは仲良くしたいが、貴殿と友になるつもりはない。苛いら々いらしそうだ」

　吐はき捨てた煌慶に、獅国王は声を上げて笑った。

「同感だ」

　肩を揺ゆらしながらひとしきり笑った後、なぜか煌慶に右手を差し出してきた。

「即そく位いした俺への祝いの品がまだだぞ。貴殿の宮廷茶師は諦めざるを得ないからな。代わりにいますぐなにかよこせ」

「王たる威い厳げんがまるで感じられない言い草だな」

　なにか考えるから一日だけ待ってくれと、煌慶が告げたときだ。獅国王はふと、まだ隅すみに座って呆ぼう然ぜんとしている孤空を見た。すると、なにを思ったのか近づいていく。

「おい、おまえ」

　弾はじかれたように孤空は目を見開く。

「おまえは旨い茶を淹れられるようだ。擂茶も作れるか。極ごく上じようのやつを」

「……亡なき鳳ほう国こくの国民茶のことでしたら……はい。作れます」

「ならば、俺の国へ来い。おまえの腕がよければ、宮廷茶師にしてやるぞ」

　楓花はびっくりして煌慶を見た。同じように、驚おどろきをあらわにしている。

　孤空は眉まゆ根ねを寄せてうつむくと、不快感を込めるように足の上で拳こぶしを握にぎった。

「……私の父は陛下の国と戦い、領土を半分取られたあげく、亡き者となりました。そのせいで私も兄も一族も、苦く汁じゆうをのんで生きるはめになったのです。どれほどの悔くやしい思いをして生きてきたか、陛下には想像もできないでしょう。嘲あざけられ、陰かげ口ぐちを叩たたかれて、のけ者にされてきたのです。ですから私は、この国の宮廷茶師になる必要があったのです。次代の茗聖を出した一族として、皆みなが羨せん望ぼうの的の中で生きられるように、私の名を全土に轟とどろかせる必要があったのです。それなのに……」

　楓花を上うわ目め遣づかいにし、敵意をむき出す。

「私がどれほどの努力をしてきたか、あなたにはわからないでしょう。茶葉の味を覚え、珍めずらしい茶葉があると聞けばどんなに遠くても足を運び、一心に茗聖様を目指しました。誰だれにもかなわない一いつ煎せんとはなにか、それを自分のものとするために名水を覚え、手に入れ、寝ねる間も惜おしんで邁まい進しんしてきたのです。茗聖様の生まれ変わりであると老師様に言われ、いつしかそうなのだと信じるようになっていた……いや、信じたかった……」

　肩を怒いからせた孤空が、目を吊つり上げた。

「人生を賭かけて力を尽つくしても、結局はあなたのような天才に敗れる。そして、平へい凡ぼんであることを思い知らされるのです。なんとこの世は──残ざん酷こくなことか！」

　感情をあらわにした孤空の目が、涙なみだに光る。

「あなたが憎にくくてたまりません。それ以上に……あなたを羨うらやむ己おのれが許せなくて絶望しています。こんな私の気持ちなど、あなたにはわからないでしょう！」

　野心ある僧そうの姿に隠かくされた、孤空の素す顔がお。それを目にした楓花の足が、考えるよりも先に動いた。

　孤空の抱いだく悔しさや憤いきどおりが、痛いほど伝わったからだ。

「……わかります。わたしは天才じゃありません。その証しよう拠こに、一人前の茶師として師に認めてもらえるまで、十年かかりました。だから、孤空さんの気持ちはよくわかります。それにわたしだって、孤空さんに負けるかもしれないって何度も落ち込みました」

　楓花は孤空に近づいて座り、激情をあらわにした目を見返した。

「それでも諦めたくなくて、お茶を淹いれる人のことを考えました。ただ、それだけのことです」

　それだけの、しかし大きな違ちがい。そのことに気づかされた孤空は、強く握った拳を震わせながら、押し黙だまって目を伏ふせた。

「孤空」

　煌慶もそばに寄った。

「あなたの一族のことは、俺が責任を持つ。蒼河州しゆう侯こうとも接見してきちんと話そう。だから、あなたはなにも背負わなくていい。あなたはあなたの人生を歩め。もう、左さ丞じよう相しようを頼たよる必要はない」

　孤空がはっとしたように顔を上げた。

「……一族が閣下に頼っていたことを、ご存知だったのですか」

　煌慶がうなずく。孤空は羞しゆう恥ち心しんを隠すようにうつむいた。

「閣下にはお世話になりましたが、恩を売られていることには気づいていました。しかし、私もまた閣下を利用していました。この方の言うとおりにしていれば、宮廷に上がれると考えていたからです」

「わかっている。あなたにはなんの落ち度もない。あなたは素す晴ばらしい茶師だ。茶会で飲んだあなたの茶は、声も出ないほどに旨うまかった」

　世辞ではないぞと、煌慶は念を押す。孤空の頰ほおに、一筋の涙が流れた。その涙を見て、楓花は思った。もしかしたら孤空は、なにも背負わず、自分の人生を歩んでいいと、誰かにそう言って欲しかったのかもしれない、と。

「いいことを教えてやろう」

　獅国王がしゃがみ込んだ。

「後ろを振ふり返りながら生きていたら、いつかつまずくぞ。だから前を向け」

　いい言葉だが、獅国王の口から出たことが意外だ。煌慶が口を挟はさんだ。

「素晴らしい名言だ」

「祖母の言葉だ。そのおかげで、俺はここまで上り詰つめた」

　ニヤッとすると、獅国王は腰こしを上げた。

「俺も戦でたくさんの友や親族を失ったが、殺あやめた相手を恨うらんだことは一度もない。そうするしかなかったと、わかっているからだ。なんにせよ、おまえとは気が合いそうだ。来たければいつでも来るがいい。その名を轟かせたいのなら、俺の国でそうしろ。歓かん迎げいするぞ」

　言葉をきって、使者を呼びつける。

「帰るぞ。我が宮廷にも、まだ鼠ねずみがいるかもしれないからな」

　そう言うと、煌慶に含ふくみのある笑え顔がおを向けた。

「邪じや魔まをした。貴き殿でんも俺の国へ来い。美女が山ほど待ってるぞ」

「遠えん慮りよする」

　煌慶の即そく答とうに、獅国王は鬱う金こん色いろの袞こん衣えを翻ひるがえしながら声こわ高だかに笑った。

「主上。せいぜい、鼠退治に精を出せ。いい知らせを待っているぞ！」

　──わかっている。

　煌慶が小さくつぶやいた直後、涙を拭ぬぐった孤空が立ち上がった。

「……私の品位に欠けた言動は、どうぞお忘れください」

　拝礼してから荷を持つと、気き迫はくある瞳ひとみに楓花を映す。

「とはいえ、このままでは私の腹の虫がおさまりません。いつか別の機会に、ふたたびあなたに挑いどませていただきます」

　孤空の口の端はしが、ほんの少し上がっているように楓花には思えた。

「はい。わたしも、あなたに挑ませていただきます！」

　唇くちびるを引き結んだ孤空は、楓花の返事を無視するように背中を向け、去って行った。

　孤空は獅国へ行くのだろうか。それはわからないが、素顔を知って少しだけ、孤空に対する思いが変わったのはたしかだ。

　楓花と同じように茗聖を目指して、真しん摯しに茶葉に向き合ってきた茶師なのだ。たとえ、目的のために斐周を利用していたのだとしても──。

「──あっ！」

「どうした」

　煌慶の問いに答える余よ裕ゆうもなく、楓花は斐周を捜さがした。けれど、その姿はどこにもない。さらに奨文や冬輝、翼仁の姿までもが見当たらなかった。

「……ひ、斐丞相閣下は……それに、奨文さんたちもいないわ」

「冬輝と奨文に叔父おじを追わせている。そろそろ戻もどるだろう」

　嘆たん息そくした煌慶は、楓花を横目にして微び笑しようした。

「茶を淹れると、叔父に約束したそうだな」

「……は、はい。勝手にすみません。だけど」

「いい、わかっている。あなたの〝背せ伸のび〟に、俺も付き合う」

（……え？　わたしの〝背伸び〟に付き合うって、どういうことだろう）

　楓花から目をそらして、煌慶は前を向いた。

「俺はこれから、いままでで一番の背伸びをする。だから、あなたにそばにいて欲しい」

　遊江州侯が忠誠を誓ちかった煌慶の立場は、いまや斐周を超こえた。この機会を逃のがさずに斐周と対決するつもりなのだ。

「わかりました」

　両手を固く握にぎって答えた直後、前方を見すえる煌慶が、意を決するように目を吊つり上げた。楓花はその視線の先を追った。

　奨文と冬輝、ほか数名の武官に囲まれた斐周が、憮ぶ然ぜんとした顔つきで立っている。

「──楓花。茶を、淹れてくれ」

　横顔を厳しくさせて、言った。
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　暗くら闇やみに浮うかぶ満月が、ほのかな灯あかりを地上にもたらす。

　人ひと影かげの消えた西英殿の中庭は、物音一つなくしんとしていた。そこに風ふ炉ろと茶ちや盤ばん、二個の茶ちや杯はいをはじめとした茶道具が、女によ官かんたちによって運ばれてきた。

「ありがとうございます」

　うなずきで応こたえた女官の一人は、香礼だった。

　中庭をぐるりと囲む武官たちの中に、いつか楓花を助けてくれた來らいの姿もある。彼らを背後に従えた奨文と冬輝が、中庭の隅すみに立っていた。

　板いた床どこに座した煌慶と斐周は、沈ちん黙もくしたまま睨にらみあっている。二人を前にして柄ひ杓しやくを持った楓花は、紫し砂さの茶杯に湯を注いだ。

　急きゆう須すを温めた湯を、茶盤に捨てる。茶杯も同じようにして、茶ちや壺つぼを取り出す。

　細長く揉じゆう捻ねんされた茶葉を茶さじですくい、急須に落として湯を注いだ。瞬しゆん間かん、かすかな花か香こうを含む濃のう厚こうな渋しぶみが漂ただよった。

　両りよう袖そでに手を差し入れている斐周は、なにかに気づいたように眉まゆをひそめて楓花を横目にした。楓花は構わず、急須の茶を茶杯に注ぐ。

　個性の強い青茶の水すい色しよくは、橙だいだい。楓花は二人に、茶杯を差し出した。

　斐周が茶杯を見下ろす。と、やがて茶を確かめたいとでも言うかのように、そろりと袖から手を出す。目を眇すがめると押し黙ったまま、茶杯を摑つかんだ。その様子を、煌慶は静かに睨みすえていた。

　すっ──。茶を口に含んだ瞬間、斐周は鋭するどい眼光で楓花を流し見た。

「……なぜだ」

「なにがですか」

「なぜ、仙凰単[image: ]を選んだ」

「閣下のお好みのお茶だからです」

「孤空から聞いたか」

「直接には聞いていません。以前、孤空さんがこの茶葉を露ろ店てんで買っていました。そのときにわたしも買いましたが、これを好んでいる孤空さんの客人が誰だれなのか、数日経たってからわかったんです」

　斐周は不ふ愉ゆ快かいさを見せつけるように、顔をしかめる。楓花は続けた。

「一本の茶ちやの樹きの葉だけを揉捻して製茶する、こだわりの銘めい茶ちやです。閣下らしい茶葉だと思います」

　ぐっと眉根を寄せた斐周は、茶杯を持つ手を震ふるわせると、楓花に向かってそれを放ほうり投げた。茶杯が楓花の横よこ面づらを飛び過ぎ、背後で茶杯の割れる音が立つ。

　茶に対する横暴な扱あつかいに、楓花の頭に血が上った。怒いかりを声にしようとした寸前、立ち上がった斐周が声を荒あららげた。

「──なんでも知ったふうな口ぶりが忌いま々いましい。すでに茶聖気取りか！　貴様ごときに、私のなにがわかるというのだ！」

「──黙だまれ」

　煌慶が怒ど気きを込めて命じた。

「我が国の宮きゆう廷てい茶師に、謝るのだ」

　冷静さを保とうと努める煌慶を、斐周は悪あつ鬼きの形相で見下ろした。

「……謝れだと？　誰に向かってそのような口を利きいている！」

「謀む反ほんを起こした罪人に利いている」

　冷れい淡たんな煌慶の語調に、斐周は言葉を失い、固まった。両の拳こぶしに怒りが伝わり、小刻みに震え出す。そんな斐周を上うわ目め遣づかいに見すえながら、煌慶は静かに言葉を紡つむいだ。

「貴殿が起こした謀反のすべてを、俺はいままで黙もく認にんしていた。そうするしかなかった己おのれの弱さを覆くつがえすべく、仮面を取り、こうして貴殿と対たい峙じするまでになった」

　そう言ってやっと、煌慶は茶杯を持って口に寄せた。冷めはじめたそれで喉のどを潤うるおすと、自分を奮い立たせるかのように息をつき、ぐっといっきに飲み干した。

「俺は貴殿をのみ込むぞ。いま飲んだこの茶と一いつ緒しよにな」

　茶杯を置き、ふたたび斐周を睨んだ。

「いつか言ったはずだ。俺の爪つめは鷹たかのそれではなく、龍りゆうの爪だと。いま貴殿は、その爪に引き裂さかれるのだ。だが、その前に教えてほしい。主上としてではなく、甥おいとして訊たずねる」

　煌慶の眼まな差ざしに、どこか切なげな気配が一瞬走る。

「貴殿は……あなたはなぜ、俺の兄を殺あやめてまでも玉座を欲ほつしたのですか。叔父おじ上うえ」

　痛いほどのしんとした静せい寂じやくが、場を覆おおっていく。煌慶にとって大切な場だと察した楓花は、怒りを押し込めて見守った。

　立ちすくんだ斐周の眼まなこが、灯とう籠ろうに照らされて煌こう々こうと光っていた。

「……先を行く誰かの背を見て生きる人生とは、腹立たしいものだ。私よりも劣おとる者が崇あがめられ、讃たたえられ、華はな々ばなしい人生を歩む。その姿の陰かげになって生きねばならない思いは、おまえにもわかっているはずだ」

「俺は、兄を心から尊敬していた。その兄の陰になっている己に対して羞しゆう恥ちを抱いだくことはあっても、兄を腹立たしいと感じたことは一度たりともない」

　信じられないと鼻で笑った斐周は、憤いきどおりを押し隠かくすように視線を落とした。

「……私の母は高貴な血筋の正せい妃ひ。しかし、皇こう帝ていとなった兄を産んだのは、平民上がりの女官だった。たかが女官の産んだ男が玉座に上がり、正妃を母に持つ私がなぜ、それを見上げる立場にあるのか。怒りが煮にえたぎりはじめた頃ころ、死の床とこにあった母が私に言った。早く産んであげられず悪かった。本当はおまえこそが、玉座に上がるべきなのに──と」

　息をつき、煌慶を凝ぎよう視しする。

「おまえの父は、政務をせずに後宮で遊んでばかりいる皇帝だった。そのくせ、いざというときには口を出す。私に命じる。皇帝の地位に就ついているというだけで、誰もが操あやつり人形のように動くのだ。なぜ、国をよくするために日々書物を手に取り、皆みなをまとめ上げようと奔ほん走そうする私が皇帝ではないのか。なによりも、母にそんな言葉を吐はかせた己自身に、腹が立った。玉座に座る卑いやしい血筋の者を見上げて、私はいったいなにをしているのか。運命を呪のろうのはやめ、亡なき母のためにもいますぐに地位を取り戻すのだ。そう誓った私を──誰が責められよう！」

　身分と血筋にこだわるがゆえの妬ねたみに、斐周は支配されていた。女官の血筋を玉座に上げまいとして、瀏儀の命を奪うばってまでもその地位を欲したのだ。

　──正妃を母に持つ自分こそが、皇帝にふさわしいと信じて。

「あなたは、こうは考えないのですか」

　煌慶は動じることなく、声を荒らげた斐周を見返した。

「父上が、あなたよりも皇帝にふさわしい人ひと柄がらだったとは、少しも思わなかったのですか」

　斐周は乾かわいた笑い声を上げた。

「思うわけがない！」

「後宮で遊んでいると見せかければ、皆は自由に政務に励はげむことができる。困難にあったときだけ、手を差し伸のべることのできる皇帝だったとは、少しも考えなかったのですか」

　ぐっと斐周が言葉に詰つまる。煌慶は諭さとすように続けた。

「血筋に関係なく、完かん璧ぺきな人間などいない。それはあなたであってもだ。己の力を見誤れば、うぬぼれに溺おぼれる。うぬぼれは人を遠ざける。知らず知らずのうちに人を見下すようになるからだ。そのような皇帝が率いる国は、いずれ傾かたむく運命にある。書物を好んでいたあなたが、知らないはずはないでしょう」

　瞠どう目もくした斐周の形相が、さらに厳しくなる。煌慶は静かにたたみかけた。

「俺は謙けん虚きよでありたいと思う。後宮で遊ぶことはないにせよ、皆を信じ、皆が自由に政務に励めるように、皆の陰にあえて隠れる皇帝でありたいと願う。それを実現させるためには、真まことに信しん頼らいできる者だけを宮廷に上げる必要がある」

　足の上に両手を置き、大きく息を吐いた煌慶は、まぶたを閉じながら語調を戻もどした。

「貴き殿でんは俺の茶師と賭かけをし、了りよう承しようした。俺の背後を遊江州しゆう侯こうが守護するいまこそ、俺は貴殿を罰ばつする立場に立てたと考える」

　斐周は大げさに失しつ笑しようして見せた。

「宮廷を去れと言うのだな。まあいい、どこぞの州に身を寄せてやる」

「──違ちがう」

　まぶたを開けて、煌慶は斐周を視界に入れる。きつく握にぎり締しめた煌慶の両手が、小さく震えはじめる。それを抑おさえ込むように、煌慶は語気を強めた。

「貴殿の起こした謀反は、死に値あたいする」

　その言葉を耳にしたとき、〝いままでで一番の背せ伸のびをする〟と言った煌慶の真意を、楓花は悟さとった。

「配下の者は国外追放」

　立ち上がった煌慶は、あ然としている斐周と同じ目線になって、力強く告げた。

「そして貴殿には──打ち首を命ず」

　両手をだらりと下げた斐周は、誰の目にも呆ぼう然ぜんとしているように映った。煌慶は淡たん々たんと、表情を崩くずさずに言ってのけた。

「それを以もつて、宮廷を去ったこととする」

　煌慶の声を引き継つぐように、冬輝が叫さけんだ。

「──捕とらえろ！」

　武官たちに囲まれた斐周を、煌慶は無表情で見ていた。けれど、その両手の拳が大きく震えているのを、楓花は見み逃のがさなかった。それは、斐周に対する怒りのためではない。

　辛つらいからだ。相手がたとえどんな人間であったとしても、その命を絶たなくてはならないことが、煌慶にとっては辛くてやるせなくて、苦しくてたまらないことだからだ。

　煌慶の人柄を知っているからこそ、その切なさが楓花にも伝わり、息もできないほど胸が押しつぶされていく。

　武官に腕うでを摑つかまれた斐周は、しかしその手を振ふり払はらった。そうして煌慶を睨にらむと、己の尊厳を守るかのように笑えんで見せた。

「ひ弱なおまえのことだ。私をどこぞへ追いやるだけで、生かしておくものとばかり思っていたぞ。その考えが、大きく外れた。まさか、この私に死を命じるとは……！」

　無言の煌慶に、クッと斐周は肩かたを揺ゆらして笑う。

「……兄の陰に隠れてばかりだったおまえが、私に死を命じるまでになるとは！」

　そう言って、斐周は楓花に視線を移す。蛇へびのような眼まなこで楓花をとらえた直後、笑みを消した。

「……だからだ。いつかこうなるかもしれぬと思ったからこそ、私はおまえを宮きゆう廷ていに上げたくなかった。私は誰だれのことも恐おそれたことはない。だが、おまえだけは違った」

　斐周がはじめて、声を震ふるわせた。

「おまえの茶には、人を動かす力が宿っている。おまえを遠ざけるのではなく、おまえこそ味方に付けるべきであったと、たったいま後こう悔かいしている……が、平民のおまえを頼たよるなど、どのみち私には無理な話だ」

　目を眇すがめて嘲ちよう笑しようすると、口元を歪ゆがめて楓花を睨ねめ付けた。

「宮廷は自由な市し井せいとは違う。ここで生きるということが、どれほど人を変えるか。平民のおまえには想像もできまい」

　最後の威い厳げんを見せつけるかのように、斐周は姿勢を正した。

「ここに生きる者たちは、すぐに変わるぞ。今日は善でも明日には悪になるかもしれぬ。周りの者たちの変わっていく姿を、せいぜいその目に映すがいい」

　堂々とした態度で背中を向ける。冬輝が先頭に立ち、斐周の背中は武官に囲まれて見えなくなった。

　深く拝礼した奨文も、香礼や女によ官かんたちを連れて去る。

　煌慶はなにも言わずに、彼らの背中だけを見ていた。そんな煌慶に声をかけられないまま、寄り添そうように楓花が立っていたときだ。

　──つ。

　煌慶の頰ほおに、涙なみだの滴しずくが流れ落ちた。と、どこか夢の中を彷徨さまようようにささやく。

「……これは、必要なことだ。皇帝として君臨するために、避さけられぬことだ。以前から覚かく悟ごはしていた。だが……」

　涙を拭ぬぐうでもなく流れるに任せて、煌慶は喉のどの奥から声を振り絞しぼった。

「……皮肉なものだな。こんなときになって思い出すのは、兄を殺された恨うらみではなく、幼い頃にときどき遊んでくれた叔父おじ上うえの姿だとは……」

　したたり落ちた涙が、煌慶の衿えりを濡ぬらした。

「……はじめから、あのような人ではなかった。勤勉で書物を愛する、物静かな人だったのだ。俺に書物の大切さを教えてくれたのも、叔父上だ。書庫で鬼おにごっこをしてくれたこともあったな。ああ……ずっと、忘れていた」

　泣けなくなったと、いつか煌慶は楓花に言った。その煌慶が、顔を歪めて泣いていた。

　慰なぐさめる言葉が見つからなくて、楓花は煌慶の左手を両手で包み込んだ。冷たい拳こぶしを温めるように握り締めたとき、煌慶が楓花を見た。

「……俺は、恐ろしい」

　楓花の細い肩に甘えるように、煌慶が額を寄せた。

「いつか俺は、権力に翻ほん弄ろうされて、化け物のようになるかもしれない。なんの感情も抱かずに、誰かを殺あやめるような──」

　──斐周のような。

「そんな化け物に、なっていくかもしれない。それでも……楓花」

　消え入るような声が、楓花の耳にかかった。

　──俺のそばにいてくれ。

　いつの間にか、楓花の目にも涙が浮うかんでいた。皇こう帝ていとして君臨しようとしている煌慶の恐れは、優やさしいからこそ抱いだく感情だ。

　堂々と振る舞まい、どんなときでも楓花を励まし支えてくれた煌慶は、楓花よりもずっと大人のように思えていた。けれど、違う。

　皇帝である前に、一人の人間であり、まだ年若い青年なのだ。

「……大だい丈じよう夫ぶです。煌慶様は、化け物になんかなったりしません」

　この人を守りたい。その一心で、楓花は煌慶の大きな背中に腕をまわした。

「もしもそうなりそうだったら、わたしが叱しかって差し上げます」

　クスッと笑った煌慶も、楓花の背中に両腕をまわす。

「どうやってだ」

「えっ？……と、そうですね……どなたか茶博士の方に、とっても苦い漢方茶を教えていただいて、それをお淹いれして叱ります」

「あなたの淹れた漢方茶なら、どんなに苦くても旨うまくなってしまうだろう」

「まさか！」

　小さく笑った楓花を、煌慶が抱だきしめた。涙に濡れた瞳ひとみを間近にして、鼓こ動どうの高まりよりも切なさが勝まさり、楓花は煌慶の頰に残る滴を指先で拭った。

　そのとき。煌慶はまばたきもせずに、言った。

「──あなたが好きだ」

　びっくりした楓花は指先の動きを止めて、きらきらと輝かがやく黒くろ水ずい晶しようの瞳を見返した。もう一度、煌慶ははっきりと声にした。

「俺はあなたが好きだ。どうしようもなく」

　茶師として慕したっている以上に、楓花自身が好きだと、煌慶の瞳は訴うつたえていた。

　報むくわれない片思いでもいいと、腹をくくっていた。だからこそ、その相手からの思わぬ好意に嬉うれしさが込み上がって、楓花は顔をくしゃりとさせて笑んだ。それなのに、微笑ほほえんだのに、また涙が目に浮かんでしまう。

「わたしも……わたしもです」

「知っている」

「え……えっ？　ど、どうしてですかっ」

「あなたを見ていれば伝わる。そのくせ鈍どん感かんだから、いつ気づかせてやるかと機会を待っていたのだ」
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　そう言った煌慶は腕をゆるめ、楓花の頰を指の腹で撫なでた。

「ずっとそばにいて、俺が間ま違ちがったことをしそうなときは、叱ってくれ」

　愛いとしげに、優しく何度も撫でながら、やがてまぶたを閉じて唇くちびるを寄せた。

　その柔やわらかな口づけは、ほのかに苦い青茶の味がした。
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　楓花は数日のうちに市井を離はなれて、宮きゆう殿でんで暮らすことになった。

　夢が現実になった喜び以上に、寂さびしさが楓花の胸に込み上がってくる。翠明と、流星茶房と別れなくてはいけないからだ。

「本当にありがとう、楓花」

　帰りの軒けん車しやで、奨文が言った。

「いつか叔父上が私に言ったことを、思い出さずにはいられない。〝まだ若い娘むすめだが、素す晴ばらしい茶師を知っている。その茶師の茶は、真まことに夢見心地ごこちの味。なによりその茶師は、茶を淹れる相手を見誤らない。わしの命に賭かけてもいい。あの茶師は茗聖の生まれ変わりだ〟」

　一段落した安あん堵どからか、奨文の表情は心地よさそうに和やわらぎ、眉み間けんの皺しわまでが消えていた。

「真に受けたことはなかったものの、あなたは数々の難題を見事に乗り越こえて見せた。もはや叔父上の言葉を信じるしかなくなっている。陛下も私も、あなたに何度も助けられたのだ。あなたに会えてよかったと、私は心から思っている」

「わたしを見つけてくださって、ありがとうございます、奨文さん」

　そのおかげで、楓花も会うはずのない人たちに出会えたのだ。楓花の言葉に、なぜか奨文は困ったように笑う。

「あなたを見つけたのは、私ではなく叔父上だ」

　そう言われて、楓花は思わず笑えみをこぼす。顔を見合わせた二人は、声をたてて笑った。

　通りに停とめられた軒車から降り、路地を歩く。茶さ房ぼうが見えてくる頃ころになって、奨文が静かに告げた。

「楓花。いままでにあったすべてのことを、師に伝えることを許そう」

「えっ……、変装していた煌慶様のことも、話していいんですか？」

「もちろんだ。きっとあなたに心苦しい思いをさせたことだろう。あなたを育てて鍛きたえ上げてくれた師に噓うそをつかせたまま、宮廷に招くわけにはいかない。市井には自由に行き来できる身分とはいえ、あなたの生活は一変する。どうか、心残りのないように」

　そう付け加えて、奨文は来た道を戻もどって行った。

（……もう本当に、ここで暮らせないんだわ）

　次に奨文が迎むかえに来たときが、市井での最後の日だ。

　楓花は茶房の看板を見上げた。その下に、茶ちや壺つぼの絵え柄がらに彩いろどられた提ちよう灯ちんが掲かかげられている。いつもは灯あかりが消えている頃なのに、まだほんのりとした光が窓からもれていた。翠明が帰りを待ってくれているのだ。

　離れがたい、愛しい場所。この十年の間何度も開けた扉とびらに、楓花はやっとの思いで手をかける。と同時に、内側から先に扉を開けられた。

　楓花が驚おどろくと、翠明もまたびっくりして目を丸くしていた。

「どうしたんだい、楓花」

「す、翠明さんこそ、どうしてっ」

「あんたが帰って来たような気がしたからさ……」

　そう言うと、なぜか心配そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「宮きゆう廷ていでなにかあったのかい？」

「……えっ？」

「だってあんた、泣いてるじゃないか」

　楓花は慌あわてて、頰を撫でる。指先が涙に濡れた。

「あ、あれ……どうしたんだろ、わたし」

「いいからお入り。あんたと茶を飲みながら月を見ようと思って、待ってたんだよ」

　その声を耳にしたとたん、楓花はとうとう堰せきを切ったように泣いてしまった。







　小さな中庭を囲む平屋の廂ひさしの下に、椅い子すと卓たくがある。翠明が用意した急きゆう須すと茶ちや杯はい、月げつ餅ぺいを前にして座った楓花は、すべてを語りはじめた。

　宮廷の内情、今夜のことや賭けのこと。それらを耳にした翠明は、口を挟はさまずに神しん妙みような面おも持もちで聞いてくれていた。しかし、茶房を訪おとずれる文官が皇帝陛下だったと知らされるやいなや、頰ほお張ばっていた月餅を詰つまらせて激しく咳せき込んだ。

「だ、大丈夫ですか、翠明さん！」

　翠明は胸を叩たたきながら、月餅をなんとかのみ込んだ。

「大丈夫なわけないじゃないか！　なんだい、早く言っておくれよ！　ああっ、あたしったらほかの客とおんなじにしゃべっちゃってたよ。どうしたらいいのさ！」

「そ、それでいいんです！　陛下はそれが楽しいんです。だから気にしないでください」

「気にするなって言われても気になるんだよ。本当に大丈夫なのかい？」

「はい、大丈夫です！」

　楓花が自信たっぷりに返事をすると、翠明はやっと落ち着きを取り戻した。

「ああ、驚いた……人生で一番びっくりしたよ。それにしても、〝変わり者で醜みにくい〟って噂うわさとずいぶん違うんだねえ」

「そうなんです。本当は全然違うんです……」

　口づけされたことを思い出して、ボッと楓花の頰ほおが火ほ照てった。まだ信じられない。なにもかもが夢のようだ。真っ赤な顔でうつむこうとしたとたん、意味ありげにニヤニヤする翠明と目が合った。

「な、なんですかっ」

「いいや、なんでもない。ほら、茶を淹いれるから飲みなよ」

　急須を持った翠明が、蓮はすの花に彩られた紫し砂さの茶杯に茶を注ぐ。香こうばしい香かおりが立ち上った瞬しゆん間かん、その茶葉がなんであるかが楓花にはわかった。さらに、目の前の小ぶりの茶杯。

　それは、翠明が旅に出たときにだけ使うもの。

　はじめて翠明と出会ったときに、差し出された茶杯だった。

　はっとした楓花に、翠明は言った。

「どうぞ」

　十年前の、あのときと同じ言葉。宮廷で暮らすことはまだ知らせていないのに、もしかすると翠明は別れを予感して、この茶を淹れたのかもしれない。それともただの偶ぐう然ぜんだろうか。

　楓花はゆっくりと茶杯を口に運んだ。いつも励はげましてくれた珠しゆ茶ちやの香ばしい味が、身体からだ中にしみ渡わたった。

「……ああ、おいしいな」

　顔をほころばせる楓花を、翠明は微笑ほほえましげに眺ながめた。

「あんたが宮廷の仕事を請うけ負うようになってから、そう遠くない日に、こんなときが来るだろうと予感はしていたよ」

　そう言って背筋を伸のばすと、茶杯を持って口に寄せる。一口飲んだ翠明は、茶杯を見下ろしながら続けた。

「一人前の茶師は誰だれでも独り立ちする。自分の茶房を持つ者もいるし、それまで修しゆ業ぎようしていたところを出て、別の茶房で働く者もいる。さまざまだ」

　顔を上げ、楓花を見てニッと笑った。

「女の勘かんってのはすごいもんでね。さっきあんたが泣いているのを見たときに、今夜だろうとピンときた」

「えっ？」

「夢を叶かなえて、宮殿で暮らすんだろ。違うかい？」

　やはり翠明は、楓花がここを離れることを予感して、察して、この茶杯に珠茶を淹れたのだ。

「……はい。そうです」

「本当に、大きくなったもんだ。背も茶師の腕うでも、すっかりあたしを超こえちまって」

　ふたたび茶を飲んだ翠明は、しみじみと楓花を見て笑う。その目め頭がしらが、濡ぬれたように一瞬光った。

「やれやれ、しんみりするつもりはなかったんだけどなあ」

　おどけた口調で言いながら、翠明はつんと目頭をつまんだ。翠明がはじめて見せたその仕草に、楓花の胸はきゅっと軋きしんだ。

（……翠明さんと、もう一いつ緒しよに暮らせないんだ。本当に、別れなくちゃいけないんだ）

　師であり、姉であり、友だった翠明と離はなれることが寂さびしくてたまらなくて、楓花は涙なみだを堪こらえながらうつむいた。

「わたしは……わたしは、翠明さんに会えてよかったです。翠明さんに会えなかったら、わたしはこんなふうに生きていられなかっただろうって、いつも思ってました。本当に、本当に、ありがとうございます……！」

　あの日。翠明と出会ったあのとき、楓花は流れ星を見た。あのとき願ったことが、十年の歳月を経て叶っていた。けれど、一人で叶えたわけではない。翠明がいたからこそ、楓花は茶師になれたのだ。

「翠明さんが、わたしの流れ星です。翠明さんがいてくれたから、わたしは願いを叶えることができたんです」

　精せい一いつ杯ぱいの思いを込めて言う。すると、翠明はどこか照れくさそうに小さく笑えんだ。

「なら、今度はあんたがそうなる番だ。今度はあんたが、誰かの流れ星になりな。だから、茶さ房ぼうの名はあんたにあげるよ。あたしからの餞せん別べつだ」

　茶で願いを叶えて幸せにする。その意味を込めた茶房の名は、戦いくさで亡なくした夫の思いにも寄り添そった大切なものだ。楓花は慌あわてた。

「だっ……駄だ目めです、それはいけません！」

「いけなかないだろう。あたしはもう充じゆう分ぶんだ」

「だ、だって……そんな。充分だなんて！」

「十年この名でやって来て、あたしは充分やりきった。だから今度は、暗い道を歩くように生きている、疲つかれた客を茶で励ます茶房にしたいと思うんだよ。あんたが一人前になったときから、考えていたことだ。名前も〝翠すい月げつ茶さ房ぼう〟って、もう決めてる」

　暗くら闇やみに浮うかぶ月のように、道に迷った客に行き先をしめす。そんな茶房にしたいのだそうだ。

「だから〝流星〟は、あんたが引き継ついでおくれ。宮きゆう殿でんでね」

　茶杯を卓に置いて、楓花をまっすぐに見つめた。

「夫の本当の夢はね、腕のいい茶師を育てることだったんだよ。まあ、はじめは嫁とついだあたしが弟で子しになったけれどね」

　冗じよう談だん交じりにそう言うと、懐なつかしむように目を細めた。

「充分だって言ったのは、いつからかあたしの夢も、夫と同じになっていたからだよ。その夢が叶った。だから、もう充分だ」

　顔をくしゃりとさせた翠明は、溢あふれる涙を隠かくすことなく晴れやかに笑った。

「偉い大だいなる茶師を育てた誉ほまれを、ありがとう、楓花。あんたと暮らした日々は、あたしの一生の宝だ」

　最高の讃さん辞じに感極きわまり、楓花の目にも涙が浮かんだ。大好きな師の、姉の、友の涙をはじめて目まの当たりにして、楓花は思わずその右手を握にぎった。

　すらりと細かった指先は、十年の年月を経て節々の太いものになっている。茶葉の香りが染しみ込んだその手を、感謝を込めて強く強く包んだ。

「わたしも翠明さんと暮らしたことを、一生忘れません。お茶を飲むたびに思い出す、なにより大切な宝物です」

　照れ隠しに苦く笑しようをもらした翠明は、きゅっと洟はなをすすって夜空を見上げた。

「……いい月だね。きれいだ」

　暗闇に浮かぶ満月が、静かにこちらを見下ろしていた。

　楓花が翠明と出会った日のように、別れの時もまた、優やさしく見守っていたのだった。
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　宮殿の霊れい廟びようを訪おとずれた楓花は、彫ちよう像ぞうを見上げた。

　長い髪かみを束ねている茗聖は、袖そで丈たけの短い袍ほうに襞ひだの折り重なる裳もを穿はいた姿で、重ね合わせた両手を前に添えている。その胸には、茶聖の証あかしである首くび飾かざりが下がっていた。

　気き鋭えいを秘ひめた一ひと重えの瞳ひとみを見返しながら、楓花は心の中で訊たずねた。

　──わたしは、あなたなんですか。

　茶ちや宴えんのときのような声は聞こえず、彫像が声を放つこともない。あの声がいったいなんだったのか、やっぱりいまもわからない。

「いつか、わかるときが来ますか？」

　彫像は口を一文字に引き結んだまま、楓花を静かに見下ろしていた。その姿を見つめていたとき、ふいに思った。

　もしも自分が茗聖の生まれ変わりだったとして、それがなんだというのだろう。

　だって、いま生きているのは楓花だ。この自分の人生を生きるために、生を受けたのだから。

「わたしはわたしの人生を歩みます。それでいいんですよね？」

「ああ、それでいいぞ」

　背後からいきなり声がかかり、びっくりして飛び上がった。振ふり返ると、いたずらっぽく笑んだ冬輝が腰こしに手をあてて立っていた。

「び、びっくりしましたっ！」

「茗聖の声だ。似てるだろ？」

「似てるかどうかは誰だれにもわかりません！」

　ハハッ！　と冬輝は声を上げて笑った。

「そろそろ正せい殿でんに向かう時間だ。みんなもう集まってるぞ」

　冬輝が急せき立てる。楓花は彫像に向かって拝礼し、背中を向けた。冬輝の背中を追って霊廟を出ようとしたとき、なにげなく彫像を振り返る。畏い怖ふを抱いだかせる表情のはずが、いつもよりなぜかにこやかに見えて、楓花は思わず足を止めた。

　それでいい。そう言っているように思えるのは、気のせいだろうか。

「どうした、楓花。早く来いよ！」

「あっ、はい！」

　もう一度、楓花は彫像に向かって拝礼する。そして、駆かけ出した。







　正殿の銅ど鑼らの音が止やむ。段上に立つ煌慶が、集まっている人々に言った。

「ここに集まった者たちに宣言する。本日以後、政務組織の再編を段階的に行っていく。身分性別にかかわらず、優すぐれた者は引き上げることとする」

　場が静まる。だがそれは、いままでになく心地ここちのいい静せい寂じやくだった。やる気に満ち、一丸となった気配を感じて、末席に座った楓花の背筋も自然に伸のびた。

「まずは、右う丞じよう相しようであった李奨文を宰さい相しようの地位とする」

　その声を受けた奨文が立ち上がり、前に出た。段上の煌慶に向かって拝礼する姿に、楓花の胸は熱くなった。

　段上から降りた煌慶が、奨文の目前に立つ。

「そなたを深く信しん頼らいしている。いまより余の声は、そなたの声となる」

「主上陛下の右みぎ腕うでとなり、邁まい進しんすることを誓ちかいましょう」

　そう言った奨文は、ふたたび深く拝礼して下がった。そして煌慶は、末席の楓花を見た。

「次に、久しく宮きゆう廷ていに不在であった地位の復活を知らせる」

　若い文官の一人が、黄金の広ひろ蓋ぶた盆ぼんを持ってあらわれた。

「この国を茶で導き、和を以もつて守護した偉大なる茶聖、茗聖の遺志を受け継ぐ者として、余の一存で次の者にこれを贈おくる──茶師、楓花。ここへ」

「はい！」

　立ち上がったものの、緊きん張ちようのあまり前につんのめった。転びはしなかったが、人々の朗ほがらかな笑いを誘さそってしまった。恥はずかしさで顔を赤くした楓花は、息を整えながらぎくしゃくと前に出た。奨文の真似まねをして深く拝礼すると、煌慶が顔を近寄せて耳打ちした。

「……茶がないとずいぶん違ちがうな。ただの形式的な儀ぎ式しきだ、緊張するな」

「無理です。とても緊張します……！」

　クスッと笑った煌慶は、すました語調で言った。

「面おもてを上げよ」

　楓花が顔を上げたとき、煌慶が広蓋盆に両手を伸ばした。

「茶聖の証として、これを贈る」

　彫像と同じ首飾りの実物を目にして、楓花の胸はますます高鳴った。

　光こう沢たくのある朱しゆ色いろと藍あい色いろの編み紐ひもが、龍りゆうの刻まれた紅玉を通って房ふさを下げている。細く繊せん細さいな糸の房が、揺ゆれるたびに極ごく彩さい色しきの輝かがやきを宿す。実際の首飾りは、長い年月を経たとは思えないほどに色いろ鮮あざやかなものだった。

（こんなにきれいなものだったなんて……！）

「頭を下げよ」

「は、はい！」

　首飾りを持つ煌慶の両手が、楓花の頰ほおをふわりとかすめる。

　胸で輝く紅玉に触ふれたとき、ほんのりとした熱が楓花の指先に伝わった。直後、どうしようもないほどの懐なつかしさが湧わき上がってくる。

（あっ……この感じ。この重み……知ってる）

　たしかめたくて、楓花は紅玉を掌てのひらで包んだ。

　ずっと探していたものが見つかったような安あん堵ど感かんに、全身が包まれていく。そのとき、楓花は確信した。不思議な声の謎なぞも腑ふに落ちる。逃にげようのない静かな覚かく醒せいに、まぶたを閉じた楓花は心を委ゆだねた。




　──わたしは、これを知ってる。だってわたしは、生まれ変わってここにいるから。

　──世を平安に導くために、生まれ変わってここにいるから。




　目を開けて、楓花はそっと微笑ほほえんだ。

　でも……だからなんだというのだろう。この先、茶で和を成しとげていくのは誰でもない、楓花自身だ。だからこのことは、胸におさめておこう。

　茗聖という存在に、翻ほん弄ろうされないように。過去の自分に惑まどわされないように。

　──自分の人生を、歩むために。

　楓花が穏おだやかに決意したとき、瞳を輝かせた煌慶が言った。

「和を以て茶を煎せんじ、この国を守護し、この国を導くそなたを──茶聖とする」
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「……女の子だ」

「茶聖様だ」

　数日後。

　宮きゆう殿でんの東にある外朝、東とう文ぶん殿でんの書庫となっていた片かた隅すみに、小さな茶さ房ぼうができた。

　緋ひ色いろの袍ほうは特別な時のためのものにして、翠明が贈ってくれた衣ころもを着ることにした楓花は、今日も掃そう除じに励はげんでいた。

　掃除を終えてから、まだ足りない茶道具や茶葉を書にしたためていると、文官や武官たちが窓からのぞき込んでくる。外朝は男の世界とされていたため、女の子である楓花が珍めずらしいのだ。

「お茶を淹いれましょうか？」

　楓花が声をかけると、彼らは照れくさそうにうつむき、肘ひじをつつきあう。

「おまえが淹れてもらえ」

「いや、私はその……」

「はい、どいて、どいて！　僕に淹れてください！」
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　彼らの間をずかずかとくぐり抜ぬけて叫さけんだのは、翼仁だった。

「翼仁さん、休きゆう憩けいですか？」

「そうです。ああ……喉のどが渇かわいた！　楓花さん……じゃなかった、茶聖様、茉莉花茶はありますか」

「ありますよ。それに、楓花でいいですから」

「駄だ目めだ」

　開け放たれている茶房の扉とびら口ぐちに、煌慶が立っていた。その場にいた者たちは慌あわてて拝礼し、蜘蛛くもの子を散らすように去ってしまう。煌慶は寂さびしそうに口を尖とがらせた。

「逃げなくてもいいだろう」

「お仕事をサボっていると思われたくないんですよ」

「そういうあなたはどうなのだ、翼仁」

　ニヤッとして煌慶が訊たずねると、翼仁は無む邪じや気きに笑えんだ。

「もちろん、僕は休憩です」

「違うな」

　ぜいぜいと息をきらした冬輝が、扉口にあらわれる。ゲッ、と翼仁は肩かたをすくめた。

「おまえは東南の隅すみ櫓やぐらに就つく時間だろう。來がおまえを待って、まだ昼飯を食えずにいるんだ、早く来い！」

　冬輝が翼仁の首根を摑つかみ、ずるずると引っ張って行く。

「そ、その間の休憩です！　た、隊長、放してください、喉が渇いたんです！」

「井い戸どの水を飲んでろ！　じゃあな、邪じや魔ました」

　去り際ぎわになってから、冬輝はふいに振ふり返った。

「おっと、そうだ。楓花、きみが茶聖になったって聞いて、春遥がきみを護衛する武官になりたいとか言い出してる。ここへ来ても追い返してくれ」

「えっ！　ぶ、武官ですか!?」

「我が家は武官の一族だからな。あいつは昔から武官に憧あこがれてた。今度からは女も武官になれると知って、きみを理由に必ず乗り込んで来るぞ」

　げっそりした顔で、冬輝はうなだれた。

「ああ……頭が痛くなってきた。きみの茶を飲まないと落ち込みそうだ。楓花、後で俺に天湖龍井茶を淹れてくれ」

「ええー！　ずるいですよ、隊長！　しかも、茶聖様を呼び捨てにして！」

「俺はいいんだよ。ほら、行くぞ！」

　いやだ、行くぞとお互たがいに繰くり返しながら、賑にぎやかに去って行った。腕うでを組んだ煌慶は、やれやれと言いたげに嘆たん息そくする。

「……なんだろうな。いいような、悪いような」

「なにがですか？」

「ここにあなたの茶房をしつらえたことだ。もともとここは書庫ではなく、茗聖の茶房があったからそうしたのだが、どうにも落ち着かない」

「そうですか？　わたしはとても落ち着きます」

　狭せまいが天てん井じようは高く、窓から光が射し込むとすみずみにまで明かりが届く。四方が高い書しよ棚だなに囲まれており、空になったそこに茶ちや壺つぼや茶ちや筒づつを並べ、窓のそばに大きな作業台を配した。室内の真ん中には大きな卓たくを設けて、四脚きやくの椅い子すを並べている。

　古い書物の残り香がと、茶葉の香かおりがほのかに混ざり合い、いるだけで心が安らぐ場所だ。そう感じるのも、茗聖の記き憶おくによるものなのだろうか。

　楓花の思いをよそに、煌慶はニヤッとした。

「そういう意味ではない」

「えっ？」

「いや、なんでもない」

　苦笑いを見せてから、煌慶は茶房を見み渡わたした。

「ずいぶんきれいになったな……いい茶房だ」

「はい。冬輝さんや翼仁さん、それと來さんと香礼さんも手伝ってくれました」

「香礼も？」

「あっ……すみません！　香礼さんのことは内ない緒しよにしておくんでした！」

　宴うたげ等の準備以外で、後宮の女によ官かんが外朝に出入りすることは禁じられていた。苦い顔をした楓花に近づいて、煌慶は耳元でささやいた。

「聞かなかったことにしてやる」

「あ、ありがとうございます」

　茶房の準備で忙いそがしく、煌慶もまた宰さい相しようとなった奨文と再編案を練っていたため、同じ宮殿内で暮らしているというのに、ゆっくりと会えずにいた。だから、思いがけない時間を持てたことが嬉うれしくて、楓花は頰ほおを赤らめた。

「あの……煌慶様、どうして楓花って呼ばれるのがいけないんですか」

「ただのけじめだ」

　煌慶が楓花を見つめる。熱っぽい眼まな差ざしが、会いたかったと訴うつたえていた。両手で頰を包まれて、胸が激しく早はや鐘がねを打つ。お互いに思い合っていることがいまだに信じられない。ドキドキして、めまいがして、いまにも倒たおれてしまいそうだ。

　鼻先が触ふれるほど、煌慶が顔を寄せた。

「部屋は落ち着くか」

「は……はい」

　楓花が与あたえられた部屋は、煌慶の暮らす養宝殿と回かい廊ろうでつながれた小宮殿にあった。

「とっても素す敵てきなお部屋です」

　楓花が微笑ほほえむと、煌慶は瞳ひとみに色いろ香かを過よぎらせた。

「今夜、あなたの部屋へ行く」

「えっ？……と、わかりました。菊きつ花か茶ちやを用意しておきます」

　そうではない、と煌慶は唇くちびるを近づける。そうして、甘い吐と息いきとともにささやく。

「本当に、鈍にぶいのだな。あなたが可愛かわいくてしかたがない」

　楓花の唇に、煌慶のそれが重なりそうになった、寸前。

「陛下！」

　ぜいぜいと息を荒あららげる奨文が、扉口に立った。煌慶の顔が、楓花の頰をすり抜けた。

「……気のせいか、似たようなことが前にもあった気がするぞ」

　肩を落とす煌慶に構わず、奨文が茶房に入って来た。

「孤空が獅国へ渡わたったそうです」

　えっ！　と楓花は息をのんだ。しかし、煌慶に驚おどろく素そ振ぶりはない。

「やはりな。なにか贈おくってやろう」

「はい。それで贈る品を考えていたのですが、茶にまつわる物がいいのではと思い、茶聖様にも考えていただけたらと」

　奨文が微笑んだ。奨文の眉み間けんにあった深い皺しわは、いつからかすっかり消えていた。

「わかりました。喜んで考えさせていただきます！」

　腕を組んだ煌慶は、じっとりとした視線を奨文に注いだ。

「……それで？　あなたはずっとここにいるつもりなのか、奨文」

「邪魔をしていることは承知しておりますが、政務の最中ですので」

　生き真ま面じ目めに言い放った奨文に、煌慶は嘆息した。

「……そうだな。諦あきらめて戻もどるとしよう」

　うなずいた奨文が背中を向けた瞬しゆん間かん、煌慶はその隙すきを逃のがさずに、楓花の頰にちょんと軽く口づけた。

（……わっ！）

　顔を真っ赤にした楓花に、煌慶はいたずらっ子のような笑顔を向けてきた。

「今夜会おう」

「は、はいっ」

　楓花は扉口に立って二人を見送った。と、足を止めた奨文が振り返る。

「そうだ。午後に皇太后に茶を。香礼が待っている。それから、後で私に天湖龍井茶を頼たのむ」

「──はい！」

　奨文がにっこりしてうなずいた。肩かた越ごしに振り返った煌慶は、足を止めて茶さ房ぼうを見上げる。

「看板ができたのだな」

　駆かけ寄った楓花は、煌慶の隣となりに立った。

「はい、昨日届きました。賀孟さんの字を彫ほったものです」

　墨すみ色いろの板に金の文字が輝かがやく達筆なそれを見て、煌慶は満足そうに笑った。

「いい字だ」

　翠明から受け継ついだ茶房の名は、さりげなくひっそりと、人々を見守る星のまたたきのように、扉とびらの上に掲かかげられていた。




　──流星茶房。




　ここから、楓花の新しい人生がはじまるのだ。

　煌慶とともに歩む、茶聖としての人生が。











了









　あとがき







　皆みな様さま、こんにちは。羽はね倉くらせいです。

「流星茶房物語」の二巻を手に取ってくださり、ありがとうございます！

　一巻を書いていたときから、もしも続刊できるならめっちゃ強い茶師を出したいなあと、密ひそかに野望を抱いだいておりました。日々、妄もう想そうに妄想を重ねていたことがこうして作品となり、ふたたび皆様にお届けすることができまして、感無量です。異能バトルならぬお茶バトルを目指して、血ち湧わき肉にく躍おどらせながら執しつ筆ぴついたしました。

　ネタ帳（という名のらくがき帳）を前にして、ときに頭がかゆくなりそうなほどに悩なやみ、構成を何度も練り直し、寝ねても覚さめてもこの物語のことばかりを考えていました。どうしたら面おも白しろくなるんだろう、楽しんでいただけるんだろうと、ぐるぐると考えを巡めぐらせながら綴つづり続けたそれをいま見ますと、あまりの字の汚きたなさに解読できない暗号と化しておりました……。

　執筆している間は、解読できていたようです。まさかの異能覚かく醒せいです。

　中ちゆう華かを舞ぶ台たいにしたファンタジーは、趣しゆ味みで小説をしたためていたときを含ふくめましても書いたことがなかったので、一巻はドキドキしながらの執筆でした。名作がたくさんありますし、自分が書いて本当に大だい丈じよう夫ぶなのかとはじめは不安だらけでしたが、書いているうちにどんどんと楽しくなってきて、いまでは書いてよかったと本当に思っています。

　いろんな意味で、思い出深い作品となりました。

　では、あらためまして謝辞を。

　今回も数々の素す晴ばらしいアドバイスをしてくださった担当様。キャラに対する深みのある洞どう察さつ力が半はん端ぱなく、毎度のことながら凄すごいなあと思わずにはいられません。担当様のおかげで不安も吹ふき飛とび、ガツガツと書き進めることができました。ありがとうございました！　これからも、どうぞよろしくお願いいたします！

　さらに、一巻に引き続きイラストを描えがいてくださった、霧きり夢むラテ先生。華はなやかかつ繊せん細さいなイラストの楓ふう花かと煌こう慶けいは眼福です。先生のイラストがあってこそ、妄想に拍はく車しやがかかり、無事にエンドマークを付けることができました。本当にありがとうございました！

　そして、この本に携たずさわってくださったすべての皆様へ。執筆を終えて手を離はなれた原げん稿こうが、皆様のおかげで美しくパッケージされ、一冊の本になり、全国へ届けられていく感動は、何度経験しても感かん慨がい深いものがあります。ふらりと立ち寄った書店に、自分の本が並んでいるのを目にするたびに、またがんばろうと思えます。直接お伝えできないのがはがゆいほど、いつも感謝しています。ありがとうございました！

　最後になりましたが、読んでくださった読者の皆様に、心からの感謝を！

　またいつか、皆様に作品をお届けできるよう、日々妄想と精しよう進じんを重ねていきたいと思っております。

　それでは。ふたたび皆様にお会いできることを、星に願って。


羽倉せい　　


















カバー・本文イラスト／霧夢ラテ
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月げつ下かの龍りゆうと恋こいを誓ちかう
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